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危険物施設の立入検査等に関するマニュアルの改定について 

 

危険物施設への立入検査及び違反是正の推進については、「危険物施設におけ

る立入検査及び違反是正の推進について」（平成 14 年 10 月 23 日付け消防危第

503 号）における「危険物施設立入検査マニュアル」及び「危険物施設違反処理

マニュアル」を活用していただいているところです。 

 今般、危険物施設における事故事例、危険物施設の技術基準及び違反処理に係

る関係法令の改正事項などを踏まえ、これらのマニュアル等を改定することとし

ました。 

 貴職におかれましては、マニュアル等を参考に、危険物施設の立入検査及び違

反是正を効果的に推進し、より一層の危険物施設の事故防止対策の推進に配意し

ていただくとともに、貴都道府県内の市町村（消防の事務を処理する一部事務組

合を含む。）に対してもこの旨周知されますようお願いします。  

なお、本通知は消防組織法（昭和 22 年法律第 226 号）第 37 条の規定に基づく

助言であることを申し添えます。 

 

記 

 

１ 危険物施設の立入検査に関するマニュアルの改定について 

  危険物施設立入検査マニュアルを別添１のように改定する。概要は以下のと

おりである。 

 ⑴ 各消防本部における執務の参考として消防庁において作成するものである

という旨を明確にするため、題名を「危険物施設立入検査標準マニュアル」

とした。 

 ⑵ 「検査手順」、「実施事項」及び「解説等」について、「「立入検査標準マニ

ュアル」及び「違反処理標準マニュアル」の一部改正について」（平成 26 年

３月４日付け消防予第 55 号）の内容と整合を図るため、所要の修正を行った。 

 

殿 



２ 危険物施設の違反処理に関するマニュアルの改定について 

  危険物施設違反処理マニュアルを別添２のように改定する。概要は以下のと

おりである。 

 ⑴ 各消防本部における執務の参考として消防庁において作成するものである

という旨を明確にするため、題名を「危険物施設違反処理標準マニュアル」

とした。 

 ⑵ 「第１ 違反処理要領」の「処理手順」、「処理事項」及び「解説等」につ

いて、「「立入検査標準マニュアル」及び「違反処理標準マニュアル」の一部

改正について」（平成 26 年３月４日付け消防予第 55 号）の内容と整合を図る

ため、所要の修正を行った。 

 ⑶ 「第２ 違反処理基準」の「製造所等の位置、構造又は設備に関する基準

違反（消防法第 12 条第１項）」について、「第四次措置」を新たに追加した。 

 

３ 立入検査時のチェックポイントの一部改定について 

  立入検査時のチェックポイントを別添３のように改定する。 

 ⑴ 危険物施設の腐食疲労等劣化を原因とする事故の調査・分析結果を踏まえ、

一部施設のチェックポイントの配管の着眼項目「保温材に損傷はないか、そ

の剥離はないか」を「配管の保温（冷）材の損傷、脱落、剥離」に改め、チ

ェック方法として「必要に応じ、定期点検記録表等により確認」を新たに追

加した。 

 ⑵ 屋外タンク貯蔵所のチェックポイントの項目に、「タンク本体［浮き蓋部］」

を新たに追加した。 

 ⑶ 既存の地下貯蔵タンクに対する流出防止対策等を踏まえ、地下タンク貯蔵

所のチェックポイントの項目に、「電気防食設備」、「高精度液面計」を新たに

追加した。  

 ⑷ 顧客に自ら給油等させる給油取扱所（屋外）（屋内）のチェックポイントを

新たに作成した。 

 ⑸ 特例の一般取扱所（ボイラー等消費）〈屋上〉のチェックポイントを新たに

作成した。 

 ⑹ 不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備、泡消火設備の各告示の制定

にともない、不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備及び泡消火設備の

チェックポイントについて、所要の修正を行った。 

 

４ 違反是正に関する事例集について 

  危険物施設等の違反処理に係る執務の参考として、違反是正に関する事例集 

を別添４のように新たに作成した。 

 



５ その他 

 ⑴ 各消防本部等の立入検査時の参考として、「立入検査時のチェックポイント」

のワードファイルを、消防庁統計調査系システムに掲載するので活用された

い。 

なお、資料の入手方法は、別途各消防本部等に連絡する予定である。 

 ⑵ 別添３「立入検査時のチェックポイント」内のチェックの方法で、「必要に

応じ、定期点検記録表等により確認」とあるのは、「「製造所等の定期点検に

関する指導指針の整備について」の一部改正について」（令和３年３月 26 日

付け消防危第 43 号）別紙に掲げる目視による点検と同等以上の情報が得られ

ると判断した方法で代替した場合の、画像（動画を含む）による確認も含ま

れるものであること。 
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＜ 危険物施設立入検査標準マニュアル ＞ 

危険物施設立入検査標準マニュアルは、立入検査を的確かつ円滑に実施するために、検査手順、実施事項及びその解説等

で構成されている。 

・「検査手順」は、立入検査の流れをフローチャートとして示したものである。 

・「実施事項」は、検査手順に従って行う具体的な実施事項を示したものである。 

・「解説等」は、立入検査に当たっての留意点や法令の解説等について記述したものである。 

検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

(1)危険物施設の状況の

把握 

(2)過去の指導状況等の

把握 

(3)検査項目及び要領等

の検討 

(4)関係者に関する情報

の確認 

(5)持参する資料等の準

備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事前の準備 

限られた時間において重点的、効率・効果的な

立入検査を実施するため、危険物施設の状況や過

去の指導経過等を事前に把握し、検査に必要な事

項を検討しておくなどの事前の準備が必要であ

る。 

したがって、次のことについて事前に把握、検

討する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点的、効率・効果的な立入検査 

管内の危険物施設の用途・規模、維持管理状況（定

期点検の履行状況、老朽化の程度等）や過去の指導

状況、危険物施設全体の事故発生状況等を鑑み、法

令遵守の状況が優良でない危険物施設や、危険物施

設における火災・流出事故に係る深刻度評価指標

（令和２年 12 月７日付け消防危第 287 号）の深刻

度レベルが高いと考えられる危険物施設を重点的

に立入検査することができるよう、実施体制、実施

対象及び頻度、検査方法、検査項目等の立入検査の

実施方針を規程等により明確化し、実施計画を策定

して、効率・効果的な立入検査を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事前の準備 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（立入検査実施計画の策定） 

立入検査は、火災予防のため、すべての危険物施設につ

いて、長期間立入検査が未実施とならないように、定期的

に実施することが必要である。 

しかし、消防本部における組織、人員、予算等と、増大

する消防行政需要を勘案すると、そのように立入検査を定

期的に実施することが困難な場合がある。 

また、用途・規模、法令の遵守が適正である危険物施設

とそうでない危険物施設など、それぞれ危険性が異なる危

険物施設について、画一的に立入検査を実施することは非

効率的である。 

このため、各消防本部・消防署においては、管内の危険

物施設についてその危険実態に応じて立入検査の必要性

を検討し、効率的に立入検査を実施していくことが必要で

ある。 

また、各消防本部においては、策定された立入検査実施

計画について、月間、四半期等の期間でその進捗状況を常

に把握等して着実に業務管理を行っていくことが必要で

ある。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（立入検査の実施体制） 

立入検査の実施体制については、職員の危険物関係知識

・技術・経験、勤務形態、事務量等を勘案し、危険物施設

の区分等に応じて、消防長又は消防署長が事前に実施する

職員を指定しておくことが望ましい。 

この場合、危険物関係の知識、技術、経験及び関係者指

導能力等が豊富な危険物業務専従職員、危険物兼務職員の

みを指定するのではなく、主として消防活動に従事する交

替制職員を含めた全職員を指定することが重要である。こ

れは、人的資源を可能な限り活用するという観点のみなら

ず、立入検査を実施することにより、危険物施設の実態を

把握し、万一の場合に消防隊が効果的・効率的に消火活動、

救助活動等を行うために有効であると考えられること、ま

た、予防面の知識・技術を高めることにより、火災原因調

査や防火・防災指導等への活用も期待できること等による

ものである。 

また、個々の危険物施設の立入検査業務の困難度に応じ

て、相応しい知識・技術・経験等を有する職員が立入検査

を実施することが重要である。一方、知識・経験等の浅い

職員については、予防技術検定の受検や消防学校等におけ

る教育、計画的に知識・技術・経験等が豊富な職員等と同

行して立入検査業務を実施させるなど、立入検査の技術を

教育・訓練していく体制をつくることが望ましい。 

なお、消防本部全体で立入検査を実施するために十分な

体制が確保されているかどうか定期的に検証を行うこと

が必要であり、年度毎の立入検査実施計画の達成度、違反

処理の進捗度合い等を検討して次年度以降の体制に反映

させる等、ＰＤＣＡサイクルにより改善の取り組みを継続

することが重要である。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 危険物施設の状況の把握 

・ 危険物施設台帳等（※１）から用途・規模等

の確認 

・ 申請書等（※２）の提出状況等の確認 

・ 製造所等の位置、構造及び設備に係る変更工

事の経過の確認 

・ 貯蔵し、又は取り扱う危険物の品名、数量又

は指定数量の倍数に係る変更状況の確認 

・ 法令の特例適用及び経過措置適用の確認、型

式失効と特例期間の確認 

・ 予防規程、危険物保安監督者など自主保安体

制の確認 

・ 過去の火災・漏えい事故の発生状況の確認 

 

※１ 危険物施設に関する情報をとりまとめ

たもの 

※２ 申請書等に該当するもの 

 ・ 危険物製造所等設置許可申請書 

 ・ 危険物製造所等変更許可申請書 

 ・ 危険物製造所等譲渡引渡届出書 

・ 危険物製造所等品名、数量又は指定数 

量の倍数変更届出書 

・ 危険物保安統括管理者選任・解任届出 

 書 

・ 危険物保安監督者選任・解任届出書 

・ 予防規程制定・変更認可申請書 

 

（その他必要により確認する書類） 

 ・ 危険物製造所等構造設備明細書 

 ・ 危険物製造所等仮使用承認申請書 

 ・ 危険物製造所等完成検査申請書 

 ・ 危険物製造所等完成検査前検査申請書 

 ・ タンク検査済証 

 ・ 危険物製造所等廃止届出書 

・ 休止中の地下貯蔵タンク又は二重殻 

タンクの漏れの点検期間延長申請書 

・ 休止中の地下埋設配管の漏れの点検 

立入検査の法的根拠（法第 16 条と法第４条の関係） 

法第 16 条の５に基づく立入検査の対象は、「指定

数量以上の危険物を貯蔵し、若しくは取り扱ってい

ると認められるすべての場所」（同条第１項におい

て「貯蔵所等」）であり、指定数量以上の危険物を

取り扱うものとして許可を受けた製造所等のほか、

許可を受けずに指定数量以上の危険物を貯蔵又は

取り扱っていると認められる場所も本条に基づく

立入検査の対象となる。なお、指定数量以上のもの

であるか否かはっきりしない場合や、「貯蔵所等」

以外の関係のある場所、危険物の貯蔵・取扱い以外

の事項に関する立入検査については、法第４条を適

用する（防火対象物立入検査標準マニュアル参照）。 

 
 法第 16 条の５ 法第４条 

命令権者 市町村長等 消防長 

又は消防署長 

立入検査の

実施者 

上記命令権者から任

命された消防事務に

従事する職員 

上記命令権者から任

命された消防職員

（消防本部を置かな

い市町村において

は、当該市町村の消

防事務に従事する職

員又は常勤の消防団

員） 

要件 危険物の貯蔵又は取

扱いに伴う火災の防

止のため必要がある

と認めるとき 

火災予防のために必

要があるとき 

対象 指定数量以上の危険

物を貯蔵し、又は取

り扱 っていると認

められるすべての場

所（貯蔵所等） 

あらゆる仕事場、工

場又は公衆の出入す

る場所その他関係あ

る場所 

時間的制限 法令上なし 法令上なし 

事前通知 法令上不要 法令上不要 

検査事項 当該場所の位置、構

造又は設備及び危険

物の貯蔵又は取扱い 

消防対象物の位置、

構造、設備及び管理

の状況 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間延長申請書 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収去権 あり（試験のため必

要な最少限度の数量

の危険物又は危険物

であることの疑いの

ある物に限る。） 

なし 

 

製造所等の位置、構造及び設備の基準の特例 

令第 23 条に定める次の場合には、市町村長等の

判断により技術基準についての特例が認められる。 

・ 火災の発生及び延焼のおそれが著しく少なく、

かつ、火災等の災害による被害を最少限度に止め

ることができると認められる場合 

・  予想しない特殊の構造又は設備を用いること

で、技術基準と同等以上の効力があると認められ

る場合 

 

 

経過措置 

改正後の法令の適用が一定の期間猶予されるこ

と、旧規定から新規定への移行のための経過的な措

置がなされること等である。改正内容に応じて、経

過措置に関する規定が、附則等に設けられる。 

 

 

 

型式失効と特例期間 

法第 21条の２第２項に規定する技術上の規格（以

下「規格」という。）が変更され、既に型式承認を

受けた検定対象機械器具等（消防法施行令第 37 条

参照）が変更後の規格に適合しないとき、型式承認

の効力が失われ、又は、一定の期間を経過した後に

失われる。 

法第 10 条第４項の規定により設置される消火設

備又は警報設備のうち、検定対象機械器具等は、現

行の規格に適合する必要があり、型式承認が失効し

た場合、既存の危険物施設であっても適合させなけ

ればならない。ただし、「消防用機械器具等及び消
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2) 過去の指導状況等の把握 

・ 過去の立入検査における指摘状況等の確認 

 

 

 

 

 

・ 違反処理経過（処理区分と処理年月日）の確 

  認 

 

 

 

(3) 検査項目及び要領等の検討 

・ 検査項目の検討 

 

 

 

 

・ 効率的な検査要領等の検討 

・ 検査に使用する器具の活用の要否 

 

 

防用設備等の技術上の基準に関する特例を定める

省令」等の総務省令に基づく特例が定められてい

る。 

そこで、設置されている消火設備等の型式承認が

失効していないか確認する。失効しているときは、

特例が定められているか、その期間はいつまでかを

確認する。 

 

火災・漏えい事故発生状況の確認 

事故の発生により、どのような指導がされたの

か、指導により何が改善されたか確認する。 

 

 

 

 

 

指摘状況等の確認 

過去に実施した立入検査結果の通知書（写し）や

提出された改修（計画）報告書、指導記録簿などか

ら、指摘した不備事項やその改修結果について確認

する。 

 

処理区分 

危険物施設に係る違反処理の処理区分は、警告、

命令、許可の取消し、告発、代執行及び略式代執行

がある。 

 

 

検査項目 

危険物に関する法令の規定に基づいた項目やそ

れ以外の危険物保安上必要な項目とし、危険物施設

の状況に応じて検査するべき項目を検討する。 

 

効率的な検査要領等 

危険物施設の状況により、立入検査を必要最小限

の時間で実施するための経路等を検討する。例え

ば、次のような方法が考えられる。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 関係者に関する情報の確認 

・ 関係者（危険物施設の所有者、管理者又は占

有者をいう。以下同じ。）の住所、氏名等の確

認 

 

 

 

 

 

・ 立入検査の相手方の対応に関する情報の確

認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 対象施設に適用される法令の基準の適合状況に

ついては、必ずしもすべての基準について現場に

おいて確認を行う必要はなく、対象施設の特性、

潜在する危険性、前回の立入検査における指示事

項等を考慮し、効率的な立入検査の実施を心がけ

る。 

例：位置、構造及び設備に関する技術上の基準の

維持管理状況 

① 定期点検記録表等の確認による代替 

②  所要の設備等について抜き取り的に現場

確認を実施 

・ 大規模な危険物施設を立入検査する場合は、複

数の検査員で検査に出向き、それぞれの検査項目

に応じて担当する者を指定して検査を行う。 

 

 

 
住所、氏名等の確認 

危険物施設の関係者の住所、氏名（法人の場合は

名称及び代表者氏名）等について、申請書等により

確認する。事前に通知することを予定している場合

は、その連絡先についても確認する。 

 

 
立入検査の相手方の対応 

過去の立入検査の結果等から、立入検査の拒否な

ど相手方のとった対応について、記録されていると

きは、事前に通知し、相手方の承諾を得てから出向

くようにするなど立入検査を円滑に実施できるよ

うな方策について検討する。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 持参する資料等の準備 

・ 証票 

・ 危険物施設台帳や図面等 

・ 事情の変更に伴い必要となる各種申請用紙等

（危険物保安監督者選任・解任届出書等） 

・ 通知書 

・ 検査に必要な器具（巻尺、懐中電灯、カメラ

等） 

・ その他必要な資料等 

 

 
 

２ 事前の通知 

・ 立入検査の相手方に対する事前の通知の必要

性を検討する。 

・ 検討した結果、必要と認められる場合は通知

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事前の通知の必要性 

  法令上は事前の通知を必要としないが、当該施設

の過去における事故の発生状況、法令の遵守状況等

を勘案し、相手方の負担と火災予防上の必要性を比

較して、事前に通知するかどうかを検討する。 

（必要と考えられる場合） 

立入検査を実施するにあたり、次の場合など、で

きる限り事前の通知を実施し、相手方と日程調整を

行う。 

・ 既に把握している違反事実の改修指導で関係者

と面談する必要があるとき。 

・ 危険物施設の現況に関する正確な情報の入手、

検査実施時の安全確保等の観点から関係者の立

会を求める必要があるとき。 

（不要と考えられる場合） 

過去の違反状況等を勘案し、事前に通知しては効

果的な立入検査が実施できないおそれがある次の

例の場合は、事前の通知を実施しない。ただし、事

前の通知を行わない抜き打ち検査を繰り返して関

係者の営業活動等を阻害することのないよう配慮

する。 

・ 保有空地等への物件存置や自動火災報知設備の

音響装置停止など、事前に通知すると、一時的に

２ 事前の通知 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)立入検査の実施 

(2)証票の提示 

(3)立入を拒否等された

場合の対応 

(4)走行中の移動タンク

貯蔵所の立入検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ 危険物施設への立入 

立入検査の対象 

・ 指定数量以上の危険物を貯蔵し、若しくは取り

扱かっていると認められる全ての場所 

・ 走行中の移動タンク貯蔵所 

(1) 立入検査の実施 

・ 原則として日中又は営業時間内等に行う。 

 

 

 

 

 

 

(2) 証票の提示 

・ 関係のある者から請求のあったときは証票を

提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 立入を拒否等された場合の対応 

・ 立入を拒否等された場合は、拒否等する理由

を確認する。 

・ 立入の必要性や目的について丁寧に説明する

など、相手方を説得する。 

適正な状態に戻されることで、危険物施設の法令

違反の実態が正確に把握できないおそれのある

とき。 

・ 法令違反があることの通報を受けて立入検査を

行うとき。 

・ 事前の通知を行う相手方の特定が困難なとき。 

 

 

 

 

 

 
日中又は営業時間内等 

  第 16 条の５に基づき立入検査を実施する場合、

特に時間的制限はない。しかしながら、相手方の負

担と火災予防上の必要性を比較して、極力最少限度

の関与となるよう、基本的に日中又は営業時間等に

立入検査を行うことが望ましい。 

 

 

証票の提示 

証票は立入検査権を有する消防職員であること

を示すものであり、証票の提示請求があった場合に

おいて、これを提示しないときは、正当な権限行使

とみなされない。証票の提示は、その目的から１回

の立入につき提示請求権を有する最初の請求者に

すればよい。 

 

 

 

 

立入を拒否等された場合 

法第 16 条の５に規定する立入検査権は、罰則に

よってその実効性が担保されているが、相手方が拒

否等した場合に、その抵抗を排除してまで行使する

ことはできない。 

３ 危険物施設への立入 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 説得しても拒否等された場合は、期日を改め

て出向する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 相手方からの暴行、脅迫などを受けた場合は、

速やかに上司に連絡するなど適切に対応する。 

 

 

 

 

 

(4) 走行中の移動タンク貯蔵所の立入検査 

・ 危険物の移送に伴う火災の防止のため特に必

要があると認める場合には、走行中の移動タン

ク貯蔵所を停止させ、立入検査等を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拒否等する理由が次のような例に該当するとき

は、正当な理由と認められる場合があり、このよう

な正当と認められる理由以外で拒否等するときは、

告発により対応する場合がある。 

・ 立入につき、関係のある者から証票の提示を求

められているにもかかわらず、検査員が提示しな

いとき。 

・ 業務多忙を理由に、相手方が立入検査の時期に

ついて具体的な変更を要請したうえで拒否する

とき。 

拒否する原因の把握、立入検査を拒否等した者の

確認等、可能な限りの資料収集を行うなど客観的情

報の把握に努める。併せて、立入検査の要旨につい

て行った検査員の説明内容を記録しておく。 

 

相手方から暴行、脅迫などを受けた場合 

速やかに上司に連絡をとるが、危害を加えられた

ときなど緊急の場合は、警察に通報するなど適切な

措置を講じ、証拠の確保を図る。 

 

 

 

 

 

走行中の移動タンク貯蔵所の停止、立入検査等 

法第 16 条の５第２項の規定に基づき、消防吏員

及び警察官に対し、走行中の移動タンク貯蔵所の停

止命令権等が与えられている。両者は互いに密接な

連絡をとるとともに、共同してその職務を行うこと

が必要である。 

移動タンク貯蔵所を停止させた場合には、危険物

取扱者免状の提示を求めるとともに、本条第１項に

基づく立入検査を実施することが適当である。ま

た、違反が認められるときは、違反処理に移行する。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

(1)検査実施前に行う打

ち合わせの内容 

(2)業務への配慮 

(3)検査を拒否等された

場合の対応 

(4)写真撮影等による違

反状況の記録 

(5)質問に対する回答を

拒否等された場合の

対応 

(6)検査等により知り得

た危険物施設の情報

の取扱い 

(7)危険物関係法令以外

の法令違反を発見し

た場合の対応 

(8)不適正な危険物の取

扱い等を発見した場

合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 検査の実施 

(1) 検査実施前に行う打ち合わせの内容 

 

 

 

 

・ スケジュール等の説明 

 

 

 

・ 立会の依頼 

 

 

 

 

 

 

・ 事前準備において不明確であった事項等の確  

 認 

 

・ 営業許可証等から関係者に関する情報の確認 

 

 

・ 危険物施設の実態の変化についての確認 

・ その他必要な事項の確認 

 

 

 

 

 

・ 立入検査の効率化への配慮 

※事前通知なしの立入検査を行う場合は、打

ち合わせを省略できる。 

 

 

 

 

 

打ち合わせ 

検査を実施する前に、検査員と危険物施設の関係

者等が集合して打ち合わせを行い、効率的に検査が

進められるよう配慮する。 

 

スケジュール等 

事前に検討した検査項目及び検査経路に基づき、

班編成や班ごとの実施場所などを説明する。 

 

立会 

検査の実効性を高めるためや、危険箇所への立入

の際、安全確保等の観点から、原則として危険物保

安監督者、危険物取扱者その他責任者等の立会を求

める。また、設備の作動確認についても、原則とし

て対象施設の関係者に行わせる。 

 

事前準備において不明確であった事項等 

過去の指摘事項の改修状況や改修後の管理状況、

軽微な変更工事（変更許可を要しない変更工事）、

定期点検の実施状況など、事前に把握しきれなかっ

た事項について確認する。 

 

実態の変化 

人事異動などによる関係者や危険物保安監督者

等の変更、当該危険物施設の位置、構造及び設備の

変更、危険物の貯蔵・取扱方法の変更など危険物施

設の実態に変化があったか確認し、必要に応じ検査

項目を再検討する。 

 

効率化への配慮 

  危険物施設の状況に応じ、検査項目の一部省略

等、立入検査の効率化に配慮する。（Ｐ６「効率的

な検査要領等」参照） 

 

 

４ 検査の実施 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 業務への配慮 

・ 検査等において、みだりに危険物施設の関係

者等の業務を妨害しない。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 検査を拒否等された場合の対応 

・ 危険物施設の一部分について検査を拒否等さ

れた場合は、拒否等する理由を確認する。 

・ 検査の必要性や目的について丁寧に説明する

など、相手方を説得する。 

・ 説得しても拒否等された場合は、期日を改め

て出向する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 写真撮影等による違反状況の記録 

・ カメラの場合、相手方の同意を得た後、違反

箇所を撮影する。 

・ カメラがない場合や相手方に撮影を拒否され

た場合は、図面を作成するなどして、違反状況

を記録しておく。 

 

 

 

 

みだりに 

「正当な理由なくして」という意味で、次のような

場合が考えられる。 

・  特に緊急に確認する必要がないにもかかわら

ず、立会者に確認せずに作業中の従業員等に対し

て質問を繰り返し行う場合 

・ 直接検査等に関係のない質問や行為を繰り返し

行う場合 

 

 

検査を拒否等された場合 

立入のときと同様に、罰則によってその実効性が

担保されているが、相手方の抵抗を排除してまで検

査を行うことはできない。 

拒否等する理由が次のような例に該当するとき

は、立入検査実施の必要性と比較して、正当な理由

と認められる場合があり、このような正当と認めら

れる理由以外で拒否するときは、告発により対応す

る場合がある。 

・ 検査を拒否等しているのが危険物施設の一部分

で、企業秘密に関わる場所であると客観的に認め

られるとき 

・ 検査を実施することで、適正な業務執行に影響

を与えるとき 

検査を拒否する原因を把握し、立入検査の要旨に

ついて行った検査員の説明内容を記録しておく。 

 

写真撮影等による違反状況の記録 

写真は違反状況が客観的に明らかになるように

撮影し、一の違反場所について違反の状態が具体的

に判別できる写真と全体の中で当該違反場所の位

置が判別できる写真とを撮影し、周囲と全体との関

係を明らかにする。 

違反の場所が１回の撮影で写らない場合は、２枚

以上の写真を貼り合わせる等配慮する。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 質問に対する回答を拒否等された場合の対応 

・ 質問の必要性や目的について丁寧に説明する

など、回答してもらえるように関係者を説得す

る。 

 

 

 

(6) 検査等により知り得た危険物施設の情報の取

扱い 

・ 検査等により知り得た危険物施設の情報は、

みだりに他に漏らさない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影位置、方向、撮影時刻等を写真撮影位置図に

記録する。 

物件等の寸法を表示する必要がある場合は、メジ

ャー等を用いて写し込む 

 

 

回答を拒否等された場合 

法第 16 条の５に規定する質問権は、正当な理由

なくして陳述しない者があっても、罰則で実効性を

担保していないことに注意する必要がある。ただ

し、火災予防上必要がある場合は、資料提出命令権

又は報告徴収権を活用することも検討する。 

 

 

 

 
みだりに 

「正当な理由なくして」という意味で、次の場合

には「正当な理由がある」と考えられる。 

・ 職務上必要な事項として、上司に検査結果を報

告する場合 

・ 通知書の内容について、他の公的機関から法令

根拠に基づく照会※１を受け、それに回答する場合 

・ 捜査機関に対し告発する場合 

・ 情報公開請求があり、情報公開条例に基づき、

妥当性を有するものとして公開する場合 

※１ 照会 

弁護士会、捜査機関などから立入検査結果の

通知書について、法律の規定（弁護士法第 23

条の２、刑事訴訟法第 197 条第２項等）に基

づく照会があった場合、消防機関は、照会内容

に対し一般的には報告する必要があるが、通

知書の内容がプライバシーの侵害や職務遂行

上の支障が生ずる可能性のある場合はこの限

りでない。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)  危険物関係法令以外の法令違反を発見した場合の

対応 

・ 危険物関係法令以外の消防法令違反を発見した場合

は、法第４条の適用等により対応する。 

・ 消防法令以外の法令の防火に関する規定に違反し、火

災予防上重大な危険が認められる事案を発見した場合

は、当該法令の所管行政庁へ通知し、是正促進を要請す

る。 

 

したがって、これらの照会を受けたときは、その内

容をよく確認し、事実調査を行うなどして回答の可

否について判断し、回答する場合は、客観的事実の

みを報告する。 

 

法令の規定に基づく照会等以外の場合でも、火災予防の

目的の達成のために合理的な理由があるときに、消防法等

の守秘義務によって確保しようとする法益との比較考量

を行って、関係行政機関等の適切な相手方に対して必要な

範囲で情報提供を行うことが可能であり、具体的には次の

場合が考えられる。 

・ 消防法令の適用に当たって他法令の適用関係を確認

するために当該法令の所管行政庁に照会等を行う際に、

当該確認に必要な範囲の情報を提供する場合 

・ 検査等において消防法令以外の法令違反又はその疑

いを発見し当該法令の所管行政庁に通報等を行う際に、

当該通報等に必要な範囲の情報を提供する場合 

なお、検査等により知り得た危険物施設の情報に個人情

報が含まれている場合の当該情報の取り扱いについては、

各地方公共団体の個人情報保護に係る条例等の定めに従

う必要がある。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不備事項の有無  

 

 

 

 

（指導記録簿作成を参照） 

 

 

 

 

    火災発生危険等  

緊急性の有無 

 

 

 

(8) 不適正な危険物の取扱い等を発見した場合の

対応 

・ 危険物取扱者や消防設備士が行った不適正な

危険物の取扱い、消火設備等又は警報設備の工

事・整備等の事実が確認できたときは、適切な対

応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（違反処理への移行） 

・ 検査により覚知した不備事項に火災発生危険

等の緊急性が認められる場合は、違反処理へ移

行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
適切な対応 

「危険物取扱者免状の返納命令に関する運用基

準の策定について」（平成３年 12 月 19 日付け消防

危第 119 号）、「消防設備士免状の返納命令に関す

る運用について」（平成 12 年 3 月 24 日付け消防予

第 67 号）などにより適切に処理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災発生危険等の緊急性 

「危険物が漏れ、飛散している」、「可燃性蒸気

が滞留する場所で、火気を使用している」など火災

発生危険が逼迫している場合には、改修（計画）報

告書の提出を待つことなく、違反処理へ移行する。  

また、特に緊急性が高く、速やかに違反是正の指

導を必要とする不備事項は、検査終了後でなく、そ

の途中で違反処理へ移行する場合がある。 

 

検 査 終 了 

 

(あり) (なし) 

指導記録簿の作成 

立入検査終了 

 

(あり) (なし) 

違反処理 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 資料提出命令・報告徴収・危険物の収去 

・ 危険物施設の構造等の実態把握や違反事実の

特定などに資料や報告を必要とする場合は、資

料提出命令又は報告徴収を行う。 

 

・ 危険物又はその疑いのある物について、その

品名、性状等を試験により確認する必要がある

場合は、最少限度の数量の当該物品を収去す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提出命令又は報告徴収 

法第 16 条の５の規定に基づく資料提出命令権及

び報告徴収権は、危険物施設の実態把握若しくは、

違反事実の解明・立証等火災予防上必要と認める場

合、関係者の負担に考慮しつつ、市町村長等が主体

となり、危険物施設の関係者に対し権限を行使す

る。 

なお、検査等において口頭などにより任意の資料

提出又は報告を求めて、相手方がこれに応じた場合

は、本権限の行使は必要ない。 

 

（資料提出命令で求める資料の例） 

火災予防上、危険物施設の実態を把握するために

役立つ一切の文書図画のうち、資料としてすでに作

成若しくは作成される予定のもの又は法令により

資料の作成が義務づけられているもの 

・ 消防法令上の各種申請書及び添付書類 

・ 危険物の確認試験結果報告書、危険物データベ

ースへの登録確認書等 

・ その他危険物施設の実態を把握するために必要

な書類 

 

（報告徴収で求める資料の例） 

火災予防上、危険物施設の実態を把握するために

必要な全ての事項で、資料として現に存在していな

いものを求めることができる。 

・ 消防側で把握していない危険物等の物質名、性

状、使用量等を示すデータ（ＳＤＳ、在庫管理票

等） 

・ 未確認・変更部分の図面等 

・ 点検等により覚知された不具合箇所の改修状     

  況 

・ その他危険物施設の実態を把握するために必 

要な事項 

５ 資料提出命令

・報告徴収・危

険物の収去 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1)検査結果の通知 

  (2)通知書の交付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６ 検査結果の通知 

(1) 検査結果の通知 

・ 検査の結果、判明した危険物関係法令違反及

びその他の事項について、通知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提出された資料の受領及び返還要領） 

資料提出命令により資料を提出させる際、関係者

に所有権を放棄するか否かを記載した提出書に必

要な資料等を添えて提出させ、放棄する場合は「受

領した旨」、放棄しない場合は「保管する旨」を記

載した用紙を関係者に交付する。 

資料を返還する場合は、提出の際交付した「保管

する旨」を記載した用紙と引き換えとする。その際、

関係者に返還を受けた旨の奥書若しくは受領書等、

返還を証明するものを提出させる。 

 

収去 

収去しうる危険物は、危険物施設の設置又は変更

の許可に係る品名の危険物には限らない。 

収去する危険物等は、試験のため必要な最少限度

の数量に限られる。 

 

 
 
危険物関係法令違反 

危険物関係法令に違反しているかいないかは、危

険物施設の設置、変更等の時期及びその経緯を把握

し、さらに根拠法令等の施行時期及び適用除外の有

無について把握できなければ正確に認定できない

ことがあるため、検査の結果について通知するとき

は、十分に確認する。 

※ 検査結果の通知（通知書）は法的には違反事項

の是正を強制するものではなく、あくまでも行政

指導に属するため、審査請求及び取消訴訟の対象

にはならないが、法的に設置義務のない消防用設

備等の設置を指導し、相手側が設置したり、名あ

て人を誤り、設置義務のない関係者に消防用設備

等を設置させてしまったなど、関係者に損害を与

えた場合は、国家賠償法第１条に基づく損害賠償

の対象となることがある。 

６ 検査結果の通知 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 検査結果の通知は、原則として、文書（通知

書）で行う。 

・ 指摘事項に消防法令以外の法令の防火に関す

る規定の違反が含まれている場合は、所管行政

庁にも当該内容を文書で通知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の事項 

危険物関係以外の消防法令や他法令の防火に関

する規定により不備となる事項や法令等に規定さ

れていないが火災予防上望ましい状態を確保する

ために指摘する事項をいう。 

 

通知 

違反改修の履行義務者に対し通知する。また、通

知しようとする内容に関して履行義務者が複数の

ときは、それぞれの義務者あて個別に通知する。 

・ 平成 14 年の消防法の改正内容（罰金額の引き

上げ、消防法令違反で命令を受けた場合は標識が

設置される等）を説明し、法令違反の自主的改善

を促す。 

・ 速やかに改めることが可能な不備事項は、同行

する立会者に説明し、その場において改善させる

など積極的に火災予防の措置をとらせ、即時是正

された場合でも必要に応じて通知する。 

・ 指摘事項について十分確認できない場合は、必

要な検討を尽くした後に通知する。 

 

文書（通知書） 

（作成上の注意事項） 

・ 違反事実の発生箇所を明確にする。 

・ 違反事実の根拠法令を明確にする。 

・ 通知書の発信者名は、立入検査を実施した消防

職員とする。 

・ 重大な危険物関係法令違反が確認された場合、

名あて人の特定は慎重に行い、必要に応じ、住民

票の写し（個人の場合）や建物の登記事項証明書、

法人の登記事項証明書等により確認する。 

なお、名あて人については立入検査時の質問や

資料の提出などにより自ら情報収集に努め、他に

手段がない場合は、「危険物施設違反処理標準マ

ニュアル②関係機関との協力（Ｐ４）」に定める

照会手続に基づいて把握する。 

・ 検査を実施した箇所等を記載する。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 通知書の交付 

・ 通知書は、検査終了後にその場で交付する

場合は、名あて人又は名あて人と相当の関係

のある者に直接交付する。 

 

 

※ 住民票、戸籍謄（抄）本の請求方法 

①  事前に区市町村役所の事務担当者に概要

を電話連絡して手続を確認する。 

② 所定の申請用紙又は任意様式の申請書（依

頼書）に、公用であること、謄本又は抄本の

区別、対象者の氏名・住所（戸籍謄本の場合

は本籍地とし、筆頭者が判明している場合

は、その者の氏名を併記する。）、必要部数、

郵送を希望する場合は送付先を明記し、申請

する。 

※ 法人の登記事項証明書の請求 

①  事前に登記所の事務担当者に概要を電話

連絡して手続を確認する。 

② 所定の申請用紙又は任意様式の申請書（依

頼書）に、公用であること、法人名、本店の

所在、必要部数、手数料については「登記手

数料令第 19 条により免除」であることを記

載し、申請する。 

※ 建物の登記事項証明書の請求 

① 登記所に行き、備えつけの公図又は索引簿

で該当する建物の地番を確認する。 

②  事務担当者に公用で登記事項証明書の請

求をしたい旨及びその理由を説明し、当該建

物の家屋番号を確認する。 

③  所定の申請用紙又は任意の申請書（依頼

書）に公用であること、全部事項又は一部事

項の区別、建物の所在、家屋番号、手数料に

ついては「登記手数料令第 19 条により免除」

であることを記載し、申請する。 

 

 

 

名あて人と相当の関係のある者 

名あて人の従業者若しくは配偶者又は危険物保

安監督者等がこれにあたる。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 期日を改めて交付する場合は、再度出向す

るか、名あて人又は名あて人と相当の関係の

ある者に出頭を求めて直接交付する。また

は、普通郵便により名あて人へ送付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交付 

違反内容やその改修の必要性等について関係者

等の認識の程度に応じて、規制概要とその趣旨等に

ついて十分な説明を行う。 

改修意思等を確認するとともに、必要に応じて具

体的な改修方法を示す。 

危険物施設違反処理標準マニュアルの違反処理

基準に該当するおそれのある違反事実について通

知する場合は、その後の告発等を視野に入れ、行政

側の指導状況を証明するために、直接交付の場合は

署名を求めること。しかし、相手方が署名を拒否し

た場合は、その旨を通知書の消防機関側控え等に記

録しておく。 

危険物保安監督者等名あて人と相当の関係のあ

る者に交付するときは、通知書の内容等の説明と不

明な点について交付した消防職員に問い合わせる

旨、関係者に伝えるように依頼すること。 

 

期日を改めて交付する場合 

期日を改めて交付する場合とは、次のような場合

が考えられる。 

・ 名あて人が遠隔地に居住しており、名あて人と

相当の関係のある者が不在のとき。 

・ 名あて人及び名あて人と相当の関係のある者に

通知書の受領を拒否されたとき。 

・ 指摘事項の確認のため検査直後に交付しなかっ

たとき。 

郵送により通知書を交付する場合で、関係者の連

絡先が判明しているときは電話により説明するよ

うに努める。 

危険物施設違反処理標準マニュアルの違反処理

基準に該当するおそれのある違反事実を通知する

場合で、相手方が通知書の受領を拒否している場合

又は遠隔地に居住しており署名が求められない場

合は、書留郵便（違反事実の内容に応じ、配達証明

等）により送付する。 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７ 改修（計画）報告の指導 

・ 原則として、文書により報告させる。 

・ 改修計画については文書により報告させる。 

・ 通知書の受領者が名あて人の場合、改修（計 

画）報告書の作成要領及び期限内に報告するよ

う指導する。 

・  通知書の受領者が名あて人と相当の関係の 

ある者の場合、上記と同様の事項を指導し、名

あて人に伝えるように依頼する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 指導記録簿の作成 

・  立入検査した結果等を指導記録簿に記録す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
改修（計画）報告書の作成要領 

原則として、違反改修の履行義務者に報告させ

る。 

改修が完了したことを報告する場合は、改修した

内容について記載させる。 

今後、改修を行う予定であることを報告する場合

は、実現可能な方法による改修計画を記載させると

ともに、改修計画に関する図書等を添付させる。 

 

期限 

概ね１週間～１ヶ月の報告期限を設定する。ただ

し、個々の事案により期限を延長する必要が認めら

れる理由がある場合は、必要最低限の範囲で延長す

ることができる。 

 

 

 

指導記録簿 

指導記録簿とは、立入検査の実施結果を記録する

帳票などのことであり、立入検査で法令違反があっ

た場合には、検査年月日から改修が完了するまでの

是正指導等の経過についても記録し、危険物施設台

帳、改修（計画）報告書等と一体として管理する。 

（記録事項の例） 

・ 立入検査年月日（違反を発見した日） 

・ 違反の内容 

・ 改修までに実施した指導及び関係者の対応 

・ 改修予定スケジュール並びに経過確認等の日時

及びその状況 

・ その他必要事項 

 

 

８ 指導記録簿の作成 

７ 改修（計画）報告の指導 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（違反処理への移行） 

・ 報告期限を過ぎて報告書が未提出の場合は、

違反処理へ移行する。 

 

 

９ 報告内容の指導 

・ 報告者が違反改修の履行義務者であるか確認

し、異なる場合は履行義務者を報告者とする改

修（計画）報告書の再提出を指導する。 

・ 改修内容及び改修予定期日を確認し、不備が

ある場合は、具体的な改修内容等について説明

するなど、改修（計画）報告書の訂正又は再提

出を指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 改修（計画）報告書を後日再提出する場合は、

期限内に報告するよう指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修内容及び改修予定期日 

改修（計画）報告書に記載されている改修内容が

法令基準に沿った適切なものか確認するとともに、

改修予定期日が、社会通念上是正可能と認められる

客観的な所要日数と火災予防上の必要性と比較し

て妥当であるか確認する。また、場合によっては、

予定期日が何に基づいて算出されたものか、下記資

料の提出を求めることも必要である。 

（求める資料の例） 

・ 改修の工程について具体的に判別できる資料 

・ 既に工事業者等に改修を依頼している場合は、 

見積書や発注書等のコピー 

・ 改修が長期間要する場合は、理由書や工程計画 

画等の資料 

 

期限 

相手方が改修（計画）報告書の訂正に要すると認

められる期間とする 

(期限内に提出)  (期限内に未提出

 

９ 報告内容の指導 

違反処理 報告内容の
不備の有無 
 

(なし)  （あり) 

(あり)   （なし） 

 再提出 

の有無 

改修（計画） 

報告書の提出 
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検査手順 実施事項 解説等 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（違反処理への移行） 

・ 改修（計画）報告書の内容に不備があるにも 

かかわらず指導に応じない場合は、違反処理へ

移行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 改修予定期日到来時の確認調査 

・ 立入検査で指摘した不備事項について、改修

（計画）報告書による改修が実施されたかを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

（違反処理への移行） 

・ 改修（計画）報告書に記載されていた改修予

定期日に改修が完了していない場合等は、違反

処理へ移行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認 

改修期限前から適宜経過確認等を実施するなど

して改修の促進を図り、改修期限の到来後に改修状

況の確認のための立入検査を実施するが、改修完了

の報告があった場合は、速やかに確認調査を実施す

る。 

なお、届出行為によって改善されたことを確認で

きるものについては、確認調査を必要としない。 

 

 

違反処理 

(改修) 

10 改修予定期日到来時 

の確認調査 

改修の状況  

違反処理 

(未改修) 

改修完了 



 



 
 
 
 
 
 

 

 

 

危険物施設違反処理標準マニュアル 
（令和３年３月現在） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防庁危険物保安室 
 
 

別添２ 
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警告 
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命令違反を前提
とする罰則規定 

該当 

罰則の性格に

よる分類 

３ 警告・命令のための違反調査 

４ 警告 

履行期限の到来 

確認調査 

違反処理終了 ５ 命令の事前手続 

事前手続が必要か 

聴聞 弁明 

命令の妥当性の有無 

命令の中止 ６ 命令 

標識等による公示 

非該当 

   【危険物施設違反処理手順一覧】 

違反処理の留保 

安全担保措置 

妥当 不当 
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必要 不必要 

なし あり 

違反の態様等により
違反処理を留保する
ことが妥当な場合 

許可の取消し 

公示の撤去 

履行期限の到来 

確認調査 
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公示の撤去 使用再開 
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代執行要件に該当 告発要件に該当 
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第１ 違反処理要領  
違反処理要領は、違反処理を迅速かつ的確に行うために、その処理手順、処理事項、及びその解説等で構成されている。 

・「処理手順」は、違反処理の流れをフローチャートとして示したものである。 

・「処理事項」は、処理手順に従って行う具体的な処理の内容を示したものである。 

・「解説等」は、違反処理にあたっての留意点や法令の解釈等について記述したものである。 

処理手順  処理事項  解説等  

 

⑴立入検査によ

る違反の覚知 

 ⑵立入検査以外

による違反の

覚知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 違反の覚知  

(1) 立入検査による違反の覚知 

通常は、立入検査により違反を覚知する。 

(2) 立入検査以外による違反の覚知 

・ 立入検査以外の検査（完成検査、保安検査

等）、火災調査又は住民等からの情報提供等に

より違反を覚知した場合、原則として法第 16

条の５に基づく立入検査を実施して、その事

実を確認する。 

 

２ 違反の分類  

(1) 罰則の性格による分類 

・ 命令違反を前提とする罰則規定（命令要件

一覧（Ｐ17）参照） 

・ 規定違反に対する直接の罰則規定 

（消防法罰則規定一覧（危険物施設）（Ｐ32）

参照） 

  

(2) 罰則の種別による分類 

・ 刑罰（懲役、禁錮、罰金及び拘留） 

 

 

 

 

 

 

 

 

法第 16条の５に基づく立入検査 

  本条の趣旨、法第４条に基づく立入検査との関係等については、危険物施設立

入検査標準マニュアル、１、⑴（Ｐ４）参照。 

 

罰則の性格による分類 

命令違反を前提とする罰則規定に係る違反については、原則として違反処理基

準に基づいて警告・命令を発動し、規定違反に対する直接の罰則規定に係る違反

については、罰則の適用を促すための措置（告発）を実施することとなる。 

 

 

 

罰則の種別による分類  

刑法上に定めのある刑罰（懲役、禁錮、罰金、拘留など）を罰則とする違反に

ついては、刑事訴訟法の適用を受けるため、告発をもって対応する。 

１ 違反の覚知 

２ 違反の分類 

(1)罰則の 

性格による 

分類 

 

（告発へ) 
   

 

(命令違反を 
前提とする 
罰則規定） 

(規定違反に 
対する直接の 
罰則規定） 



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 違反処理基準による違反の分類 

・ 違反処理基準（Ｐ43）の適用要件に該当し

ているかの確認。 

  

 

 

 

・ 該当した場合は、違反対象物台帳等を作成

し、違反是正されるまで管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 非該当の場合は、指導を継続する。必要に

応じて、警告を行うこともできる。 

 

 

 

 

違反処理基準（Ｐ43） 

違反処理基準とは、警告、命令への移行基準及び時期の判断を示したもの。違

反処理は、原則として、違反処理基準の定めるところにより処理する。ただし、

違反事項が火災の予防上猶予できないと認められる場合又は特異な違反事案の処

理に係る場合は、違反処理基準に定める措置順序によらないことができる。 

 

違反対象物台帳等 

違反処理基準に該当する事案については、違反対象物台帳あるいは違反処理経

過簿等の管理簿を作成し、違反処理への移行時期、改修計画の提出の有無・予定

期日、違反処理を留保している場合の留保期限、上位措置への移行等の業務管理

を行う。 

これは、違反処理の進捗状況の確認や指導の停滞の解消、全体業務目標の策定

やその達成度の評価等、違反処理事務全体を管理する者が適切な業務管理を行う

ためにも重要なものである。 

これにより、たとえ消防側の担当者が人事異動等で変更となった場合でも一貫

した業務管理を行うことができる。 

違反対象物台帳等は、警告・命令等違反処理の名宛人となる管理権原者ごとに

作成し、危険物施設別にまとめると管理がしやすい。 

また、指導記録簿（危険物施設立入検査標準マニュアル、８（Ｐ21）参照）は、

一体的に管理することが望ましい。 

 

指導 

指導の具体例としては、立入検査結果の通知書における違反事項の指摘、改修

（計画）報告の指導などがある。（危険物施設立入検査標準マニュアル、７（Ｐ21）

参照） 

 

 

（該当)  （非該当） 
 

指導の継続 

警告 

(3)違反処 

理基準該当 

の確認 
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３ 違反調査の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 調査内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

違反調査 

違反調査の目的は、違反事実、違反者の氏名、違反発生場所、違反施設の位置、

構造及び設備、危険物の貯蔵及び取扱い、違反内容、適用法条などについて確認

し、違反の全容を解明し、違反事実を特定することである。 

違反調査には、法第 16条の５に定める立入検査権、資料提出命令権、報告徴収

権、危険物収去権及び立入検査権に基づく質問・検査による場合と、法第 35条の

13に定める照会による場合などがある。 

違反調査については立入検査により違反を覚知・確認した後、改修指導への対

応状況に応じて期日を改めて実施する場合や、火災発生危険など緊急性が高いた

め立入検査からそのまま移行して実施するなど、種々のケースが考えられる。 

 

調査内容 

・ 違反調査内容は、命令処分を早急に行う場合、行政指導である警告を行う場

合、あるいは、告発を行う場合などの違反処理区分及び違反事実の実態に応じ

て決定する。 

警告、命令の場合の調査は、実況見分調査等により、違反の事実を特定するこ

とで足りる。 

・ 告発の場合、構成要件該当性、違法性、有責性について特定することが必要

である。 

・ その他違反調査の基本的留意事項 

① 適正手続 

調査行為が憲法の保障する基本的人権に抵触することがあってはならず、ま

た、違反処理は相手方に一定の義務を課すものであり、事案によっては、相手

方の義務違反を捜査機関に告発し、訴追を求めるものであるから、その前提と

して行う違反の調査も適正な手続に従ってなされることが必要である。 

 

３ 警告・命令の

ための違反調査 

⑴調査内容 
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② 関係機関との協力 

法第 35条の 13に基づき、照会、協力を受けた官公署には、一般的にはこれ

に応答し、又は協力することとなるが、照会については、消防機関自らが照会

内容の把握に努め、他の手段がない場合に他の関係官公署の事務の支障のない

ように配慮しつつ行うものとする。また、照会手続については、下記の基準に

留意するとともに、具体的な手続について事前に関係官公署と十分に協議を行

うものとする。 

・ 照会する時間は、関係官公署の執務時間内とすること 

・ 照会書を関係官公署の窓口に持参し、又は郵送すること 

・ 照会書に照会担当者名及び連絡先を明記すること 

・ 郵送による回答を求める場合など回答に費用を要する場合、その費用を負

担すること 

・ 回答書の管理を徹底するなど個人情報の保護に留意すること 

・ 照会書の照会者名義の職印の押印及び文書番号の記載等偽造防止の措置を

講ずること 

ア 照会を求める内容 

消防機関において照会することが考えられる事項の例は、次のようなもの

がある。 

違反処理の名宛人の特定のため 

・ 都道府県及び市町村税事務所の保有する事業税に関する事業主 

・ 市町村役所の保有する外国人登録に関する情報の有無 

・ 裁判所の保有する破産管財人 

・ 特定行政庁の保有する建築物の関係者 

・ 高圧ガス保安法、火薬類取締法、毒物劇物取締法、揮発油等の品質の確保

等に関する法律（品確法）等を所管する関係行政庁の保有する事業者等 

 

 



5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 命令要件の特定 

① 違反者 

② 違反発生日時 

③ 違反発生場所 

④ 違反内容 

⑤ その他命令要件の特定に必要な事項（命令 

要件一覧（Ｐ17）参照） 

イ 協力を求める内容 

立入検査や違反是正の効果を高めるために、関係官公署との間で、立入の

日程調整（例：法律に基づく又は任意の立入を合同で実施するための日程調

整）や現場での協力（例：危険物施設の関係者の特定、違反是正指導方針に

ついての相談）を行うことなども考えられる。 

なお、合同で立入検査を実施する場合には、消防法令の範囲内での業務執

行を実施すること及び相互の共助によって得た他官公署からの情報について

は、その管理に留意すること（警察との協力については、エを参照のこと。）。 

ウ 照会、協力要請の効果 

照会や協力要請を受けた者は、一般的にはこれに応答し、又は協力するこ

ととなるが、これらには強制力はなく、照会や協力要請を受けた者は、照会

内容に職務上守秘義務があるとき、又は、職務執行に支障のあるときは、報

告義務が免除されるほか、職務命令に反して照会や協力要請に応える義務は

ないものである。 

エ 警察との協力について 

警察との協力については、法第 35条の 13の「特別の定め」には、消防組

織法第 42条第１項の規定が含まれるものであり、消防と警察とは、同項の規

定に基づく相互的な協力関係にある。 

また、法第 16条の５第２項の規定に基づき走行中の移動タンク貯蔵所に関

する立入検査等を行う場合は、消防と警察は互いに密接な連絡を取る必要が

ある。 

違反者  

・ 違反者の氏名、本籍、住所、商号、本店所在地等は、必要により住民票、戸

籍謄（抄）本、建物の登記事項証明書、法人の登記事項証明書で確認する。 
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⑵違反調査の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 違反調査の方法 

・ 実況見分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実況見分 

・ 実況見分調書の作成（防火対象物違反処理標準マニュアル、第４、３（Ｐ   

104）参照） 

① 実況見分 

ア 実況見分とは、違反事実の確認及び証拠保全のため、違反現場に出向し、

直接、違反の状態や物の存在を現認し、調査することをいう。 

イ 実況見分の経過及び確認した結果を文書として記載したものが、実況見分

調書である。 

ウ 実況見分調書の作成は、違反事実の確認を明らかにする場合や違反にかか

る証拠保全のために必要な場合行う。 

② 実況見分の事前準備 

ア 実況見分は、通常、見分者及び補助者で実施する。  

見分者は、実況見分全体を指揮するため、事前に違反事実について整理し、

何に見分の重点をおいたらよいか明確にしておく。 

イ 補助者の任務 

・見取り図の作成 

・写真撮影 

・距離や寸法の測定 

・証拠資料の収集 

ウ 主な使用器材 

・カメラ ・筆記用具 ・画板 ・方眼紙 ・メモ用紙 ・メジャー 

・方位磁石 ・時計 ・懐中電灯 

③ 実況見分実施時の留意事項 

ア 実況見分は法第 16条の５に規定する立入検査権などに基づき行うものと

する。 

イ 見分者は、現場を客観的に見分し、自己の先入観や過去の経験にとらわれ
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・ 写真撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 物証・書証の収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

ず、ありのままの現場を見分する。 

ウ 見分は、危険物施設の外周部から始め、次第に危険物施設内部の細部に対

して行う。 

エ 見分内容をわかりやすく、具体的にするために、図面や写真を有効に活用

する。 

 

写真撮影 

・ 違反の現場写真は、挙証又は認定資料として必要に応じて活用すべきである。 

① 写真は違反状態が客観的に明らかになるように撮影し、一の違反場所につい

て違反の状態が具体的に判別できる写真と全体の中で当該違反場所の位置が判

別できる写真とを撮影し、周囲と全体との関係を明らかにする。 

② 違反の場所が１回の撮影で写らない場合は、２枚以上の写真を貼り合わせる

等配慮する。 

③ 撮影者名、撮影位置、方向、撮影日時等を写真撮影位置図に記録する。 

④ 物件等の寸法を表示する必要がある場合は、メジャー等を用いて写しこむ。 

⑤ 撮影を拒否された場合は強行せず違反事実の現認（実況見分）及び質問調書

によって補完する。 

 

書証（住民票等）の収集 

・ 住民票、戸籍謄（抄）本の請求 

①  事前に区市町村役所の事務担当者に概要を電話連絡して手続を確認する。 

② 所定の申請用紙又は任意様式の申請書（依頼書）に、公用であること、謄本

又は抄本の区別、対象者の氏名・住所（戸籍謄本の場合は本籍地とし、筆頭者

が判明している場合は、その者の氏名を併記する。）、必要部数、郵送を希望す

る場合は送付先を明記し、申請する。 

・ 法人の登記事項証明書の請求 

①  事前に登記所の事務担当者に概要を電話連絡して手続を確認する。 
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⑶違反調査結果の

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 違反調査結果のまとめ 

違反処理担当者が、当該違反の覚知から報告

時までの調査結果をまとめ、全体像を把握し、

警告・命令等の一次措置の検討のため、「違反調

査報告書」により署長等へ報告する。 

改修（計画）報告書の提出を待って措置する

ことが適当でない事案、火災危険・人命危険が

あり緊急を要する事案については、調査結果を

口頭で報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 所定の申請用紙又は任意様式の申請書（依頼書）に、公用であること、法人

名、本店の所在地、必要部数、手数料については「登記手数料令第 19条により

免除」であることを記載し、申請する。 

・ 建物の登記事項証明書の請求 

①  登記所に行き、備えつけの公図又は索引簿で該当する建物の地番を確認する。 

② 事務担当者に公用で登記事項証明書の請求をしたい旨及びその理由を説明

し、当該建物の家屋番号を確認する。 

③ 所定の申請用紙又は任意様式の申請書（依頼書）に、公用であること、全部

事項又は一部事項の区別、建物の所在、家屋番号、手数料については「登記手

数料令第 19条により免除」であることを記載し、申請する。 

 

 

 

違反調査報告書 

・ 違反調査報告書は次のような目的のために作成されるものである。 

① 内部的報告資料 

② 命令に対する審査請求や行政訴訟又は民事訴訟となった場合の資料 

③ 告発の立証資料 

・ 違反調査報告書の作成（防火対象物違反処理標準マニュアル、第４、６（Ｐ

107）参照） 
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(1)警告の意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 違反処理の留保 

・ 当該違反の態様、危険性・緊急性、比例原

則との均衡などを検討した結果、その時点で

は、違反処理を留保する場合もある。 

 

・ 安全担保措置 

なお、留保した場合は、違反内容の危険性

に対応した安全対策措置を講じさせ、その事

実を記録しておく。 

 

４ 警告書の交付 

(1) 警告の意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

違反処理を留保する場合（例） 

① 都市計画等により、違反施設の取り壊し・移転等の工事が具体化している場

合で、違反の程度と比較衡量して、留保が妥当な場合。 

② 違反施設の所有権等の権利関係について係争中であり、違反処理の名宛人が

特定できない場合で違反の程度と比較衡量して、留保が妥当な場合。 

③ そのほか社会通念上違反処理を留保することが妥当な場合。 

 

 

警告の意義 

・ 警告とは、違反事実又は火災危険等が認められる事実について、危険物施設

の関係者に対し、当該違反の是正又は火災危険等の排除を促し、これに従わな

い場合、命令、告発等の法的措置をもって対処することの意思表示である。 

・ 警告は、命令の前段的措置として行うのが原則で、性質上行政指導にあたる。

したがって、警告自体には法的な強制力はない。 

 

 

 

 
違反の 

態様等により 
違反処理を留保する

ことが妥当 
な場合 

 

⑷違反処理の留保 

安全担保措置 

４ 警告 

(妥当でない場合) 

(妥当な場合) 
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(2)警告の要件の 

確認 

 

 

(3)警告書の作成 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 警告の要件の確認 

 

 

 

(3) 警告書の作成 

次の事項を記載する。 

 

・ 警告の主体 

 

 

 

・ 警告の客体 

 

 

 

・ 警告内容 

 

・ 履行期限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告の要件の確認 

・ 警告の要件は、警告が命令の前段措置として行われるものであるため、命令

要件と一致する。（命令要件一覧（Ｐ17）参照） 

 

警告書の作成 

 ・ 警告書の作成（防火対象物違反処理標準マニュアル、第４、７（Ｐ108）参照） 

 

警告の主体 

・ 警告は、行政指導としての事実行為であるから、警告の主体には限定がない

が、行政上の実効を期する意味から、命令の主体である市町村長等が行うのが

適当である。 

警告の客体 

・ 警告は、当該警告事項について履行義務のある者を名宛人とする。 

また、警告しようとする内容に関して履行義務者が複数のときは、それぞれ

の義務者宛て個別に警告する。 

警告内容 

・ 実現不可能であったり、不明確であったりしてはならない。 

履行期限 

・ 警告の履行期限は、個々の違反事項について通常（社会通念上）是正可能と

認められる客観的所要日数と公益上（火災予防上）の必要性との衡量において

妥当と認められるものでなくてはならない。 

なお、履行期限の具体例については、違反処理基準（Ｐ43）参照。 
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(4)警告書の交付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 警告書の交付 

・ 名宛人に直接交付し、受領書を求める。 

・ 名宛人に直接交付できない場合は下記のい

ずれかの方法による。 

① 名宛人の住所、居所、営業所又は事務所等

において名宛人が不在の場合は、名宛人と相

当の関係のある者（名宛人の従業者若しくは

配偶者又は危険物保安監督者等）が警告書の

交付を受けることを拒まないときは、これら

の者に警告書を交付することができる。この

場合、交付した者に受領書を求める。 

② 直接交付ができない場合で、名宛人に異議

がないときは、就業場所にその書類を置いて

おくことでかえることができる。この場合、

後日、名宛人から受領書を求める。 

③ 配達証明郵便（必要に応じて配達証明付き

内容証明郵便）により送達する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配達証明付き内容証明郵便 

配達証明は郵便物が配達された事実を証明し、内容証明は郵便物の内容とそれ

が差し出されたことを証明する。内容証明は、文書に確定日付を与える効力があ

ることから法律的に重要な意思表示をする場合の文書に利用される。 

不利益処分を前提とした警告等の違反処理に関する文書を発送する場合は、配

達証明と内容証明を併用する。 

内容証明の作成要領は次のとおり。 

・ ３部（郵便局保管用謄本、送付用文書、差出人保管用謄本）作成する。 

・ 用紙の大きさに規定はなく、罫線やマス目が引かれている必要もない。 

・ 用紙１枚あたりの文字数には制限があり、20文字×26行以内とする。 

・ 横書きで作成する場合は、13文字×40行以内又は 26文字×20行以内とする。 

・ 用紙が２枚以上になる場合には、１冊に綴じその綴じ目に契印（３部すべて）
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(5) 履行期限の到来 

・ 警告を行った後は、履行期限まで静観する

ことなく、受命者の是正意思の後退又は中断

のないように終始一貫した追跡指導を行う。 

・ 履行期限が到来したら、確認調査を実施す 

る。 

(6) 確認調査 

・ 履行状況の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をする。 

・ 公印は、正本〈送付用〉のみにすればよく、他の２部は正本の写しでもよい。 

・ 謄本には、「文書差出人」及び「文書受取人」の住所・氏名を末尾余白に付記

するが、その住所・氏名が文書の内容に記載されたものと同一であるときは、

これを省略することができる。 

・ 付記については、文字数に算入されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)履行期限の到

来 

(6)確認調査 

 是正の 
状況 

 

 

違反処理終了 

（是正） 

(未是正) 
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５ 命令等の事前手続（聴聞・弁明の機会の付与） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴聞・弁明の機会の付与 

行政庁が法令に基づき、特定の者を名宛人として義務を課したり、権利を制限

する不利益処分を行う場合には、行政手続法の適用を受け、処分を受ける者に対

して聴聞又は弁明の機会を与え、この手続を経た後でなければ処分を行うことは

できない。 

命令は不利益処分に該当するが、行政手続法第 13条第２項に掲げる場合には、

不利益処分の内容により、聴聞・弁明の機会を要しないとする規定があり、違反

是正の措置の中で行われる不利益処分の多くはこれに該当する。 

※ 命令の事前手続が不要な場合（行政手続法第 13条第２項） 

① 公益上、緊急に不利益処分をする必要があるため、意見陳述のための手続（聴

聞・弁明の機会の付与）を執ることができないとき。 

② 法令上必要とされる資格がなかったこと又は失われるに至ったことが判明し

た場合に必ずすることとされている不利益処分であって、その資格の不存在又

は喪失の事実が裁判所の判決書又は決定書、一定の職に就いたことを証する当

該任命権者の書類その他の客観的な資料により直接証明されたものをしようと

するとき。 

③ 施設若しくは設備の設置、維持若しくは管理又は物の製造、販売その他の取

扱いについて遵守すべき事項が法令において技術的な基準をもって明確にされ

ている場合において、専ら当該基準が充足されていないことを理由として当該

基準に従うべきことを命ずる不利益処分であってその不充足の事実が計測、実

験その他客観的な認定方法によって確認されたものをしようとするとき。 

④ 納付すべき金銭の額を確定し、一定の額の金銭の納付を命じ、又は金銭の給

付決定の取消しその他の金銭の給付を制限する不利益処分をしようとすると

き。 

⑤ 当該不利益処分の性質上、それによって課される義務の内容が著しく軽微な

ものであるため名宛人となるべき者の意見をあらかじめ聴くことを要しないも

のとして、行政手続法施行令第２条第１項に定められている次の処分をしよう

５ 命令の事前

手続 

 事前手続
が必要か 

 

 

(不 要)  (必 要) 
使用停止命令

等公益上緊急

に不利益処分

をする必要が

ある場合等は、

聴聞、弁明の手

続が不要とな

る。（※） 

(弁明) 
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・ 聴聞の機会が付与される不利益処分（行政

手続法第 13 条第１項第１号） 

  法第 12 条の２第１項、第 13条の２第５項、

第 13条の 24に基づく許可、資格の取消し。 

 

・ 弁明の機会が付与される不利益処分（行政

手続法第 13 条第１項第２号）  

   法第 12条の２第１項及び第２項、第 14条

の２第３項に基づく命令。ただし、行政手続

法第 13条第２項第１号の規定により適用除外

となり弁明手続が実施されないことがある。 

 

(1) 聴聞の事務手続  

・ 聴聞主宰者の指定（行政手続法第 19条） 

  聴聞は、行政庁が指名する職員が主宰する。 

・ 聴聞開催の通知（行政手続法第 15条） 

   聴聞を行うべき期日までに相当な期間をお

いて、不利益処分の名宛人となるべき者に対

し、「聴聞通知書」により通知する。 

とするとき。 

・ 法令の規程により交付した証明書類（旅券、運転免許証、国民健康保険証等）

の記載事項を訂正するためにその提出を命じる処分及び訂正に代えて新たな証

明書類を交付するために既に交付した証明書類の返納を命じる処分 

・ 法令の規程に従い、届出に際して提出が義務付けられている書類が法令に定

められた要件に適合することとなるように訂正する処分 

 

 

聴聞 

聴聞は、不利益処分を受ける者に、口頭による意見陳述や質問の機会などを与

え、処分を受ける者と行政庁側のやりとりを経て、事実判断を行う手続である。 

 

 

弁明  

弁明は、不利益処分を受ける者に、原則として書面による意見陳述の機会を与

え、処分についての判断を行う手続である（行政庁が認めた場合は口頭で行うこ

ともできる。）。 

 

 

 

 

 

 

聴聞開催の通知 

・ 通知内容は次のとおり。 

   不利益処分の内容及び根拠となる法令の条項 

   不利益処分の原因となる事実 

○聴聞の実施 
○聴聞調書の

作成 
○報告書の作

成 
○処分の決定 

○聴聞主宰者

の指定 
○聴聞開催の

通知 
○当事者に対

する対応 

(1)聴 聞 
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・ 当事者に対する対応（行政手続法第 16，17，

18，20，21 条） 

   当事者の権利である、陳述書、証拠書類等

の提出、証拠資料の閲覧、代理人・参加人申

請等に対する速やかな対応を行う。 

・ 聴聞の実施（行政手続法第 20，22，23，25 

条） 

  当事者が正当な理由なく欠席した場合は、

聴聞を行ったものとして処理できる。 

 

 

 

・ 聴聞調書の作成（行政手続法第 24条） 

 

 

 

 

 

・ 報告書の作成（行政手続法第 24条） 

 

 

 

 

・ 処分の決定（行政手続法第 26条） 

  行政庁は、聴聞調書の内容と報告書に記載

された主宰者の意見を十分参酌した上、処分

を決定する。 

   聴聞の期日及び場所 

   聴聞に関する事務を所掌する組織の名称及び所在地 

・ 教示しなければならない事項 

① 聴聞の期日に出頭して意見を述べ、証拠書類等を提出し又は、聴聞の期日へ

の出頭に代えて陳述書及び証拠書類等を提出することができること。 

② 聴聞が終結するまでの間、当該不利益処分の原因となる事実を証する資料の

閲覧を求めることができること。 

・ 名宛人の所在が判明しない場合 

行政手続法第 15条第３項の規定に基づき、公示送達の方法により行い、公示

場所は消防署等とし、掲示開始から２週間を経過した時点で通知が到達したも

のとみなす。 

 

聴聞調書の作成 

・ 聴聞調書は聴聞主宰者が作成する。 

・ 聴聞調書は聴聞の審理の経過を記載した調書であり、不利益処分の原因とな

る事実に対する当事者及び参加人の陳述の要旨を明らかにしておく。 

・ 当事者等から提出された証拠書類等を添付する。 

 

報告書の作成 

・ 報告書は聴聞主宰者が作成する。 

・ 不利益処分の原因となる事実に対する当事者等の主張に理由があるかどうか 

についての意見を記載する。 

・ 聴聞調書とともに行政庁に提出する。 
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(2) 弁明の機会の付与の事務手続 

・ 弁明の機会の付与の通知（行政手続法第 30 

条） 

   弁明書の提出期限までに相当な期間をおい

て不利益処分の名宛人となるべき者に対し、

「弁明の機会の付与通知書」により通知する。 

・ 弁明書の受理 

・ 弁明書の提出ではなく口頭による弁明を行

った場合は、弁明調書を作成する。 

   弁明調書は、署名及び押印を求める。 

・ 不利益処分の決定 

① 弁明手続終了後、弁明の内容を十分に参酌

して処分を決定する。 

② 正当な理由なく弁明書が提出されなかった

場合には、事務処理を進め処分を決定する。 

 

 

 

(3) 命令等の中止 

・ 聴聞、弁明の結果、命令等を行うことが妥

当でないことが判明した場合は、命令等を中

止する。 

 

 

 

 

 

 

弁明の機会の付与の通知 

・ 通知書の内容は次のとおり。 

   不利益処分の内容及び根拠となる法令の条項 

   不利益処分の原因となる事実 

   弁明書の提出先及び提出期限（口頭による弁明の機会の付与を行う場合には、

その旨並びに出頭すべき日時及び場所） 

・ 弁明書の提出期限までの相当な期間 

   通常１週間から 10日程度 

・ 名宛人の所在が判明しない場合 

聴聞の場合と同様の処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

命令等を行うことが妥当でない場合とは 

警察比例の原則（行政法学上の警察権の発動について、その手段・態様は除去

されるべき障害の大きさに比例しなければならず、選択可能な措置の内必要最小

限度にとどまらなくてはならないとする原則）に反した妥当性のない命令をいう。 

 

 

 

 

○弁明の機会

の付与の 
通知 

○弁明書の 
受理 

○弁明調書の

作成 
○処分の決定 

(2)弁 明 

 命令の 
妥当性の
有無 

 

 (3)命令の中止 

(なし) 

(あり) 

許可の取消し 
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(1)命令の意義 

 

 

 

 

 

(2)命令書の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)命令の要件の 

確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 命令書の交付 

(1) 命令の意義 

 

 

 

 

 

(2) 命令書の作成 

次の事項を記載する。 

・ 命令の主体 

・ 命令の客体 

・ 命令内容 

・ 命令（不利益処分） の理由 

・ 履行期限 

・ 教示 

・ 命令書の交付 

 

(3) 命令の要件の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命令の意義 

消防法上の命令は、行政庁としての市町村長、消防長又は消防署長などの命令

権者が、消防法上の命令規定に基づき、公権力の行使として、特定の者（主とし

て関係者）に対し、具体的な火災危険の排除や消防法令違反等の是正について、

義務を課す意思表示であり、通常、罰則の裏付けによって、間接的にその履行を

強制している。 

命令書の作成 

命令書の作成（防火対象物違反処理標準マニュアル、第４、８（Ｐ109）参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

命令要件一覧 

命令条文 
命令の 
主体 

命令要件 名宛人 
命令違反に対す

る罰則 

法第 11 条の５第

１項 

危険物の貯蔵・取

扱基準遵守命令 

（移動タンク貯

蔵所以外） 

市町村長

等 

製造所・貯蔵所（移動タン

ク貯蔵所を除く。）又は取扱

所においてする危険物の貯

蔵又は取扱いが法第 10条第

３項で定める技術上の基準

に違反していると認めると

き 

当該製造所、

貯蔵所又は取

扱 所 の 所 有

者、管理者又

は占有者 

直接の罰則規定

はなし（法第 12

条の２第２項の

命 令 要 件 と な

る。） 

 

６ 命 令 
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命令条文 
命令の 
主体 

命令要件 名宛人 
命令違反に対す

る罰則 
法第 11 条の５第

２項 

危険物の貯蔵・取 

扱基準遵守命令 

（移動タンク貯

蔵所に限る。） 

市町村長 

管轄する区域にある移動タ

ンク貯蔵所について、危険

物の貯蔵又は取扱いが法第

10 条第３項に定める技術上

の基準に違反していると認

められるとき 

当該移動タン

ク貯蔵所の所

有者、管理者

又は占有者 

直接の罰則規定

はなし（法第 12

条の２第２項の

命 令 要 件 と な

る。） 

法第 12条第２項 

製造所等の位置、

構造及び設備の

基準適合命令 

市町村長

等 

製造所、貯蔵所又は取扱所

の位置、構造及び設備が法

第 10条第４項で定める技術

上の基準に違反していると

認めるとき 

製造所、貯蔵

所又は取扱所

の所有者、管

理者又は占有

者で権原を有

する者 

直接の罰則規定

はなし（法第 12

条の２第１項の

命 令 要 件 と な

る。） 

法第 12 条の２第

１項 

製造所等の許可

の取消し又は使

用停止命令 

市町村長

等 

製造所、貯蔵所又は取扱所

の所有者、管理者又は占有

者が次の各号に該当すると

き 

１ 法第 11条第１項後段の

規定による許可を受けな

いで、製造所、貯蔵所又

は取扱所の位置、構造又

は設備を変更したとき 

２ 法第 11条第５項の規定

に違反して、製造所、貯

蔵所又は取扱所を使用し

たとき 

３ 法第 12条第２項の規定

による命令に違反したと

き 

４ 法第 14条の３第１項又

は第２項の規定に違反し

たとき 

製造所、貯蔵

所又は取扱所

の所有者、管

理者又は占有

者 

６月以下の懲役

又は 50 万円以下

の罰金（法第 42

条第１項第３号） 

（両罰：本条の罰

金第 45 条第３

項） 
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命令条文 
命令の 
主体 

命令要件 名宛人 
命令違反に対す

る罰則 

法第 12 条の２第

２項 

製造所等の使用

停止命令 

市町村長

等 

製造所、貯蔵所又は取扱所

の所有者、管理者又は占有

者が次の各号に該当すると

き 

１ 法第 11 条の５第１項又

は第２項の規定による命

令に違反したとき 

２ 法第 12 条の７第１項の

規定に違反したとき 

３ 法第 13 条第１項の規定

に違反したとき 

４ 法第 13条の 24の規定に

よる命令に違反したとき 

製造所、貯蔵

所又は取扱所

の所有者、管

理者又は占有

者 

６月以下の懲役

又は 50 万円以下

の罰金（法第 42

条第１項第３号） 

（両罰：本条の罰

金第 45 条第３

項） 

法第 12 条の３第

１項 

製造所等の緊急

使用停止命令 

市町村長

等 

公共の安全の維持又は災害

の発生防止のため緊急の必

要があると認めるとき 

製造所、貯蔵

所又は取扱所

の所有者、管

理者又は占有

者 

６月以下の懲役

又は 50 万円以下

の罰金（法第 42

条第１項第３号

の２） 

（両罰：本条の罰

金第 45 条第３

項） 

法第 13 条の２第

５項 

危険物取扱者免

状の返納命令 

都道府県

知事 

危険物取扱者がこの法律又

はこの法律に基づく命令の

規定に違反しているとき 

危険物取扱者 

30 万円以下の罰

金又は拘留（法第

44条第７号） 
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命令条文 
命令の 
主体 

命令要件 名宛人 
命令違反に対す

る罰則 

法第 13 条の 24

第１項 

危険物保安統括

管理者又は危険

物保安監督者の

解任命令 

市町村長

等 

危険物保安統括管理者若し

くは危険物保安監督者がこ

の法律若しくはこの法律に

基づく命令（消防法の委任

に基づく政令等下位法令を

いう。）の規定に違反したと

き、又はこれらの者にその

業務を行わせることが公共

の安全の維持若しくは災害

の発生の防止に支障を及ぼ

す恐れがあるとき 

製造所、貯蔵

所又は取扱所

の所有者、管

理者又は占有

者 

直接の罰則規定

はなし（法第 12

条の２第２項の

命 令 要 件 と な

る。） 

法第 14 条の２

第３項 

予防規程変更命

令 

市町村長

等 

火災の予防のため必要があ

るとき 

製造所、貯蔵

所又は取扱所

の所有者、管

理者又は占有

者 

６月以下の懲役

又は 50 万円以下

の罰金（法第 42

条第１項第  ６

号） 

（両罰：本条の罰

金第 45 条第３

項） 

法第 16 条の３第

３項・第４項 

危険物施設につ

いての応急措置

命令 

市町村長

等 

製造所、貯蔵所又は取扱所

の所有者、管理者又は占有

者が法第 16条の３第１項の

応急の措置を講じていない

と認めるとき 

製造所、貯蔵

所又は取扱所

の所有者、管

理者又は占有

者 

６月以下の懲役

又は 50 万円以下

の罰金（法第 42

条第 1 項第６号

の２） 

（両罰：本条の罰

金第 45 条第３

項） 

法第 16 条の５ 

資料提出命令、報

告徴収命令 

市町村長

等 

火災の予防のため必要があ

るとき 

貯蔵所等の所

有者、管理者

若しくは占有

者 

30 万円以下の罰

金又は拘留（法第

44条第２号） 
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(4)命令書の交付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 命令書の交付 

・ 名宛人に直接交付し、受領書を求める。 

なお、口頭による場合は、原則として、事

後に命令書を交付し、受領書を求める。（こ

の場合の命令書の日付は、当該命令を発動し

た日付とする。） 

・ 手交できない場合は、下記のいずれかの方

法による。 

① 名宛人の住所、居所、営業所又は事務所等

において名宛人が不在の場合は、名宛人と相

当の関係のある者（名宛人の従業者若しくは

配偶者又は危険物保安監督者等）が命令書の

交付を受けることを拒まないときは、これら

の者に命令書を交付することができる。この

場合、交付した者に受領書を求める。 

② 直接交付ができない場合で、名宛人に異議

がないときは、就業場所にその書類を置いて

 

命令条文 
命令の 
主体 

命令要件 名宛人 
命令違反に対す

る罰則 

法第 16 条の６ 

無許可貯蔵等の

危険物に対する

措置命令 

市町村長

等 

指定数量以上の危険物を無

許可で貯蔵し又は取り扱っ

ている者に対して、当該貯

蔵又は取扱いに係る危険物

の除去その他危険物による

災害防止のため必要がある

とき 

無許可で危険

物を貯蔵し、

又は取り扱っ

た者（当該行

為をさせた者

等を含む。） 

法第 16 条の６第

２項に基づき代

執行へ移行 

 

命令書の交付 

・ 消防法上の命令は、要式行為ではないから、法的には口頭（口頭命令）であ

ろうと文書（文書命令）であろうと、その形式は問わない。しかし、実務上は、

命令内容を受命者に明確に示すことによって、後日、命令の存否や内容等につ

いて無用なトラブルを避けるためにも、また、命令違反を告発する場合の挙証

資料とするためにも、緊急やむを得ない場合以外は、文書命令の形をとるべき

である。 

・ 口頭命令を行った場合は、後日、同命令と同一日付及び同一内容の命令書を

交付しておくものとする。口頭命令が有効に成立している以上、あらためて命

令書を交付することは、法律上必要とされているわけではないが、命令発動の

事実や命令違反の事実などの挙証手段として実務上要請されるものである。 

・ 命令の効力の発生時期は、命令が受領者に到達したときで、社会通念上一般

に了知することができる客観的状況に置かれたときである。このことから、直

接手交できない場合は、後日の到達の有無の争いを避けるため、配達証明及び

内容証明郵便により送達する。 
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おくことでかえることができる。この場合、

後日、名宛人から受領書を求める。 

③ 配達証明付き内容証明郵便により送達する。 

 

(5) 命令を行ったときの標識等による公示 

・ 公示が必要な命令 

法第 11 条の５第１項及び第２項、第 12条

第２項、第 12条の２第１項及び第２項、第 12

条の３第１項、第 13条の 24第１項、第 14条

の２第３項、第 16条の３第３項及び第４項、

第 16条の６第１項の命令 

・ 公示の期間 

命令を行ったときは、速やかに公示し、命令

事項が履行された時等、命令が効力を失うまで

の間、維持する必要がある。 

 

・ 公示の方法 

公示の方法は、標識の設置、官報又は市町村

公報への掲載その他総務省令に基づき市町村

長等が定める方法によるものとし、標識は当該

危険物施設に出入りする人々が見えやすい場

所に設置する。 

（市町村長等の定める方法の例） 

・ 当該市町村等の事務所に掲示 

 

 

 

 

 

 

公示 

命令を行ったときは、違反状態が継続している間、標識の設置や公報への掲載

などにより、措置命令の内容などの周知を図る。 

※ 公示制度の法的趣旨 

危険物施設について命令を行ったときの公示は、危険物施設に火災予防上の危

険があることや、消防法令違反があり、市町村長等によって措置命令が発せられ

て、履行される前の状態にあることを周知することで、当該危険物施設の利用者

や近隣の防火対象物の関係者等の第三者が、不測の損害を被ることを防ぐために

必要な措置を講じることが可能になるようにするものである。 

なお、発せられた命令が即時に履行された場合には、公示の必要はない。 

 

 

公示の方法 

公示方法の選択については、個々の違反の態様と程度に照らし、違反の程度が

重大なものなどについては標識を設置するなど、適切な方法を選択する。 

 

 

設置 

標識の設置に際して、標識を設置する場所について権原を有している当該危険

物施設の関係者や当該危険物施設のある場所の所有者、管理者又は占有者が、受

命者である当該危険物施設の関係者と異なる場合であっても、受命者と一定の関

係が認められることから、標識の設置の受忍義務を負うと考えられる。この場合

(5)標識等によ

る公示 
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・ 当該市町村等のホームページへの掲載 

※ ホームページに掲載する場合は、他の方

法と併せて行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

においても、標識を設置することで公示により周知されるべき第三者が得られる

利益と、標識の設置により当該標識の設置場所について権原を有している者が被

る損害を比較衡量したうえで、妥当な場所に設置されることが必要である。（設

置場所の例：当該事業所の正門、受付等の存する建屋の入口付近その他の第三者

の目に触れやすい場所。移動タンク貯蔵所にあっては、車両の前後又は側面の見

やすい箇所。） 

 

※ 標識を損壊した場合等 

設置された標識を損壊した者には、公用文書等毀棄罪又は軽犯罪法が、暴行又

は脅迫を加えて標識の設置を拒み又は妨げた者には公務執行妨害罪が適用される

可能性があるので、行為者に対しては告訴・告発で対応する。 

 

ホームページ 

標識の設置等に併せて、当該防火対象物を利用しようとする者等にもその情報

を周知するため、必要に応じ、消防本部のホームページを活用した情報公開を行

うものとする。 
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是正の 

状況 

 

       

 

 

 (6) 公示の撤去 

命令事項の履行によって命令の効力が消滅

した場合、又は一部の違反事項が是正され、又

は代替措置等が講じられたことにより、火災危

険の程度と命令内容が均衡を欠き、当該命令の

効力を継続させることが不適切となった場合

（命令を解除する場合）に公示の撤去を行う。 

 

 

 

(7) 履行期限の到来 

・ 命令を行った後は、履行期限まで静観する

ことなく、受命者の是正意思の後退又は中断

のないように終始一貫した追跡指導を行う。 

・ 履行期限が到来したら、確認調査を実施す

る。 

(8) 確認調査 

・ 履行状況の確認。 

 

 

(9) 公示の撤去 

命令事項の履行等によって命令の効力が消

滅した場合には、公示の撤去を行う。 

 

(10) 使用再開 

 

 

命令の効力の消滅 

命令は、命令事項の履行、命令期間の終了又はその取消し、撤回、若しくは命

令対象の消滅などの事由により、効力が消滅する。 

 

 

命令を解除する場合 

公報への掲載により公示を行った場合は、命令を解除する旨の文書を受命者に

対して交付してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命令の効力の消滅 

命令は、命令事項の履行、命令の撤回取消、命令対象の消滅などの事由により、

効力が消滅する。 

 

 

(6)公示の

撤去 

(7)履行期限の

到来 

(8)確認調査 

(是正) 

公示の撤去 

使用再開 (未是正) 
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７ 許可の取消し 

(1) 許可の取消しの意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許可の取消しの意義 

・ 危険物施設の許可の取消しについて明確化を図り、違反処理の公平適正化を

進めるため、法第 12条の２第１項においては、同項各号に掲げる法令について

市町村長等が危険物施設の許可を取り消すことができる旨規定されている。本

項は、危険物施設の許可が対物許可という法的性格をもつことから、危険物施

設の位置、構造及び設備の技術上の基準に着目して、この基準が維持されてい

ない場合又は維持されているかどうか確認できない場合に許可を取り消すこと

ができるとされている。 

・ 危険物施設の許可の取消しは、行政行為の「撤回」に該当するものである。

したがって、法第 12条の２第１項によるほか、講学上の「行政行為の撤回」の

理論に基づき、許可の取消しを行う余地は残されていると解される。命令は、

命令事項の履行、命令期間の終了又はその取消し、撤回、若しくは命令対象の

消滅などの事由により、効力が消滅する。 

 

 

９ 代執行へ 
  （Ｐ39へ） 

代執行の要

件に該当す

る場合 

取消要件に 
該当する場合 

事前手続 

７ 許可の取

消し 

(1)許可の取消

しの意義 
(2)許可の取消

しの要件 
(3)事前手続 
(4)許可取消書

の作成 
(5)許可取消書

の交付 

告発要件に 
該当する場合 
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(1)告発の検討 

 

 

 

 

 

 

(2) 許可の取消しの要件 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 事前手続 

(4) 許可取消書の作成 

(5) 許可取消書の交付 

 

 

８ 告発 

 

 

 

 

 

(1) 告発の検討 

 

 

 

 

 

 

許可の取消しの要件 

 ・ 危険物施設の許可取消しの要件は、次のとおりである。（法第 12条の２第１

項。「命令要件一覧」（Ｐ17）参照）。 

① 許可を受けないで危険物施設の位置、構造及び設備を変更したとき 

② 完成検査の前に、危険物施設を使用したとき 

③ 危険物施設の位置、構造及び設備に係る措置命令に違反したとき 

④ 保安検査に関する規定に違反したとき 

⑤ 定期点検に関する規定に違反したとき 

・  許可の取消しは、関係者の既得権益を剥離するものでもあるので、その権限

行使に当たっては、裁量権の濫用にわたることのないよう適切な行使に努める

必要がある（許可の取消しに至る一般的な流れについては、違反処理基準（P.

４３）参照）。 

 

※ 告発の意義 

告発は、告訴権者（犯罪による被害者等）及び違反者（犯人）以外の第三者が、

捜査機関（警察又は検察）に対し、違反事実（消防法令違反）を申告して、処罰

を求める意思表示である。 

 

 

告発の検討 

刑事訴訟法第 239条第２項は「官吏又は公吏は、その職務を行うことにより犯

罪があると思料するときは、告発をしなければならない。」と規定し、公務員の

告発義務について定めている。 

ただし、この告発義務については、当該公務員の職務上正当と考えられる程度

の裁量まで禁止するものではないとされる。 

 

８ 告 発 
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・ 命令違反等の罰則規定に違反した事実があ

り、告発をもって措置すべきと認められる事

案については、告発を前提とした違反調査を

開始する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

告発をもって措置すべきと認められる事案（例） 

① 命令違反を前提とする罰則規定に関する事案 

・ 危険物施設の使用停止命令違反（法第 12条の２第１項及び第２項） 

・ 危険物施設の緊急使用停止命令違反（法第 12条の３第１項） 

・ 危険物施設における事故時の応急措置命令違反（法第 16条の３第３項及び

第４項） 

・ 無許可貯蔵・取扱いの危険物に対する措置命令違反（法第 16条の６） 

② 規定違反に対する直接の罰則規定に関する事案 

・ 危険物の無許可貯蔵・取扱い（法第 10条第１項違反）に伴い、火災・漏え

い事故が発生するなどして、大きな人的・物的被害が生じた場合又はそのお

それのある場合 

・ 危険物の無許可・貯蔵・取扱い（法第 10条第１項違反）の繰り返し 

・ 危険物の貯蔵・取扱基準違反（法第 10条第３項違反）に伴い火災・漏えい

事故が発生するなどして、大きな人的・物的被害が生じた場合 

・ 保安監督業務不履行（法第 13条第１項違反）又は無資格者による危険物取

扱い（法第 13条第３項違反）の繰り返しなど違反内容が悪質な場合 

・ 危険物移送中の危険物取扱者乗車義務違反（法第 16条の２第１項違反）の

繰り返しなど違反内容が悪質な場合 

・ 立入検査の拒否（法第 16条の５第１項違反）の繰り返し 

・ 危険物施設から外部に危険物が漏えいし、火災の危険を生じさせるととも

に公共の危険が生じた場合（法第 39条の２、法第 39条の３） 

・ その他違反内容が悪質なもの 
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(2)告発のための

違反調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 告発のための違反調査 

・ 調査内容 

① 違反事実の特定 

ア 違反者の氏名、本籍、住所、職業、

生年月日（法人の場合は、商号、本店

所在地、代表者の職名・住所・氏名） 

イ 違反発生日時 

ウ 違反発生場所 

エ 違反対象物の用途、規模、構造等 

オ 違反内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

告発のための違反調査 

「３ 違反調査の実施」の項目における違反調査は刑罰を科すことも前提として

要領を示したもので、ここでいう違反については刑法総則の適用を考慮する必要が

ある。 

刑法上、犯罪（違反）とは構成要件に該当する、違法、有責の行為であり、成立

には、行為が構成要件に該当しているだけでなく、違法であること（違法性）と有

責であること（有責性）が必要である。 

なお、立入検査の際の違反指摘等は、構成要件に該当すれば足りると考えられ 

る。 

・ 構成要件 

法条文には、犯罪（違反）を構成する要件である主体、行為、客体等が明確に

記されており、これを構成要件という。 

構成要件に該当すると、違法性と有責性の存在が推定され違反の成立が推定さ

れる。 

違反調査においては、適用違反条項の構成要件を充足しているかの確認と、命

令を発動する場合の当該命令条文の構成要件についても確認する。 

・ 違法性 

違法性とは、行為が法律上許されないものであることを意味する。 

構成要件に該当する行為でも、その行為が正当行為（刑法第 35条）、正当防

衛（刑法第 36条）、緊急避難（刑法第 37条）等の違法性阻却事由に該当すれば、

違法性が否定され犯罪は成立しない。 

・ 有責性 

有責性とは、構成要件に該当する違法な行為をしたことについてその行為者が

非難を受けるに値することをいう。 

構成要件に該当する違法な行為をしたとしても、その行為者が善悪を弁別す
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カ 適用法条（両罰規定の適用の有無） 

 

 

キ 指導経過 

る能力（責任能力）を持たない場合、有責性は否定若しくは軽減されることと

なる。 

① 心神喪失者、心神耗弱者（刑法第 39条） 

② 刑事未成年者（刑法第 41条） 

14歳未満の者をいい、この者の行為は罰せられない。 

・ 故意・過失について 

故意・過失は、構成要件、有責性両方の要素で、違反者の質問調書等の録取

において明らかにすべき核心的要素である。 

① 故意 

故意とは、行為者が犯罪事実を認識することをいい、故意のない行為は罰

することができない。 

故意があるというためには、事実の認識のほかに、違法性の認識（意識）

（法で禁止されていることの認識）を必要とするかについては学説、判例等

により見解が分かれるところであるが、告発等においては、違法性の認識の

立証を目指し、これができない場合でも、行為者が違反行為自体の危険性を

認識していたことの立証に配慮する。 

② 過失 

過失とは、行為者の不注意（一般普通人としての）によって犯罪の事実の

発生を認識しなかったことを意味する。 

過失は、例外的に過失犯を処罰する規定のあった場合に限って罰せられる。

（刑法第 38条第１項ただし書き） 

 

両罰規定の適用の有無 

両罰規定を適用し、法人等事業主の監督責任を問う場合には、法人等の事業に

関して違反行為が行われたことを供述等により特定する。 
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ク 共犯者の有無 

 

 

 

ケ その他違反事実の特定に必要な事項 

② 違反の情状の認定 

ア 違反の目的、動機 

イ 繰り返し違反の状況 

ウ 違法性の認識 

エ 危険性の認識 

オ 災害の発生状況 

カ 業務経歴等 

キ その他違反の情状の認定に必要な事   

 項 

③ 社会、公共への影響 

 

・ 違反調査の方法 

ア 違反者等からの違反事実にかかわる事情

の聴取及び録取 

イ 違反事案に係る実況見分及び写真撮影 

ウ 物証、書証の収集 

エ その他 

  

 

 

 

共犯者の有無 

違反者が上司の指示によって違反行為を行ったなど、違反について複数の者が

関与している場合、意思の連絡や行為の分担の内容によって共犯が成立するか確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事情の聴取及び録取 

・ 質問調書の作成 

① 質問調書の作成 

質問調書は、供述内容が命令執行上重要な証拠となると認めた場合、告発

を行う場合、違反者を特定し、違反事実や情状等を明らかにする必要がある

場合に、その裏付けとして作成する。 

② 録取場所 

ア 原則として立入検査において実施する。（法第 16条の５を根拠） 

イ 立入検査以外の場所においては、相手の任意の同意を得た場合において
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可能である。 

③ 質問事項 

（違反者に対するもの） 

ア 被質問者の地位、職務内容、経歴等 

イ 違反の構成要件事実 

（例）法第 12条命令違反の場合 

法第 10条第４項違反の事実、命令権者から命令を受けた事実、命令の

内容、命令不履行の事実。 

ウ 違反に至った経過 

エ 違反事実の認識 

オ 違反に伴う危険性の認識 

カ 違反を是正しない理由 

キ 違反を行ったことについての反省 

ク その他必要と認める事項 

（法人の関係者に対するもの（両罰規定適用の場合）） 

ア 業務内容 

イ 関係者の地位及び職務内容 

ウ 業務内容と違反との関係 

エ 違反と監督責任 

オ その他必要と認める事項 

（第三者に対するもの） 

ア 違反者との関係 

イ 違反の状況 

ウ 危険性の認識 

エ その他必要と認める事項 
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消防法罰則規定一覧（危険物施設） 

※網掛けは、直罰規定（規定違反に対する直接の

罰則規定） 

法条文 処罰される者 罰則 

第 39条

の２ 

・製造所等における危険

物の流出等による火災

の危険（ただし、公共

の危険の発生が必要）

を発生（故意）させた

者 

３年以下の

懲役又は 300

万円以下の

罰金 

・上記により致死傷を発

生させた者 

７年以下の

懲役又は 500

万円以下の

罰金 

 

 

・ 留意事項 

① 基本的人権の保障（憲法第 11条） 

② 不利益な供述の強要の禁止、自白の証拠能力の制限（憲法第 38条） 

ア 何人も自己に不利益な供述を強要されない 

イ 強制、拷問若しくは脅迫による自白又は不当に長く拘留若しくは拘禁され

た後の自白は、これを証拠とすることができない。 

ウ 何人も自己に不利益な唯一の証拠が自白である場合には、有罪とされ、又

は、刑罰を科せられない。 

エ 証拠裁判主義（刑訴法第 317条＝事実の認定は、証拠による。） 

オ 自由心証主義（刑訴法第 318条＝証拠の証明力は、裁判官の自由な判断に

委ねる。） 
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法条文 処罰される者 罰則 

第 39条

の３ 

・製造所等における危険

物の流出等による火災

の危険（ただし、公共

の危険の発生が必要）

を発生（過失）させた

者 

２年以下の

懲役又は 200

万円以下の

罰金 

・上記により致死傷を発

生させた者 

５年以下の

懲役又は 300

万円以下の

罰金 

第 41条 

・製造所等以外における

指定数量以上の危険物

の貯蔵・取扱いをした

者【第 10条第１項】 

１年以下の

懲役又は 100

万円以下の

罰金 

第 42条 

・製造所等の設置、位置、

構造又は設備を変更す

る際に許可を受ける義 

務【第 11条第１項】に

違反した者 

６月以下の

懲役又は 50

万円以下の

罰金 

・製造所等の完成検査前

使用をした者【第 11条

第 5 項】 

・製造所等の使用停止命

令【第 12条の２第１項

又は第２項】に違反し

た者 

・製造所等の緊急使用停

止命令又は処分【第 12

条の３】に違反した者 
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法条文 処罰される者 罰則 

第 42条 

・危険物保安監督者の選

任義務【第13条第１項】

に違反して危険物保安

監督者を定めないで事

業を行った者 

６月以下の

懲役又は 50

万円以下の

罰金 

・製造所等における危険

物取扱者以外の者が危

険物を取扱う場合の危

険物取扱者の立会い義

務 【第 13 条第３項】

に違反した者 

・予防規程の作成認可の

規定【第 14条の２第１

項】に違反して危険物

を貯蔵し、若しくは取

り扱った者 

・予防規程の変更命令【第

14 条の２第３項】に違

反した者 

・製造所等の応急措置命

令【第 16 条の３第３

項・第４項】に違反し

た者 

第 43条 

・製造所等における危険

物の貯蔵・取扱いにお

いて、政令で定める技

術上の基準【第 10条第

３項】に違反した者 

３月以下の

懲役又は 30

万円以下の

罰金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



35 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法条文 処罰される者 罰則 

第 43条 

・危険物の運搬等におい

て、政令で定める技術

上の基準【第 16条】に

違反した者 
３月以下の

懲役又は 30

万円以下の

罰金 
・危険物の移送時の危険

物取扱者の乗車義務

【第 16条の２第１項】

に違反した者 

第 44条 

・製造所等の譲渡・引渡の届

出義務【第11条第６項】に

違反した者 

30 万円以下

の罰金又は

拘留 

・危険物の品名、数量又は指

定数量の倍数変更の届出義

務【第11条の４第１項】に

違反した者 

・製造所等の用途の廃止の届

出義務【第12条の６】に違

反した者 

・危険物保安統括管理者の選

解任届出義務【第12条の７

第２項】に違反した者 

・危険物保安監督者の選解任

届出義務【第13条第２項】

に違反した者 

・危険物取扱者免状返納命令

【第13条の２第５項】に違

反した者 

・保安検査受忍義務【第14条

の３第１項・第２項】に違

反した者 
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(3)捜査機関との

協議 

 

 

 

 

 

 

 

法条文 処罰される者 罰則 

第 44条 

・点検記録の作成及び保存の

義務【第14条の３の２】に

違反した者 

30 万円以下

の罰金又は

拘留 

・移動タンク貯蔵所に乗車時

の危険物取扱者免状携帯義

務【第16条の２第３項】に

違反した者 

・製造所等における緊急事故

通報義務【第16条の３第２

項】に違反した者 

・製造所等に係る資料提出命

令等【第16条の５第１項】

に違反・した者 

・製造所等の立入検査等の規

定【第16条の５第１項】に

違反した者 

・移動タンク貯蔵所の停止措

置等【第16条の５第２項】

に違反した者 

 

(3) 捜査機関との協議 

・ 違反の立証内容などについて告発先と十分

協議し、法的問題を検討しておく。 

・ 初動調査の着手段階から必要な協議を進め

ることが望ましい。 

・ 告発書の内容や添付書類（違反調査報告書、

実況見分調書、質問調書等）の要否について

あらかじめ捜査機関と協議すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

捜査機関との協議 

告発は、法的には司法警察員又は検察官に行うこととされている。 

告発書の作成と証拠資料等の整備を完了した場合には、これら捜査機関に対し、

告発書を提出することになる。 

捜査機関との事前打ち合わせは、特に、犯罪事実の構成要件とこれに対応する

証拠資料、情状にかかわる事項等を中心として行い、指摘があった場合には、こ

れらを補完して後日、正式に告発書を提出するものとする。 
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(4)告発書の作成 

 

 

 

(5)告発書の提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 告発書の作成 

・ 告発書に証拠資料（違反調査報告書、実況

見分調書、質問調書等）を添付する。 

 

(5) 告発書の提出 

・ 告発は、違反地を管轄する司法警察員又は

検察官に告発書を提出することにより行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司法警察員 

司法警察員は、捜査の主宰者であり、司法巡査は司法警察員を補助して個々の

捜査活動に従事する者である。刑事訴訟法上、司法警察員にあって、司法巡査に

ない権限の主なものは、逮捕された被疑者を釈放又は送致する権限、告訴、告発、

自首の受理権限等である。 

※ 司法警察職員 

警察庁及び都道府県警察の各警察官並びに特別の事項について司法警察職員と

して職務を行う特定の行政庁の職員などの総称である。司法警察職員は、官名で

も職名でもなく、刑事訴訟法上の呼称である。司法警察職員は犯罪を捜査する権

限を有する（刑事訴訟法第 189条第２項）。捜査機関としての司法警察職員は、

その職務権限上、横の関係において一般司法警察職員と特別司法警察職員に、縦

の関係において司法警察員と司法巡査に分けられる。 

・ 一般司法警察職員 

警察庁及び都道府県警察の警察官を総称して、一般司法警察職員という。捜

査について主要な役割を担うのがこの一般司法警察職員である。 

一般司法警察職員の司法警察員及び司法巡査の範囲は、各公安委員会の定め

るところによる（刑事訴訟法第 189条第１項）が、大体、巡査部長以上の階級

にある警察官が司法警察員、巡査の階級にある警察官が司法巡査とされ、特に

必要があるときは巡査の階級にある警察官も司法警察員に指定されることがあ

る。 

 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi
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・ 特別司法警察職員 

一般司法警察職員以外の者で、特別の事項について司法警察職員として捜査

の職務を行う特定の行政庁の職員を総称して特別司法警察職員という。 

※ 告発後の刑事手続 

① 捜査機関による被告発人の取調べ 

捜査機関に告発後、通常捜査機関は被告発者の取調べ等必要な捜査を行うこ

ととなるが、この過程において、捜査機関より消防法令違反の状況、危険性等

について担当者が説明を求められることもある。消防法令に関する照会を受け

た際には、速やかに回答するよう努めるほか、消防法令の技術的、専門的な事

項に関する積極的な情報提供を行うなど適宜協力するものとする。なお、警察

機関に告発した場合、警察機関は告発書に記載された犯罪事実について捜査を

行い書類及び証拠物を検察官に送致又は送付することとなる。 

② 処分の決定 

検察官による取調べが終了した場合は、起訴、不起訴のいずれかの処分決定

を行い、処分を決定した場合は速やかにその旨を告発人に通知しなければなら

ない。（刑事訴訟法第 260条） 

検察官の行う起訴処分には、公判請求と略式起訴の２種類があり、不起訴処

分には「起訴猶予」「罪とならず」「嫌疑なし」「嫌疑不十分」「その他」の

区分がある。 

処分の通知方法については、法令上の規定はないが、通常、処分通知書によ

り通知される。 

また、検察官は、告発のあった事件について不起訴処分を行ったときは、告

発人の請求により速やかにその理由を告げなければならないことになっており

（刑事訴訟法第 261条）、告知の方法は、通常「不起訴処分理由告知書」によ

り行われる。 
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９ 代執行 

(1)代執行の可否の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 代執行 

(1) 代執行の可否の確認 

・ 命令違反の内容等が、代執行の要件に該当

するか否かを確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 略式手続 

略式手続とは、簡易裁判所が、公判前、検察官提出書類・証拠物のみで審判

し、財産刑を科す手続である。争いのない少額の罰金刑事件には簡易な略式手

続が合理的であり、かつ、被告人も非公開でかつ出頭の煩いのない手続を望む

ことから設けられた制度である。 

なお、略式手続の要件は次のとおりである。 

・ 簡易裁判所の管轄に関する事件であること 

・ 100万円以下の罰金又は科料を科すのを相当とする事件であること 

・ 略式手続によることにつき被疑者に異議がないこと 

略式手続によらない場合、又は、略式命令を受けた者若しくは検察官がその

告知を受けた日から 14日以内に正式裁判の請求を行った場合は、通常の方法に

よる正式裁判が行われる。 

 

代執行 

代執行とは、法令又は行政処分に基づく作為義務（何かをしなければならない

義務）のうち、他人が代わって行うことのできる作為義務を義務者が履行しない

或いは履行遅滞や見込みがないときに、不履行状態を放置することが著しく公益

に反すると認められ、かつ他人が代わって履行する以外にその履行を実現するこ

とが困難である場合に、行政庁自ら又は第三者が義務者のなすべき行為を行い、

これに要した費用を義務者から徴収することをいう。 

行政庁が自ら行うとは、行政庁がその所属職員の手で行わしめるか、又は、所

属職員に命じ、雇い入れられた人夫を非独立的な補助力として用い、それを指揮

して行わしめることである。第三者が行うとは、独立の地位にある土建業者など

と請負契約を締結して作業の完成を委託することである。 

 

 



40 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)代執行の要否

の検討 

 

 

 

(3)代執行の主体 

 

・ 法第 16条の３、第 16条の６命令違反の代

執行要件 

① 次のいずれかの要件に該当するとき 

ア  措置を履行しないとき 

イ  履行しても十分でないとき 

ウ 措置の履行について期限が付されてい

る場合にあっては履行しても当該期限ま

でに完了する見込みがないとき 

・ 上記以外の命令違反等の代執行要件 

上記①の要件に加えて、次の全ての要件に

該当するとき。 

② 他の手段によってその履行を確保するこ

とが困難であること。 

③ その不履行を放置することが著しく公益

に反すると認められること。 

 

 

 

(2) 代執行の要否の検討 

代執行要件に該当し代執行が可能となった

ら、法令違反の程度や代執行を行うべき緊急性

等を総合的に判断し、代執行の要否を決定する。 

 

(3) 代執行の主体 

代執行権を有する者は、具体的事案について

義務の履行を強制し得る権限、すなわち命令権

法第 16条の３、第 16条の６の命令 

これらの命令に基づく代執行的作為義務の例は次のとおり。 

・ 危険物施設のおける事故時の危険物流出・拡散防止、危険物の除去に係る措

置命令（法第 16条の３第３項） 

・ 無許可貯蔵・取扱施設（法第 10条第１項違反）の危険物除去命令（法第 16

条の６） 
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(4)事前準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)戒告 

 

 

 

 

 

(6)代執行令書に 

よる通知 

 

を有する行政庁である。ただし、代執行権を有

するのは消防長又は消防署長のみであるため、

法第３条第４項、法第５条の３第５項に基づく

代執行について、消防吏員は命令権を有する行

政庁ではあるが、代執行権は有していない。 

 

(4) 事前準備 

・ 組織体制をつくること。 

・ 代執行に伴う作業、警戒、経費等の計画を

樹立し、タイムスケジュール等の企画調整を

行うこと。 

・ 関係行政機関・マスコミへの情報提供を行

うこと。 

・ 行政不服審査又は行政事件訴訟の提起に対

する対応策の検討をすること。 

・ 命令違反に対する告発の検討をすること。 

 

(5) 戒告（行政代執行法第３条） 

相当の履行期限を定め、その期限までに履行

されないときは代執行を行う旨通知する。 

なお、文書によらない戒告は、要件を欠くも

のとして無効である。 

 

(6) 代執行令書による通知（行政代執行法第３条） 

「代執行令書」により、代執行を行う日時、

代執行のために派遣する執行責任者の氏名、代
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2016.01.21 

 

 

 

 (7)代執行の実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 改修完了 

 

(8)費用徴収 

執行のための費用の概算見積額を義務者に通

知する。 

 
(7) 代執行の実行（行政代執行法第４条） 

・ 執行責任者の指揮により、代執行を実行 

する。 

・ 執行責任者は、代執行権者が発行する「代 

執行執行責任者証」を携帯する。 

・ 捜査機関への告発後代執行により消防法令

違反が是正された場合は、速やかに当該捜査

機関に連絡すること。 

 

 
 
 
(8) 費用徴収（行政代執行法第５条、第６条） 

・ 「代執行費用納付命令書」により、実際に

要した費用の額及びその納付期日を定め、義

務者に納付を命ずる。 

・ 義務者が費用を納付しないときは、国税滞

納処分の例（差押え）によりこれを徴収する。 

 

 

 

代執行の実行 

行政庁は自ら義務者のなすべき行為をなし、（行政庁の所属職員の手で行わし

めるか、又は、所属職員に命じ、雇い入れられた作業員を、指揮して行わしめる。）

又は、第三者をしてこれを行わしめる（土建業者などと請負契約を締結してそれ

に行わしめる。）。いずれの場合においても、執行責任者は、代執行の事実行為

についての責任者として、作業の実施にあたる者に対して必要な指示を行い、執

行責任者証を携帯し、相手方や関係人の要求があるときはこれを呈示しなければ

ならない。 

なお、執行責任者は、突発の事故に備えて複数選任することが望ましい。 

 

 

 

 

実際に要した費用 

実際に要した費用というのは、作業員の賃金、請負人に対する報酬、資材費、

第三者に支払うべき補償費をいい、代執行に伴う物件の運搬及び保管に要した費

用はこれに含まれない。なお、代執行によって生じた解体材や搬出動産等につい

ては、代執行実施作業の開始前又は終了後に、所有者に引き取るべき旨を通知し、

かつ、所有者の占有、管理できる状態におけば、行政庁は、原則としてその保管

義務を免れるものと解すべきであろうとされている。 

 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi


第２ 違反処理基準

適用要件 措置内容 適用要件 措置内容 適用要件 措置内容 適用要件 措置内容

　危険物の無許可貯蔵又は取扱いに
関する違反のうち、次のいずれかに
該当するもの
１　製造所等以外の場所で、
　指定数量以上の危険物を貯蔵
　し、又は取り扱っているもの
２　製造所等において、当該貯
　蔵又は取扱いの態様を逸脱し
　て、指定数量以上の危険物を
　貯蔵し、又は取り扱っている
　もの

除去命令
又は禁止

命令
（法第16
条の６）

ー ー ー ー ー ー

１　本欄は製造所等以外の場所で指定数量以上の危険物を貯蔵し、又は取り扱う
　場所のすべてを対象とする。
２　製造所等において当該貯蔵,又は取扱いの態様を逸脱して指定数量以上の危険
　物を貯蔵し、又は取り扱っているものの例として、次のような場合がある。

⑴ 屋内貯蔵所の保有空地に指定数量以上の危険物を貯蔵しているもの
⑵ 給油取扱所の敷地内に危険物をドラム缶で指定数量以上貯蔵しているもの

【履行期限】
・ 原則、即時

　製造所等以外の場所で油圧装置、
潤滑油循環装置等において、引火点
が 100℃以上の第４類の危険物のみ
を指定数量以上貯蔵し、又は取り
扱っているもの

警告
警告事項
不履行の

もの

除去命令
（法第16条の６）

ー ー ー ー

１　本欄は、実態の危険物を考慮し警告により適切な行政指導を行った後、
　なお是正されない場合は、速やかに第二次措置に移行する。
【履行期限】
・ 原則、即時

　製造所等における危険物の貯蔵又
は取扱いについて、法第10条第３項
の基準に違反しているもので、漏え
い、飛散等により災害発生危険又は
災害拡大危険が著しく大きいもの

基準遵守
命令

（法第11
条の５第
１項、第
２項）

基準遵守
命令不履
行のもの

使用停止命令
（法第12条の２第２

項第１号）
ー ー ー ー

１　本欄に該当する事例としては次のような場合がある。
⑴ 移動タンク貯蔵所に係るもので次に示すもの

ア 特殊引火物、第一石油類及び第二石油類を移送し、又は取り扱っている
もので、漏れ、あふれ、飛散等があるもの

イ 令第27条第６項第４号の規定に違反して危険物を取り扱っている
もの

⑵ 放電加工機を使用している一般取扱所において、放電加工油槽内の
油量不足により放電の際、油が飛散しているもの、又は火災が発生する
おそれが大きい等のもの

【履行期限】
・ 改修、移転、除去その他必要な措置を行うために必要な合理的な期間

とする。

　製造所等における危険物の貯蔵又
は取扱いについて、法第10条第３項
の基準に違反しているもので、漏え
い、溢れ、飛散等があるもの又はそ
のおそれがあるもの

警告
警告事項
不履行の

もの

基準遵守命令
（法第11条の５第１

項・第２項）

基準遵守
命令不履
行のもの

使用停止命令
（法第12条の２第２

項第１号）
ー ー

許可品目以外の
貯蔵等

　法第11条第１項の規定による許可
若しくは法第11条の４第１項の規定
による届出に係る数量を超える危険
物又はこれらの許可若しくは届出に
係る品名以外の危険物を貯蔵し、又
は取り扱っているもので、当該貯蔵
又は取扱いにより製造所等の位置、
構造又は設備の変更許可を要するも
の

警告
警告事項
不履行の

もの

除去命令
（法第11条の５第１

項・第２項）

除去命令
不履行の

もの

使用停止命令
（法第12条の２第２

項第１号）
ー ー

3

　製造所等の位置、構造又は設備を
無許可で変更しているもののうち、
法第10条第４項の基準に適合しない
もので、火災等の災害発生危険が著
しく大きいもの

使用停止
命令

（法第
12条の２
第１項第
１号）

使用停止
命令不履
行のもの

許可の取消し
（法第12条の２第１

項第１号）
ー ー ー ー

１　法第11条第１項違反に対しては、法的に法第12条の２第１項の使用停止命令
　又は許可の取消しのいずれかを選択して発動することが可能であるが、運用上、
　許可の取消しはこれ以外に火災等の災害の発生や拡大を防止する手段がないと
　認められる場合に行うことを原則とする。
２　製造所等の位置、構造又は設備を無許可で変更しているもののうち、
　法第10条第４項の基準に適合しないもので、火災等の災害発生危険が著しく
　大きいものの例として、次のような場合がある。
・ 一般取扱所（塗装工場）において、直火を使用する乾燥設備を増設している

もの等、火災等の災害発生危険が大きいもの又は延焼拡大危険が大きいもの
【履行期限】
・ 変更許可手続、改修、移転、除去その他必要な措置を行うために必要な合理

的な期間とする。

違反項目

危険物の無許可貯蔵
又は取扱い（法第10
条第１項）

製造所等における危
険物の貯蔵又は取扱
いに関する基準違反
（法第10条第３項）

製造所等の位置、構
造又は設備の無許可
変更（法第11条第１
項）

違反処理基準は、違反処理を厳正、公平に実施するために、違反者等に対する警告、命令、許可の取消しへの移行基準及び履行期限の判断を具体的事例を挙げて示したものである。なお、適用要件への該当性や履行期限の設定等については、下記を参考にしつつ、具体的
な事例に応じ適切に判断する。

1

2
１　第三次措置は基準遵守命令不履行のもので、火災等の災害発生危険又は災害
　拡大危険が大きいもの。
２　本欄は、災害発生危険又は災害拡大危険のある基準違反を対象とするものであり、
　軽微な基準違反については必ずしも対象としない。
　　ただし、軽微な基準違反が繰り返し行われているような場合には、
　本項に該当するものとして取り扱って支障ない。
３　本欄の「許可品名以外の貯蔵等」の違反については、当該違反によって適用
　される技術上の基準が異なる場合を対象とし、単に手続上の違反については、
　本項に基づく措置は行わず、当該変更に係る届出をさせることとして
　さしつかえない。
【履行期限】
・ 改修、移転、除去その他必要な措置を行うために必要な合理的な

期間とする。

第一次措置 第二次措置 第三次措置 第四次措置
事例、履行期限等
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適用要件 措置内容 適用要件 措置内容 適用要件 措置内容 適用要件 措置内容
違反項目

第一次措置 第二次措置 第三次措置 第四次措置
事例、履行期限等

4
　設置許可又は変更許可に係る完成
検査合格前に使用しているもの

警告

警告事項
不履行の
もの又は
移動タン
ク貯蔵所
の常置場
所変更許
可に伴う
完成検査
合格前使
用以外の

もの

使用停止命令
（法第12条の２第１

項第２号）

使用停止
命令不履
行のもの
で、法第
10条第４
項の基準
に適合し
ていない

もの

許可の取消し
（法第12条の２第１

項第２号）
ー ー

１  本欄については、違反内容に係る危険性に着目して、法第10条第４項の基準に適合し
　ないもの又は災害等の発生危険若しくは拡大危険があるものを重点として運用する。
２  仮使用承認を受けているもので、使用停止命令を行う場合は仮使用承認を撤回してから
　措置する。
【履行期限】
・ 原則、即時

　法第10条第４項の基準に適合しな
いもので、火災等の災害発生危険が
著しく大きなもの

基準適合
命令

（法第12
条第２
項）

基準適合
命令不履
行のもの

使用停止命令
（法第12条の２第１

項第３号）

使用停止
命令不履
行のもの

許可の取消し
（法第12条の２第１

項第３号）
ー ー

１　本欄は、法第10条第４項の基準に不適合であり、火災等の災害発生危険が著しく大きい
　場合を対象とする。該当する事例としては、次のような場合がある。

⑴ 配管に亀裂を生じ、現に危険物の漏えいが認められるもの
⑵ 配管等の腐食が著しく、危険物の漏えいが切迫しているもの
⑶ 屋外の貯蔵タンクの架台が著しく腐食し又は変形しており、

目前に転倒落下危険が認められるもの
２　過去に第二次措置を行った施設については、使用停止命令と同時に
　許可の取消しを検討する。
【履行期限】
・ 原則、即時

　法第10条第４項の基準に適合しな
いもの（上欄の場合を除く。）

警告
警告事項
不履行の

もの

基準適合命令
（法第12条第２項）

基準適合
命令不履
行のもの

使用停止命令
（法第12条の２第１

項第３号）

使用停止
命令不履
行のもの

許可の取消し
（法第12条の２第１

項第３号）

１  本欄は、法第10条第４項の基準に不適合となったもので、違反内容が災害発生に
　つながるおそれのある場合を対象とする。該当する事例としては、次のような場合
　がある。

⑴ 防油堤に亀裂や破損があり、危険物が漏えいした場合、
防油堤の外に流出するおそれがあるもの

⑵ 危険物施設内の電気設備が損傷し、火花を発生するおそれがあるもの
【履行期限】
・ 改修、移転、除去その他必要な措置を行うために必要な合理的な期間とする。

6

　製造所等又はその近隣において、
火災、爆発等の事故が発生したこと
により、当該製造所等の使用が災害
発生上極めて危険な状態であると認
められるもの

使用停止
命令又は
使用制限

命令
（法第12
条の３第
１項）

ー ー ー ー ー ー

１　本欄は、製造所等又はその周囲の状況が公共の安全の維持又は災害の発生の防止のため
　緊急の必要がある場合に発動されるものであり、危険な状態となった原因が製造所等に
　あるか否かを問わない。
【履行期限】
・ 原則、即時

　危険物保安監督者を選任していな
いもの又は危険物保安監督者を選任
しているが職制上の事由等から必要
な保安監督業務が行われていないも
の

警告

警告事項
不履行の
もので、
当該違反
状態が長
期間継続
するなど
内容が悪
質なもの

使用停止命令
（法第12条の２第２

項第３号）
ー ー ー ー

１　危険物保安監督者の未選任について、資格者がいないため選任できない場合であると、
　資格者がいながら選任していない場合であるとを問わない。
２　保安監督業務不履行とは、危険物保安監督者を選任しているが、職制上の事由等から
　必要な監督業務が行い得ないもので、所有者、管理者又は占有者にその責を帰するのが
　相当の場合である。
【履行期限】
・ 危険物施設における各権原ごとの危険物保安監督者の選任、指導状況を踏まえて、

期限を設定する。

　危険物取扱者の立会いなしに無資
格者による危険物の取扱いが行われ
ているもの

警告 ー ー ー ー ー ー

１　無資格者による危険物の取り扱いの繰り返しなど違反内容が悪質な場合、告発により
　対処することも考えられる。
【履行期限】
・ 危険物施設における危険物取扱者の選任を踏まえて、期限を設定する。

製造所等の完成検査
前使用（法第11条第
５項）

製造所等の位置、構
造又は設備に関する
基準違反（法第12条
第１項）

製造所等の緊急使用
停止等（法第12条の
３）

製造所等における危
険物保安監督者の未
選任等（法第13条第
１項・第３項）

5

7
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適用要件 措置内容 適用要件 措置内容 適用要件 措置内容 適用要件 措置内容
違反項目

第一次措置 第二次措置 第三次措置 第四次措置
事例、履行期限等

　危険物保安監督者が法律又は法律
に基づく命令の規定に違反したこと
により免状返納命令を受けたもの

解任命令
（法第13
条の24）

解任命令
不履行の

もの

使用停止命令
（法第12条の２第２

項第４号）
ー ー ー ー

　危険物保安監督者に保安業務を引
続き行わせることが、公共の安全の
維持又は災害発生防止上、特に支障
があるもの

警告
警告事項
不履行の

もの

解任命令
（法第13条の24）

解任命令
不履行の

もの

使用停止命令
（法第12条の２第２

項第４号）
ー ー

　危険物保安統括管理者が法律又は
法律に基づく命令の規定に違反した
ことに起因して、著しく公共危険を
発生させたもの

解任命令
（法第13
条の24）

解任命令
不履行の

もの

使用停止命令
（法第12条の２第２

項第４号）
ー ー ー ー

　危険物保安統括管理者の遵法精神
が著しく欠如しているもの

警告
警告事項
不履行の

もの

解任命令
（法第13条の24）

解任命令
不履行の

もの

使用停止命令
（法第12条の２第２

項第４号）
ー ー

　予防規程を定めなければならない
にもかかわらず、作成していないも
の

警告 ー ー ー ー ー ー

１　予防規程未作成の状態が長期間継続するなど違反内容が悪質な場合、告発により
　対処することも考えられる。
【履行期限】
・ 危険物施設における予防規程の作成、指導状況を踏まえて、期限を設定する。

　予防規程に定められているものの
うち、内容を変更すべき事由が生じ
たにもかかわらず変更を怠っている
もの

警告
警告事項
不履行の

もの

変更命令
（法第14条の２第３

項）
ー ー ー ー

１　本欄に該当する事例としては、認可された予防規程がその後の製造所等の状況に合わせ
　て適切に変更されていない場合がある。
【履行期限】
・ 予防規程の内容、指導状況を踏まえて、期限を設定する。

　予防規程に定められた内容を遵守
していないもので、災害等発生危険
があるもの又は当該違反に起因して
災害等が発生したもの

警告 ー ー ー ー ー ー

１　本欄に該当する事例としては、予防規程遵守義務違反の状態が長期間継続
　している場合などがある。
【履行期限】
・ 予防規程の遵守義務違反の状況、指導状況を踏まえて、期限を設定する。

10
　特定屋外タンク貯蔵所又は移送取
扱所に関する保安検査を受けていな
いもの

警告
警告事項
不履行の

もの

使用停止命令
（法第12条の２第１

項第４号）

使用停止
命令不履
行のもの

許可の取消し
（法第12条の２第１

項第４号）
ー ー

１　許可の取消しについては、第１ 違反処理要領（Ｐ.25）参照。
【履行期限】
・ 保安検査、改修、移転、除去その他必要な措置を行うために

必要な合理的な期間とする。

8
危険物保安監督者の
法令違反等

9
予防規程未作成等
（法第14条の２）

特定屋外タンク貯蔵
所等の保安検査未実
施（法第14条の３第
１項・第２項）

１　本欄における解任命令不履行の場合の使用停止命令は、災害等の発生危険があるもの
　又は災害が発生した場合、延焼拡大危険があるものを重点として運用する。
２　危険物保安監督者に保安業務を引き続き行わせることが、公共の安全の維持
　又は災害発生防止上、特に支障がある場合の例として、次のような場合がある。

⑴ 保安監督業務を同時に履行し得ない２以上の施設で同一人が危険物保安監督者に
選任されている場合

⑵ 職制等の事情から保安監督業務を行い得ない場合
⑶ 旅行、疾病その他の事由により、長時間その職務を行うことができない者
⑷ 遵法精神が著しく欠如している場合
⑸ 保安業務の不履行により災害を発生させた場合

また、危険物保安統括管理者等が保安統括管理者等業務を行わない事情が、
　関係者側にあるか、当該危険物保安統括管理者等にあるかを問わず、現実に
　保安業務を行っていないことにより支障があれば、本件に該当する。
【履行期限】
・ 危険物施設における各権原ごとの危険物保安監督者等の選任、指導状況を踏まえて、

期限を設定する。
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適用要件 措置内容 適用要件 措置内容 適用要件 措置内容 適用要件 措置内容
違反項目

第一次措置 第二次措置 第三次措置 第四次措置
事例、履行期限等

　定期点検を未実施のもの 警告

警告事項
不履行の
もののう
ち、法第
10条第４
項の基準
に違反

し、火災
等の災害
危険があ
るもの又
は火災が
発生した
場合延焼
拡大危険
があるも

の

使用停止命令
（法第12条の２第１

項第５号）

使用停止
命令不履
行のもの

許可の取消し
（法第12条の２第１

項第５号）
ー ー １　許可の取消しについては、第１ 違反処理要領（Ｐ.25）参照。

　点検記録を作成せず、虚偽の点検
記録を作成し、又は点検記録を保存
しなかったもの

警告 ー ー ー ー ー ー

１　二次措置として、法第 16 条の５第１項に基づく報告徴収を行うことが
　適当なケースも存する。
　　また、違反内容が悪質な場合、告発により対処することも考えられる。
【履行期限】
・ 原則、即時

12
　危険物の運搬基準に違反している
もの

警告 ー ー ー ー ー ー

１　違反内容が悪質な場合、告発により対処することも考えられる。
２　危険物の運搬基準に違反している場合の例として、次のような場合がある。

⑴ 危険物の品名、数量に適合しない容器を用いているもの
⑵ 危険物の品名、数量に適合しない収納方法で積載しているもの
⑶ 転倒落下防止措置が十分でないもの
⑷ 危険物の類を異にする危険物を積載しているもの
⑸ 標識が未掲出のもの
⑹ 消火器が未設置のもの
⑺ 危険物が著しく漏れる等災害発生危険があるにもかかわらず、

応急の措置等がとられていないもの
⑻ 容器の表示のないもの

【履行期限】
・ 改修、移転、除去その他必要な措置を行うために必要な合理的な期間とする。

13
　移動タンク貯蔵所により、危険物
取扱者を乗車させずに危険物の移送
を行っているもの

警告 ー ー ー ー ー ー
１　本項に該当する違反を覚知した場合は、告発を念頭に置いた調査を行う。
【履行期限】
・ 原則、即時

14

　製造所等における流出事故等に際
し関係者が災害発生防止のため危険
物の流出及び拡散の防止、流出した
危険物の除去、その他の応急措置を
講じていないもの

応急措置
実施命令
（法第16
条の３第
３項・第
４項）

ー ー ー ー ー ー

１　本欄は、応急措置がまったく行われていない場合のほか、当該事故における
　最善の措置がとられていない場合も該当する。
【履行期限】
・ 原則、即時

危険物の運搬に関す
る基準違反（法第16
条）

移動タンク貯蔵所に
よる危険物取扱者無
乗車での移送（法第
16条の２第１項）

製造所等における事
故発生時の応急措置
未実施（法第16条の
３第１項）

製造所等の定期点検
未実施等（法第14条
の３の２）

11
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目次 
 

１  製造所及び一般取扱所 

２  屋内貯蔵所（平屋建の独立専用建築物） 

３  屋内貯蔵所（平屋建以外の独立専用建築物） 

４  屋内貯蔵所（他用途部分を有する建築物に設けるもの） 

５  屋外タンク貯蔵所 

６  平屋建の建築物に設ける屋内タンク貯蔵所 

７  平屋建の建築物以外に設ける屋内タンク貯蔵所 

８  地下タンク貯蔵所 

９  簡易タンク貯蔵所 

10  移動タンク貯蔵所 

11  屋外貯蔵所 

12  給油取扱所（屋外） 

12-2 顧客に自ら給油等させる給油取扱所（屋外） 

13  給油取扱所（屋内） 

13-2 顧客に自ら給油等させる給油取扱所（屋内） 

14  第一種販売取扱所 

15  第二種販売取扱所 

16  移送取扱所 

17  特定の一般取扱所（吹付塗装作業等） 

18  特例の一般取扱所（焼入作業等）〈耐火区画〉 

19  特例の一般取扱所（焼入作業等）〈屋内空地〉 

20  特例の一般取扱所（ボイラー等消費）〈耐火区画〉 

21  特例の一般取扱所（ボイラー等消費）〈屋内空地〉 

21-2 特例の一般取扱所（ボイラー等消費）〈屋上〉 

22  特例の一般取扱所（充填） 

23  特例の一般取扱所（詰替え） 

24  特例の一般取扱所（油圧装置等）〈平屋建〉 

25  特例の一般取扱所（油圧装置等）〈耐火区画〉 

26  特例の一般取扱所（油圧装置等）〈屋内空地〉 

27  屋内消火栓設備 

28  屋外消火栓設備 

29  水噴霧消火設備 

30  泡消火設備 

31  不活性ガス消火設備 

32  ハロゲン化物消火設備 

33  粉末消火設備 

34  自動火災報知設備 

35  水幕設備 

36  冷却用散水設備 

37  運搬 

38  少量危険物貯蔵取扱所 

39  指定可燃物貯蔵取扱所 



 

凡例 

 

法･･･････････････消防法（昭和23年法律第186号） 

令･･･････････････危険物の規制に関する政令（昭和34年政令第306号） 

則･･･････････････危険物の規制に関する規則（昭和34年総理府令第55号） 

告･･･････････････危険物規制に関する技術上の基準の細目を定める告示 

（昭和49年自治省令告示第99号） 

不告･････････････製造所等の不活性ガス消火設備の技術上の基準の細目を定める告示 

（平成23年総務省告示第557号） 

ハ告･････････････製造所等のハロゲン化物消火設備の技術上の基準の細目を定める告示 

（平成23年総務省告示第558号） 

泡告･････････････製造所等の泡消火設備の技術上の基準の細目を定める告示 

（平成23年総務省告示第559号） 

運用指針･････････消火設備及び警報設備に係る危険物の規制に関する規則の一部を改正

する省令の運用について 

（平成元年３月22日付け消防危第24号、平成３年６月19日付け消防危第 

71号、平成24年３月30日付け消防危第90号） 

消防危80･････････「タンク冷却用散水設備に関する運用指針」及び「屋外タンク貯蔵所 

に係る防火へい及び水幕設備の設置に関する運用基準」について 

（昭和55年７月１日付け消防危第80号） 

条例(例)･････････火災予防条例（例）（昭和36年自消甲予発第73号） 

消防法施行令･････消防法施行令（昭和36年政令第37号） 



 

１ 製造所及び一般取扱所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定数

量以上の危険物を貯蔵し、又は取り扱

っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の

情報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違し

ていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配管

等周囲の設備に比較して新しい設備

はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等を

いう。）により確認 

○新しい設備

や塗装に留

意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か。 

①目視及び関係者への質問により確認 

 

 

危険物保安統括

管理者 
法12の7 

令30の3 

 

□ 選任を必要とする事業所においては、

これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実質

的に当該業務が履行できなくなって

いないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物保安監督

者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実質

的に当該業務が履行できなくなって

いないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物施設保安

員 
法14 

令36 

則59 

則60 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任しているか？ 

①関係者への質問により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実質

的に当該業務が履行できなくなって

いないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 
則49 
法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された危

険物以外の危険物を取り扱い、又は取

り扱いの立会いをしていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取扱

者の立会いを受けずに危険物の取扱

作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施設

の増設等により実態にそぐわない状

態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われて

いるか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  



令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～62の8 

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよいか、

不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

自衛消防組織 
法14の4 

令38 

令38の2-① 

則64 

則64の2 

令38の2-② 

則65 

令38の2-③ 

□ 指定施設は自衛消防組織を定めてい

るか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、編成表により確認 

 

□ 自衛消防組織の編成（人員数、化学消

防自動車の台数）はよいか？ 

 

□ 化学消防自動車は、必要な消火能力及

び設備を備えているか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

□ 化学消防自動車には、必要な消火薬剤

及び必要な器具を備えているか？ 

 

□ 定期的に訓練を実施しているか？ ①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、実施結果記録簿により

確認 

 

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

保安距離 
令9-①-1 

 

□ 保安距離内に保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

保有空地 
令9-①-2 

則13 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な隔壁に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

建 
 
 
 
 

築 
 
 
 
 

物 
壁、柱、床

等 
令9-①-5 

□ 壁、柱、床、はり及び階段に亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じていな

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

屋根 
令9-①-6 

□ 屋根に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

窓及び出入

口 
令9-①-7 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品

の存置等に

も留意 

網入ガラス 
令9-①-8 

□ 網入ガラスに破損はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなっていな

いか？ 

 

床 
令9-①-9 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷、くぼ

みはないか？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積がないか？ 

 

採光、照明、換気

設備等 
□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 



 

令9-①-10 

令9-①-11 

令24-6 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

○汚れ、目詰

まりにも留

意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換気

を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

囲い、貯留設備、

油分離装置等 
令9-①-12 

令24-4の2 

□ 囲い、地盤面、貯留設備及び油分離

装置に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 油分離装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 貯留設備、油分離装置に滞油、滞水、

土砂等の堆積がないか？ 

 

機械器具その他

の設備 
令9-①-13 

令24-8 

令27-②-1 

 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認   

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、

振動にも留

意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 危険物の粉末が浮遊していたり、機

械器具等に附着していないか？ 

①目視による確認  

温度測定装置、圧

力計、安全装置 
令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

令27-②-2 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認 

 

 

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

加熱又は乾燥設

備 
令9-①-15 

令24-7 

令27-②-3 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

静電気除去装置 
令9-①-18 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

避雷設備 
令9-①-19 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ等

はないか？ 



□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

危険物を取り扱

うタンク 
令9-①-20 

□ 屋外タンク貯蔵所、屋内タンク貯蔵

所、地下タンク貯蔵所のチェックシ

ートによる。 

①同左  

配管 
令9-①-21 

則13の5 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点

検記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトにゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積がないか？ 

①目視による確認   

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

○保温（冷）

材の損傷、脱

落等が認め

られた場合

には、保温

（冷）下の配

管が腐食し

ているおそ

れがあるこ

とから、保温

（冷）材を外

して点検す

ることを指

導する。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～則36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備について

は、その位置及び設置数は適正か、

また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートによ

る。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11-① 

法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍

数の変更によ

って位置、構造

又は設備の許

可を受けなけ

ればならない

場合がある。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工

事に伴 う火

気の管 理状

況にも留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を

確認 



 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも

留意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

くず、かす等の

廃棄 
令24-5 

令27-⑤-1 

□ 危険物のくず、かすの一時的な置き

場は安全な場所か？ 

①目視による確認  

□ 廃棄等の方法は適切か？ ①関係者への質問により確認  

□ 焼却は安全な場所で行っているか、

周囲に可燃物等がないか？ 

①目視による確認  

□ 焼却の方法はよいか、消火器を準備

しているか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 焼却する際には、必ず見張人をつけ

ているか？ 

 

異物の混入等 
令24-9 

□ 危険物が変質していないか？ ①目視による確認  

□ 混入防止、変質防止の安全策を講じ

ているか？ 

○廃液処理に

おける異常

反応防止に

も留意 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火

器の配置、防

火養生など

安全管理に

も留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？ 

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

２ 屋内貯蔵所（平屋建の独立専用建築物） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ 等の

情報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備

や塗装 に留

意 

完成検査前使

用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②､③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に則した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の6～則62の

8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

保安距離 
令10-①-1 

□ 保安距離内に保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

保有空地 
令10-①-2 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

標識、掲示板 
令10-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

建 
 
 
 
 

築 
 
 
 
 

物 

軒高等 
令10-①-4 

□ 地盤沈下、周囲の地盤のかさあげ等

により、床は地盤面より低くなって

いないか？ 

①目視による確認  

壁、柱、床

等 
令10-①-6 

□ 壁、柱、床、はりに亀裂、損傷はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じてい

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

屋根及び天

井 
令10-①-7 

□ 屋根に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

窓及び出入

口 
令10-①-8 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認  

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品

の存置にも

留意 

網入ガラス 
令10-①-9 

□ 網入ガラスに破損はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなってい

ないか？ 

 

床 
令10-①-10 

令10-①-11 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷、くぼ

みはないか？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積がないか？ 

 

架台 
令10-①-11の2 

則16の2の2 

□ 架台に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 架台の固定状況はよいか？  

□ 落下防止措置は適切か？  

採光、照明、換

気設備等 
令10-①-12 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰ま

りにも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

電気設備 
令10-①-13 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

避雷設備 
令10-①-14 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認  

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ

等はないか？ 

 



 

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

通風装置等 
令10-①-15 

令24-7 

□ 保温（冷）構造に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 通風装置、冷房装置、温度計等の計

器は、正常に作動しているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 危険物の性質に応じた適正な温度、

湿度を保っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

消火設備 
令20 

則29～則36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍

数の変更によ

って位置、構造

又は設備の許

可を受けなけ

ればならない

場合がある。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工

事に伴 う火

気の管 理状

況にも留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を

確認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況 にも

留意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

漏れ、あふれ又

は飛散防止 
令24-8 

□ 危険物が漏れ、あふれ又は飛散して

いないか？ 

①目視による確認  

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火

器の配置、防

火養生 など

安全管 理に

も留意 



□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

保護液 
令24-14 

□ 保護液から露出していないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 保護液の量は充分か？  

□ 容器の蓋、栓のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

貯蔵、取扱いの

基準 
令26-①-1 

令26-①-1の2 

令26-①-1の3 

令26-①-2 

則39の3、則40-① 

令26-①-3 

則40-② 

令26-①-3の2 

則40の2 

令26-①-3の3 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物品

を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 類の異なる危険物（定められたもの

を除く｡）を同一の貯蔵所に貯蔵して

いないか？ 

①目視による確認  

□ 水中に貯蔵する物品と禁水性物品を

同一の貯蔵所で貯蔵していないか？ 

  

□ 類別、危険等級に適応した内装容器

等に収納されているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 運搬容器は、密閉されているか？ ①目視による確認  

□ 液体の危険物の運搬容器の収納率、

空間容積は適正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 外装容器の収納状況は適正か？  

□ 内装容器等に表示はあるか？  

□ 内装容器等の表示は適正か？  

□ 指定数量の10倍以下ごとに区分され

ているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 集積ごとに0.3ｍ以上の間隔が確保

されているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 油種に応じた容器の積み重ね高さは

適正か？ 

①目視による確認  

□ 貯蔵所内の温度は適正か？ ①目視による確認  

同時貯蔵 
令26-①-1 

則38の4 

令26-①-1の2 

則39 

□ 同時貯蔵する場合の貯蔵間隔等は適

切か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

 



 

３ 屋内貯蔵所（平屋建以外の独立専用建築物） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ 等の

情報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備

や塗装 に留

意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認  

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

①仮使用の承認の有無と承認内容を、

仮使用承認書により確認 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする事業所において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に則した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？ 

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 



２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

保安距離 
令10-①-1 

□ 保安距離内に保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

保有空地 
令10-①-2 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

標識、掲示板 
令10-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？ 

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

建 
 
 

築 
 
 

物 

階高等 
令10-②-1 

□ 地盤沈下、周囲の地盤のかさあげ等

により、床は地盤面より低くなって

いないか？ 

①目視による確認  

壁、柱、床

等 
令10-②-3 

□ 壁、柱、床、はり及び階段に亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じてい

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

屋根及び天

井 
令10-①-7 

□ 屋根に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

窓及び出入

口 
令10-①-8 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品

の存置にも

留意 

網入ガラス 
令10-①-9 

□ 網入ガラスに破損はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなってい

ないか？ 

 

床 
令10-①-10 

令10-①-11 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷、くぼ

みはないか？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積がないか？ 

 

架台 
令10-①-11の2 

則16の2の2 

□ 架台に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 架台の固定状況はよいか？  

□ 落下防止措置は適切か？  

採光、照明及び

換気設備 
令10-①-12 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気設備に損傷はな

いか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー、引火

防止網等に損傷、腐食等はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

電気設備 
令10-①-13 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

避雷設備 
令10-①-14 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認  

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ

等はないか？ 

 



 

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

消火設備 
令20 

則29～則36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

適正な温度、湿

度又は圧力 
令24-7 

□ 通風装置、冷房装置、温度計等の計

器は、正常に作動しているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 危険物の性質に応じた適正な温度、

湿度を保っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍

数の変更によ

って位置、構造

又は設備の許

可を受けなけ

ればならない

場合がある。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工

事に伴 う火

気の管 理状

況にも留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を

確認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況 にも

留意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

漏れ、あふれ又

は飛散防止 
令24-8 

□ 危険物が漏れ、あふれ又は飛散して

いないか？ 

①目視による確認  

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火

器の配置、防

火養生 など

安全管 理に

も留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 



容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

貯蔵、取扱いの

基準 
令26-①-1 

令26-①-1の2 

令26-①-1の3 

令26-①-2 

則39の3 

則40-① 

令26-①-3 

則40-② 

令26-①-3の2 

則40の2 

令26-①-3の3 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物品

を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 類の異なる危険物（定められたもの

を除く｡）を同一の貯蔵所に貯蔵して

いないか？ 

①目視による確認  

□ 水中に貯蔵する物品と禁水性物品を

同一の貯蔵所で貯蔵していないか？ 

 

□ 類別、危険等級に適応した内装容器

等に収納されているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 運搬容器は、密閉されているか？ ①目視による確認  

□ 液体の危険物の運搬容器の収納率、

空間容積は適正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 外装容器の収納状況は適正か？  

□ 内装容器等に表示はあるか？  

□ 内装容器等の表示は適正か？  

□ 指定数量の10倍以下ごとに区分され

ているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 集積ごとに0.3ｍ以上の間隔が確保

されているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 油種に応じた容器の積み重ね高さは

適正か？ 

①目視による確認  

□ 貯蔵所内の温度は適正か？ ①目視による確認  

同時貯蔵 
令26-①-1 

則38の4 

令26-①-1の2 

則39 

令26-①-1の3 

□ 同時貯蔵する場合の貯蔵間隔等は適

切か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

 



 

４ 屋内貯蔵所（他用途部分を有する建築物に設けるもの） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ 等の

情報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備

や塗装 に留

意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に則した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 



２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令10-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

建 
 
 

築 
 
 
 

物 

階高等 
令10-③-2 

□ 地盤沈下、周囲の地盤のかさあげ等

により、床は地盤面より低くなって

いないか？ 

①目視による確認  

壁、柱、床等 
令10-③-4 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根（又は上

階の床）に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

出入口 
令10-③-5 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品

の存置等にも

留意 

床 
令10-①-10 

令10-①-11 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷、くぼ

みはないか？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積がないか？ 

 

架台 
令10-①-11の2 

則16の2の2 

□ 架台に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 架台の固定状況はよいか？  

□ 落下防止措置は適切か？  

採光、照明、換気

設備等 
令10-①-12 

令10-③-7 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

○汚れ、目詰ま

りにも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

電気設備 
令10-①-13 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

避雷設備 
令10-①-14 

則13の2の2 

□ 突針部やに架空地線等に変形、損傷

はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認  

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ

等はないか？ 

 

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

通風装置等 
令10-①-15 

令24-7 

□ 保温（冷）構造に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 通風装置、冷房装置、温度計等の計

器は、正常に作動しているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 危険物の性質に応じた適正な温度、

湿度を保っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

消火設備 
令20 

則29～則36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 



 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危

険物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数

を無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態

で使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での

火気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者

の出入りの管理は適切に行われて

いるか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障と

なる物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたまま

になっていないか？ 

 

漏れ、あふれ又

は飛散防止 
令24-8 

□ 危険物が漏れ、あふれ又は飛散して

いないか？ 

①目視による確認  

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な

場所で危険物を除去した後に行っ

ているか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の使

用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続して

いるか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみがで

きていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

保護液 □ 保護液から露出していないか？ ①目視による確認  



令24-14 □ 保護液の量は充分か？ ②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 容器の蓋、栓のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

貯蔵、取扱いの

基準 
令26-①-1 

令26-①-1の2 

令26-①-1の3 

令26-①-2 

則39の3 

則40-① 

令26-①-3 

則40-② 

令26-①-3の2 

則40の2 

令26-①-3の3 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物

品を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 類の異なる危険物（定められたもの

を除く｡）を同一の貯蔵所に貯蔵し

ていないか？ 

①目視による確認  

□ 水中に貯蔵する物品と禁水性物品

を同一の貯蔵所で貯蔵していない

か？ 

 

□ 類別、危険等級に適応した内装容器

等に収納されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 運搬容器は、密閉されているか？ ①目視による確認  

□ 液体の危険物の運搬容器の収納率、

空間容積は適正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 外装容器の収納状況は適正か？  

□ 内装容器等に表示はあるか？  

□ 内装容器等の表示は適正か？  

□ 指定数量の10倍以下ごとに区分さ

れているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 集積ごとに0.3ｍ以上の間隔が確保

されているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 油種に応じた容器の積み重ね高さ

は適正か？ 

①目視による確認  

□ 貯蔵所内の温度は適正か？ ①目視による確認  

同時貯蔵 
令26-①-1 

則38の4 

令26-①-1の2 

則39 

令26-①-1の3 

□ 同時貯蔵する場合の貯蔵間隔等は

適切か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

 



 

５ 屋外タンク貯蔵所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使

用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②､③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に則した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の3 

則62の5の5 

則62の6～則62の8 

 

 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

内部点検 
則62の4 

□ 定められた期間内に点検が行われて

いるか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

 



則62の5 □ 点検実施者は適正か？  

□ 点検記録表の記載内容はよいか、不

備事項は改修されているか？ 

 

□ 点検記録表は適正に保存されている

か？ 

①目視による確認  

保安検査 
法14の3-① 

令8の4 

則62の2～則62の

2の6 

□ 定められた期間内に保安検査を受け

ているか？ 

①施設台帳等により確認  

タンクの不等

沈下 
法14の3-② 

則62の2の6 

令8の4-⑤ 

□ タンクの地盤の沈み、極端なタンク

の傾斜等の不等沈下はないか？ 

①目視及び沈下測定記録等により確

認 

 

□ 不等沈下の割合が1/100を超えてい

ないか？ 

①目視及び沈下測定記録等により確

認 

（注）不等沈下の割合が1/100を超え

ている場合は、臨時保安検査を受け

なければならない。 

 

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

保安距離 
令11-①-1 

□ 保安距離内に保安物件が新築、増築

されていないか？ 

①目視による確認  

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

敷地内距離 
令11-①-1の2 

則19の2 

告4の2の2 

□ 敷地境界の変更、境界外の告示で定

める施設の用途の変更等により、必

要な距離の不足を生じていないか？ 

①目視、及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な塀に亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 代替施設の水幕設備は水幕設備チェ

ックシートによる。 

①同左  

保有空地 
令11-①-2 

則15 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の冷却用散水設備は、冷却

用散水設備チェックシートによる。 

①同左  

標識、掲示板 
令11-①-3 

則17-①、則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

基礎 
令11-①-3の2 

令11-①-3の3 

則20の2 

則20の3の2 

□ 犬走り、法面、コンクリートリング

等に損傷、亀裂等はないか？ 

①目視による確認  

□ コンクリートリングの水抜口の目詰

まりはないか？ 

 

タンク本体｛底

板部及び側板

部｝ 
令11-①-4 

則20の4 

則20の4の2 

令11-①-7 

令11-①-11の2 

則21の4 

 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 鋼板に変形、亀裂はないか？  

□ 固定ボルトに腐食はないか、そのゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、実

測、板厚測定記録等により確認 

 

□ 雨水浸入防止装置に亀裂、剥離等は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 底板の水抜管周りに腐食、土砂堆積、

滞水等はないか、ピットに破損はな

いか？ 

 



 

□ 側板の水抜管、ミキサー、ヒーティ

ングコイル等の周りからの危険物の

漏れはないか？ 

 

□ ウインドガーター及び階段に変形、

損傷はないか？ 

 

□ 保温、保冷タンクの外装材に変形、

亀裂はないか、外装材内の滞水はな

いか？ 

 

タンク本体｛固

定屋根部｝ 
令11-①-4 

令11-①-7 

令26-①-4 

□ 屋根板等に変形、亀裂等はないか？ ①目視による確認  

□ 塗装の剥離、腐食はないか、雨水等

はたまっていないか？ 

①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、実

測、板厚測定記録等により確認 

 

□ マンホール、検尺口等の蓋が開放さ

れたままになっていないか、取付ボ

ルトのゆるみはないか？ 

①目視による確認  

タンク本体｛浮

き屋根部｝ 
令11-①-4 

令11-①-7 

令11-①-11の3 

則21の5 

令26-①-4 

□ 屋根板等に変形、亀裂等はないか？ ①目視による確認  

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、実

測、板厚測定記録等により確認 

 

□ マンホール、検尺口等の蓋が開放さ

れたままになっていないか、取付ボ

ルトのゆるみはないか？ 

①目視による確認  

□ ルーフドレン、エマージェンシード

レン等の付着により排水機能が阻害

されていないか、排水に危険物が混

入していないか？ 

 

□ ガイドポールに変形、傾斜、腐食は

ないか？ 

 

□ ローリングラダーに変形、亀裂、腐

食はないか？ 

 

□ ルーフアースの断線、取付部のボル

トのゆるみがないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 側板とのシール部分に必要以上の間

隔が開いていないか、シールのゴム

等の変形、亀裂等の劣化はないか？ 

①目視による確認  

タンク本体｛浮

き蓋部｝ 
令11-② 

則22の2 

則22の2の2 

告4の23の2～告4

の23の8 

□ 浮き蓋等に変形、亀裂等はないか？ ①目視による確認  

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、実

測、板厚測定記録等により確認 

 

□ マンホール、検尺口等の蓋が開放さ

れたままになっていないか、取付ボ

ルトのゆるみはないか？ 

①目視による確認  

□ ディフューザー、特別通気口、通気

管等に変形、亀裂等はないか？  

 

□ ガイドポールに変形、傾斜、腐食は

ないか？ 

 

□ アースの断線、取付部のボルトのゆ

るみがないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 側板とのシール部分に必要以上の間

隔が開いていないか、シールのゴム

等の変形、亀裂等の劣化はないか？ 

①目視による確認  

タンク支柱 
令11-①-5 

則21 

□ 固定ボルトに腐食はないか、そのゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 変形、損傷、被覆材の剥離等はない

か？ 

①目視による確認  

通気管及び安全 □ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  



装置 
令11-①-8 

則19-① 

則20-① 

□ 引火防止装置の損傷はないか、金網

の目詰まり、腐食はないか？ 

 

□ 弁の作動状況はよいか、安全装置等

の機能はよいか？ 

①定期点検記録表等により確認  

自動表示装置 
令11-①-9 

□ 変形、損傷、腐食はないか、取付ボ

ルトのゆるみはないか？ 

①目視による確認  

□ 危険物の量は正しく表示されている

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

避雷設備 
令11-①-14 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認  

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ等

はないか？ 

 

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

電気防食設備 
令11-①-7の2 

則21の2 

□ 端子箱に損傷はないか、端子のゆる

み等はないか、防食電位はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

配管・弁等 
令11-①-12 

則13の5 

令11-①-12の2 

令11-①-12の3 

則21の6 

令11-①-11 

令26-①-5 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトにゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温材に損傷はないか、その剥離は

ないか？ 

 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

 

□ 危険物の出し入れを行っていないタ

ンクの元弁は閉鎖されているか？ 

 

注入口 
令11-①-10 

則18-② 

令26-①-5 

□ 注入口の周囲に火気使用施設を設置

する等により、火災予防上支障のあ

る状況となっていないか？ 

①目視による確認  

□ 弁、ふた、注入口から危険物の漏れ

はないか？ 

 

□ 変形、損傷、腐食はないか？  

□ 接地電極の断線、取付ボルトのゆる

み等はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 掲示板は見えにくくないか。記載内

容（特に品名）に誤りはないか、汚

損、破損等はないか？ 

①目視による確認  

ポンプ設備等 
令11-①-10の2 

則18-② 

令24-4の2 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ ポンプ等からの危険物の漏れはない

か？ 

 

□ ポンプ等に変形、損傷、腐食はない

か？ 

 

□ ポンプ等は正常に機能しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 



 

□ ポンプの取付基礎に亀裂、損傷はな

いか、そのゆるみはないか？固定ボ

ルトに腐食、損傷はないか、そのゆ

るみはないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ ポンプ室の屋根、壁、柱、床に亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に損傷はないか、その開閉

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 油分離装置の機能はよいか？ ①目視による確認  

□ 囲い、貯留設備、油分離装置等に亀

裂、損傷はないか？ 

 

□ 貯留設備、油分離装置に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

□ 掲示板は見えにくくないか、記載内

容（特に品名）に誤りはないか、汚

損、破損等はないか？ 

 

防油堤等 
令11-①-15 

則22 

令26-①-6 

□ 防油堤の周囲の道路等に不必要な物

件は置かれていないか？ 

①目視による確認  

□ 防油堤等の本体に亀裂、損傷はない

か？ 

 

□ 防油堤の不等沈下等が生じていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 防油堤の配管貫通部、目地部分等に

変形、損傷、隙間等はないか？ 

①目視による確認  

□ 防油堤内にタンクに関係のない配管

が敷設されていないか？ 

 

□ 階段に変形、損傷はないか？  

□ 水抜弁は閉鎖されているか、水抜弁

に変形、損傷、土砂等のつまりはな

いか、その開閉状況確認装置の機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 排水溝、貯留設備に亀裂、損傷、滞

油、滞水、土砂等の堆積はないか、

流出危険物自動検知装置の機能はよ

いか？ 

 

□ 防油堤内に土砂等の堆積はないか、

不要な物件等は置かれてないか、雑

草の繁殖等はないか？ 

①目視による確認  

電気設備 
令11-①-13 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

消火設備 
令20 

則 29～則 31 

則 32の 4～則 32の

6、 

則32の10～則36 

□ 第３種の消火設備については、消火

設備のチェックシートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備について

は、その位置及び設置数は適正か、

その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

 

 



３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

異物の混入等 
令24-9 

□ 危険物が変質していないか？ ①目視による確認  

□ 混入防止、変質防止の安全策を講じ

ているか？ 

○廃液処理にお

ける異常反応

防止にも留意 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

同時貯蔵 
令26-①-1ただし

書 

則38の4 

令26-①-1の2 

則39 

令26-①-1の3 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物品

を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 類の異なる危険物（定められたもの

を除く｡）を同一の貯蔵所に貯蔵して

いないか？ 

①目視による確認  

□ 水中に貯蔵する物品と禁水性物品を

同一の貯蔵所で貯蔵していないか？ 

 

 

 



 

６ 平屋建の建築物に設ける屋内タンク貯蔵所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を 

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 

法11-① 
□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等を

いう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

危険物保安監

督者 
法13-①、② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令12-①-3 

則17-① 

則18-① 

 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

タ
ン
ク
専
用
室 

壁、柱、床

等 
令12-①-12 

□ 壁、柱、床及びはりに亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じていな

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

屋根 
令12-①-13 

□ 屋根に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

窓及び出

入口 
令12-①-14 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置等にも留

意 



網入ガラ

ス 
令12-①-15 

□ 網入ガラスに破損はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなっていな

いか？ 

 

床 
令12-①-16 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水がないか？  

しきい 
令12-①-17 

□ しきいに亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

採光、照明、換

気設備等 
令12-①-18 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等の損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 ○汚れ、目詰ま

りにも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換気

を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

タンク本体｛底

板部及び側板

部｝ 
令12-①-5 

令12-①-6 

令12-①-10の2 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 鋼板に変形、亀裂はないか？  

□ 固定ボルトに腐食はないか、そのゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、実

測により確認 

 

□ 底板の水抜管周りに腐食、滞水等は

ないか、ピットに破損はないか？ 

①目視による確認  

□ 側板の水抜管、ミキサー、ヒーティ

ングコイル等の周りからの危険物の

漏れはないか？ 

 

□ 階段に変形、損傷はないか？  

□ 保温、保冷タンクの外装材に変形、

亀裂はないか、外装材内の滞水はな

いか？ 

 

タンク本体｛屋

根部｝ 
令12-①-5 

令12-①-6 

令26-①-4 

□ 屋根板等に変形、亀裂等はないか？ ①目視による確認  

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、実

測により確認 

 

□ マンホール、検尺口等の蓋が開放さ

れたままになっていないか、取付ボ

ルトのゆるみはないか？ 

①目視による確認  

通気管及び安全

装置 
令12-①-7 

則19-① 

則20-② 

□ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 通気管の先端の周囲１ｍ未満に窓、

出入口等開口部が設けられていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 引火防止装置の損傷はないか、金網

の目詰まり、腐食はないか？ 

①目視による確認  

□ 弁の作動状況はよいか、安全装置等

の機能はよいか？ 

 

自動表示装置 
令12-①-8 

□ 変形、損傷、腐食はないか、取付ボ

ルトのゆるみはないか？ 

①目視による確認  

□ 危険物の量は正しく表示されている

か？ 

 

配管・弁等 
令12-①-11 

則13の5 

令12-①-11の2 

令12-①-10 

令26-①-5 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

 

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトにゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  



 

□ 保温材に損傷はないか、その剥離は

ないか？ 

 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

 

□ 危険物の出し入れを行っていないタ

ンクの元弁は閉鎖されているか？ 

 

注入口 
令12-①-9 

則18-② 

令26-①-5 

□ 注入口の周囲に火気使用施設を設置

する等により、火災予防上支障のあ

る状況となっていないか？ 

①目視による確認  

□ 弁、ふた、注入口から危険物の漏れ

はないか？ 

 

□ 変形、損傷、腐食はないか？  

□ 接地電極の断線、取付ボルトのゆる

み等はないか？ 

①目視による確認  

□ 掲示板は見えにくくないか。記載内

容（特に品名）に誤りはないか、汚

損、破損等はないか？ 

①目視による確認  

ポンプ設備等 
令12-①-9の2 

則22の5-1、2 

則18-② 

令24-4の2 

□ ポンプ等からの危険物の漏れはない

か？ 

①目視による確認  

□ ポンプ等に変形、損傷、腐食はない

か？ 

 

□ ポンプ等は正常に機能しているか？ ①目視による確認  

□ ポンプの取付基礎に亀裂、損傷はな

いか、固定ボルトに腐食、損傷はな

いか、そのゆるみはないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ ポンプ室の屋根、壁、柱、床に亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に損傷はないか、その開閉

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認  

□ 囲い、貯留設備、油分離装置等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 油分離装置の機能はよいか？  

□ 貯留設備、油分離装置に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

□ 掲示板は見えにくくないか、記載内

容（特に品名）に誤りはないか、汚

損、破損等はないか？ 

 

電気設備 
令12-①-19 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

消火設備 
令20 

則29～則31 

則32の4～則36 

□ 第３種の消火設備については、消火

設備のチェックシートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備について

は、その位置及び設置数は適正か、

その機能はよいか？ 

①目視による確認  

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

 

 

 

 



３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。  

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

同時貯蔵 
令26-①-1 

則38の4 

令26-①-1の2 

則39 

令26-①-1の3 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物品

を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 類の異なる危険物（定められたもの

を除く｡）を同一の貯蔵所に貯蔵して

いないか？ 

①目視による確認  

□ 水中に貯蔵する物品と禁水性物品を

同一の貯蔵所で貯蔵していないか？ 

 

 



 

７ 平屋建の建築物以外に設ける屋内タンク貯蔵所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①、② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令12-①-3 

則17-①、則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により

確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

タ
ン
ク
専
用
室 

壁、柱、床等 
令12-②-3 

□ 壁、柱、床及びはりに亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

屋根等 
令12-②-4 

□ 屋根等に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

窓及び出入

口 
令12-②-5、6 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置等にも留

意 



床 
令12-①-16 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水がないか？  

しきい等 
令12-②-8 

□ しきい等に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

採光、照明、換気

設備等 
令12-①-18 

令12-②-7 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等の損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 ○汚れ、目詰ま

りにも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換気

を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により

確認 

 

タンク本体｛底板

部及び側板部｝ 
令12-①-5 

令12-①-6 

令12-①-10の2 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 鋼板に変形、亀裂はないか？  

□ 固定ボルトに腐食はないか、そのゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、

実測により確認 

 

□ 底板の水抜管周りに腐食、滞水等は

ないか、ピットに破損はないか？ 

①目視による確認  

□ 側板の水抜管、ミキサー、ヒーティ

ングコイル等の周りからの危険物の

漏れはないか？ 

 

□ 階段に変形、損傷はないか？  

□ 保温、保冷タンクの外装材に変形、

亀裂はないか、外装材内の滞水はな

いか？ 

 

タンク本体｛固定

屋根部｝ 
令12-①-5 

令12-①-6 

令26-①-4 

□ 屋根板等に変形、亀裂等はないか？ ①目視による確認  

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、

実測により確認 

 

□ マンホール、検尺口等の蓋が開放さ

れたままになっていないか、取付ボ

ルトのゆるみはないか？ 

①目視による確認  

通気管及び安全

装置 
令12-①-7 

則19-① 

則20-② 

□ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 通気管の先端の周囲１ｍ未満に窓、

出入口等開口部が設けられていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 引火防止装置の損傷はないか、金網

の目詰まり、腐食はないか？ 

①目視による確認  

□ 弁の作動状況はよいか、安全装置等

の機能はよいか？ 

 

自動表示装置 
令12-①-8 

□ 変形、損傷、腐食はないか、取付ボ

ルトのゆるみはないか？ 

①目視による確認  

□ 危険物の量は正しく表示されている

か？ 

 

配管・弁等 
令12-①-11 

則13の5 

令12-①-11の2 

令12-①-10 

令26-①-5 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

 

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトにゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温材に損傷はないか、その剥離は

ないか？ 

 



 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

 

□ 危険物の出し入れを行っていないタ

ンクの元弁は閉鎖されているか？ 

 

注入口 
令12-①-9 

則18-② 

令12-②-2 

令26-①-5 

□ 注入口の周囲に火気使用施設を設置

する等により、火災予防上支障のあ

る状況となっていないか？ 

①目視による確認  

□ 弁、ふた、注入口から危険物の漏れ

はないか？ 

 

□ 変形、損傷、腐食はないか？  

□ 接地電極の断線、取付ボルトのゆる

み等はないか？ 

①目視による確認  

□ 掲示板は見えにくくないか。記載内

容（特に品名）に誤りはないか、汚

損、破損等はないか？ 

①目視による確認  

ポンプ設備等 
令12-②-2の2 

則22の6-1、2 

則18-② 

令24-4の2 

□ ポンプ等からの危険物の漏れはない

か？ 

①目視による確認  

□ ポンプ等に変形、損傷、腐食はない

か？ 

 

□ ポンプ等は正常に機能しているか？ ①目視による確認  

□ ポンプの取付基礎に亀裂、損傷はな

いか、固定ボルトに腐食、損傷はな

いか、そのゆるみはないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ ポンプ室の屋根、壁、柱、床に亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に損傷はないか、その開閉

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認  

□ 囲い、貯留設備、油分離装置等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 油分離装置の機能はよいか？  

□ 貯留設備及び油分離装置に滞油、滞

水、土砂等の堆積はないか？ 

 

□ 掲示板は見えにくくないか、記載内

容（特に品名）に誤りはないか、汚

損、破損等はないか？ 

 

電気設備 
令12-①-19 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

消火設備 
令20 

則29～31 

則32の4～36 

□ 第３種の消火設備については、消火

設備のチェックシートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備について

は、その位置及び設置数は適正か、

その機能はよいか？ 

①目視による確認  

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートによ

る。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

 

 

 

 

 

 



３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

同時貯蔵 
令26-①-1 

則38の4 

令26-①-1の2 

則39 

令26-①-1の3 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物品

を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 類の異なる危険物（定められたもの

を除く｡）を同一の貯蔵所に貯蔵して

いないか？ 

①目視による確認  

□ 水中に貯蔵する物品と禁水性物品を

同一の貯蔵所で貯蔵していないか？ 

 

 

 



 

８ 地下タンク貯蔵所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①、② 

令31-①、令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4、 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

タンクの位置 
令13-①-1 

令13-②-1-イ､ロ 

則24の2の2-②､④ 

□ タンクの蓋に亀裂、損傷、不等沈下

等はないか？ 

①目視による確認  

□ 漏れ検知装置に亀裂、損傷はない

か？ 

 

□ 漏れ検知装置の機能はよいか？ ①作動により確認  



標識、掲示板 
令13-①-5 

則17-①、則18-① 

 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

タンクの構造 
令13-①-6 

令13-②-1 

令13-②-2 

令13-②-3 

令13-②-4 

則23 

則24の2の2-①､③ 

告4の47 

□ 危険物の漏れはないか？ ①検査棒の色、臭い等並びに（一財）

全国危険物安全協会発行の点検済

証及び定期点検記録表等により確

認 

 

通気管及び安全

装置 
令13-①-8 

則19-①、則20-③ 

令13-②柱書 

□ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 通気管の接続部分の点検口に亀裂、

損傷はないか？ 

 

□ 通気管の先端の周囲１ｍ未満に窓、

出入口等開口部が設けられていな

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 可燃性蒸気回収設備に損傷はない

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、移動タンク貯蔵所と可

燃性蒸気回収設備との接続により

確認 

 

□ 弁の作動状況はよいか、安全装置等

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②定期点検記録表により確認 

 

自動表示装置等 
令13-①-8の2 

令13-②柱書 

令26-①-4 

□ 自動表示装置に変形、損傷、腐食は

ないか、取付ボルトのゆるみはない

か？ 

①目視による確認  

□ 危険物の量は正しく表示されてい

るか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 計量口に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 計量口の蓋が開放されたままにな

っていないか、取付ボルトのゆるみ

はないか？ 

 

注入口 
令13-①-9 

則18-② 

令13-②柱書 

令26-①-5 

□ 注入口の周囲に火気使用施設を設

置する等により、火災予防上支障の

ある状況となっていないか？ 

①目視による確認  

□ 弁、ふた、注入口から危険物の漏れ

はないか？ 

 

□ 変形、損傷、腐食はないか？  

□ 接地電極の断線、その取付ボルトの

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 掲示板は見えにくくないか。記載内

容（特に品名）に誤りはないか、汚

損、破損等はないか？ 

①目視による確認  

ポンプ設備等 
令13-①-9の2 

則18-② 

令13-②柱書 

令24-4の2 

□ ポンプ等からの危険物の漏れはな

いか？ 

①目視による確認  

□ ポンプ等に変形、損傷、腐食はない

か？ 

 

□ ポンプ等は正常に機能している

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ ポンプ等の取付基礎に亀裂、損傷は

ないか、固定ボルトに腐食、損傷は

ないか、そのゆるみはないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 



 

□ ポンプ室の屋根、壁、柱、床に腐食、

損傷、ゆるみはないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に損傷はないか、その開閉

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 囲い、貯留設備、油分離装置等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 油分離装置の機能はよいか？  

□ 貯留設備、油分離装置に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

□ 掲示板は見えにくくないか、記載内

容（特に品名）に誤りはないか、汚

損、破損等はないか？ 

 

配管・弁等 
令13-①-10 

則13の5 

令13-①-11 

令13-②柱書 

令26-①-5 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？ ①目視による確認  

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材

の損傷、脱落

等が認められ

た場合には、

保温（冷）下

の配管が腐食

しているおそ

れがあること

か ら 、 保 温

（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

□ 危険物の出し入れを行っていない

タンクの元弁は閉鎖されている

か？ 

①目視による確認  

電気設備 
令13-①-12 

令13-②柱書 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

漏えい検知設備 
令13-①-13 

則23の3 

□ 検知設備に変形、損傷、腐食、目詰

まり等はないか？ 

①目視による確認  

□ 検知設備内部に土砂等の堆積はな

いか？ 

 

電気防食設備 

令13-①-7 

則23の2-①-2,3 

告4の49 

告4 

□ 端子箱に損傷はないか、端子のゆる

み等はないか、防食電位はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

高精度液面計 

令13-①-13 

則23の3-1 

告4の49の2 

□ 自動表示装置、検出部に変形、損傷、

腐食はないか、取付ボルトのゆるみ

はないか？ 

①目視による確認  

□ 危険物の量は正しく表示されてい

るか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、点検記録等により確認 

 



消火設備 
令20-①-3 

則35-1 

則36 

□ その位置及び設置数は適正か、その

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

同時貯蔵 
令26-①-1 

則38の4 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物品

を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 

 



 

９ 簡易タンク貯蔵所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

危険物保安監

督者 
法13-①、② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

屋外設置等 
令14-1 

□ 屋外に設置されている場合、位置は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

標識、掲示板 
令14-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

 

 

 

 

 



専 
 
 
 
 
 

用 
 
 
 
 
 

室 

壁、柱、床

等 
令14-1-イ 

□ 壁、柱、床及びはりに亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じてい

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

屋根 
令14-1-イ 

□ 屋根に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

窓及び出入

口 
令14-1-ロ 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置等にも留

意 

網入ガラス 
令14-1-ロ 

□ 網入ガラスに破損はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなってい

ないか？ 

 

床 
令14-1-ハ 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水がないか？  

採光、照明、

換気設備等 
令14-1-ニ 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等の損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 ○汚れ、目詰ま

りにも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

簡易貯蔵タンク

の数等 
令14-2、5、6、7 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 鋼板に変形、亀裂はないか？  

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、板厚測定により確認 

 

固定及び設置方

法 
令14-4 

□ タンクは車止め等により固定され

ているか？ 

①目視による確認  

□ 空地等内に新たに工作物等が設置

されたり、物品等が放置されていな

いか？ 

 

通気管 
令14-8 

則20-④ 

□ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 引火防止装置に損傷はないか、金網

の目詰まり、腐食はないか？ 

 

給油設備等 
令14-9 

□ 外装の内部に危険物の漏れはない

か？ 

①目視による確認  

□ ホースの長さは３ｍ以下に保たれ

ているか。また、ホースに亀裂、ひ

び割れ等がないか？ 

 

□ 給油ホース又は注油ホースの静電

気除去装置の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、接地抵抗試験等によ

り確認 

 

消火設備 
令20-①-3 

則29～則31 

則35-3 

□ その位置及び設置数は適正か、その

機能はよいか？ 

①目視による確認  

警報設備 
令21 

則36の2、則37、則

38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

 

 

 

 

 



 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

危険物の取扱

い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は 

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

同時貯蔵 
令26-①-1 

則38の4 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物品

を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

10 移動タンク貯蔵所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

□ 移動タンク貯蔵所の常置場所を変更

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 移動タンク貯蔵所にあっては、施設

の所在は明らかか？ 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の4 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

常置場所 
令15-①-1 

□ 壁、柱、はり及び屋根に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  

□ 周囲の建築物の新築、増築等により

防火上危険が生じていないか？ 

 

タンク本体 
令15-①-2、3、5、

8 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ タンク本体及びタンク附属設備（マ

ンホール、計量口、安全弁等）に破

損、変形はないか？ 

 



□ 塗装の剥離、腐食はないか？  

安全装置 
令15-①-4 

則19-② 

□ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 

 

弁の作動状況はよいか、機能はよい

か？ 

①目視による確認  

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

可燃性蒸気排

出設備 
令15-①-6 

□ 可燃性蒸気回収設備に損傷はない

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、地下タンク貯蔵所等と

可燃性蒸気回収設備との接続によ

り確認 

 

側面枠及び防

護枠 
令15-①-7 

則24の3 

□ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

手動閉鎖装置

等 
令15-①-9 

則24の4 

□ 手動閉鎖装置は容易に作動するか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 閉鎖装置に損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

配管先端の弁 
令15-①-12 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 弁に破損、変形はないか？  

□ 開閉コックは容易に作動するか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

電気設備の構

造 
令15-①-13 

□ 電動機及び配線に損傷はないか、そ

の機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

接地導線 
令15-①-14 

□ 接地導線に断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地導線は容易に引き出せるか？  

注入ホース、結

合金具 
令15-①-15 

□ 注入ホースに亀裂、損傷はないか、

結合金具に変形、損傷はないか？ 

①目視による確認  

静電気除去装

置 
令15-①-16 

□ 計量棒の受け金は離脱していない

か？ 

①目視による確認  

□ 導線に離脱、断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 計量棒の外筒の離脱、ゆるみ等はな

いか？ 

①目視による確認  

標識及び表示

等 
令15-①-10 

令15-①-17 

則17-② 

令26-①-6の2 

□ 標識及び表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 類、品名、最大数量に誤りはないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、完成検査済証、品名、

数量又は指定数量の倍数変更届出

書により確認 

 

消火設備 
令20-①-3 

則32の11 

則35-2 

□ その位置及び設置数は適正か、その

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

積載式移動タ

ンク貯蔵所の

特例 
令15-② 

則24の5 

□ 箱枠に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 緊結金具、すみ金具、Ｕボルトに変

形、損傷はないか、そのゆるみ等は

ないか？ 

 

□ 汚損等により見えにくくないか？  

 

 

 

 



 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の使

用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

底弁の使用時以

外の閉鎖 
令26-①-7 

□ 底弁は使用時以外完全に閉鎖されて

いるか？ 

①目視による確認  

書類の備付け 
令26-①-9､10 

則40の2の3 

則40の3の2 

□ 書類は、備え付けられているか？ ①目視及び関係者への質問により確

認 

 

注入ホースの緊

結 
令27-⑥-4-イ 

□ 注入ホースは、タンクに注入すると

き、その注入口に緊結されている

か？ 

①関係者への質問により確認  

容器への詰替え 
令27-⑥-4-ロ 

則40の5の2-① 

□ 容器への詰め替えは行っていない

か？ 

①関係者への質問により確認  

注入時、排出時

の接地 
令27-⑥-4-ハ 

則40の6 

□ 注入時、排出時の接地は適切か？ ①関係者への質問により確認  

注入時の原動機

停止 
令27-⑥-4-ニ 

□ 引火点が40℃未満の危険物を注入す

るとき、原動機を停止させている

か？ 

①関係者への質問により確認  

 



 

11 屋外貯蔵所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-①、令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 



２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

保安距離 
令16-①-1 

□ 保安距離内に保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

保有空地 
令16-①-4 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

設置場所 
令16-①-2 

令24-4の2 

□ 地盤に亀裂、損傷はないか、くぼ地

ができていないか？ 

①目視による確認  

□ 排水溝及び油分離装置に亀裂、損傷

はないか？ 

 

□ 周囲の地盤面が高くなっていない

か？ 

 

□ 油分離装置の機能はよいか？  

□ 油分離装置に滞油、滞水、土砂等の

堆積はないか？ 

 

さく等 
令16-①-3 

□ さく等に損傷はないか？ ①目視による確認  

架台 
令16-①-6 

則24の10 

□ 架台に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 架台の固定状況はよいか？  

□ 落下防止措置は適切か？  

標識、掲示板 
令16-①-5 

則17-①、則18-① 

□ 標識、掲示板は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

散水設備 
昭和63年政令第

358号附則9-⑥-1 

□ 散水設備等に損傷はないか、その機

能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

消火設備 
令20 

則29～36 

□ その位置及び設置数は適正か、また、

その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2、則37、

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  



 

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

貯蔵、取扱いの

基準 
令26-①-11 

則39の3 

令26-①-11の3 

則40の2の5 

□ 類別、危険等級に適応した内装容器

等に収納されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 運搬容器は、密閉されているか？ ①目視による確認  

□ 液体の危険物の運搬容器の収納率、

空間容積は適正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 外装容器の収納状況は適正か？  

□ 内装容器等に表示はあるか？  

□ 内装容器等の表示は適正か？  

□ 油種に応じた容器の積み重ね高さは

適正か？ 

①目視による確認  

同時貯蔵 
令26-①-1 

則38の4 

令26-①-1の2 

則39 

□ 貯蔵所に定められた物品以外の物品

を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 類の異なる危険物（定められたもの

を除く｡）を同一の貯蔵所に貯蔵して

いないか？ 

①目視による確認  

 

 



 

12 給油取扱所（屋外） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

給油空地及び注

油空地 
令17-①-1 

令17-①-2 

令17-①-3 

令27-⑥-1-ハ 

令27-⑥-1-ニ 

則24の14-2、3 

則24の15-1、2 

□ 給油空地内又は注油空地内に新たに

工作物等が設置されていないか？ 

①目視による確認  

□ 給油空地内で給油を行っているか？ ①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 注油空地内で注油（又は注入）を行

っているか？ 

 

地盤面 
令17-①-5 

則24の17-1 

□ 地盤沈下、前面道路のかさ上げ工事

等で周囲の地盤面より低くなってい

ないか？ 

①目視による確認  

舗装 
令17-①-4 

則24の16-1、2 

□ 表面（特にコンクリートの目地）に

亀裂、くぼみ等は生じていないか？ 

 

排水溝及び油分

離装置 
令17-①-5 

令24-4の2 

則24の17-1、2、3 

告4の51 

□ 排水溝及び油分離装置に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  

□ 排水溝及び油分離装置の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 排水溝及び油分離装置に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

標識、掲示板 
令17-①-6 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

専用タンク、廃

油タンク等及び

簡易タンク 
令17-①-7 

令17-①-8 

令27-⑥-1-ホ 

□ 専用タンク、廃油タンク等及び簡易

タンクは、地下タンク貯蔵所及び簡

易タンク貯蔵所のチェックシートに

よる。 

①同左  

固定給油設備及

び灯油用固定注

油設備 
令17-①-10 

則25の2 

令17-①-11 

則25の3 

令17-①-15 

令27-⑥-1-イ 

令27-⑥-1-ロ 

令27-⑥-1-ヘ 

□ 設備の固定ボルト等の腐食、ゆるみ

等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 固定給油設備等の取付部、フランジ

部等から危険物の漏れがないか？ 

①外装を取り外し、目視による確認  

□ ホースの長さは、許可時の長さ（懸

垂式は固定の長さ）に保たれている

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 静電気除去装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 危険物を自動的に専用タンクに戻す

ことができる装置（懸垂式のものに

限る｡）の機能はよいか？ 

①作動により確認  

□ 油種、品名等の表示は、見えにくく

ないか？ 

①目視による確認  

□ 緊急停止装置の機能はよいか？（懸

垂式のものに限る。） 

①作動又は定期点検記録表等により

確認 

 

□ ドラム缶、石油缶等から自動車に給

油していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 給油中はエンジンを停止させている

か？ 

 

□ 専用タンク等への注入中は、固定給

油設備等の使用を中止しているか？ 

①関係者への質問により確認  

建築物等 
令17-①-16 

則25の4-① 

□ 建築物その他の工作物が給油又はこ

れに附帯する業務以外の用途に使用

されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 



 

則25の4-② 

令17-①-17 

則25の4-④ 

令17-①-18 

則25の4-⑤ 

令27-⑥-1-ヲ 

則40の3の６ 

□ 事務所等の床面積の合計が300㎡を

超えていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 建築物の壁、柱、床、はり、屋根、

ひさし及び防火区画に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に損傷はないか、その開閉

機能はよいか。また、事務所等の扉

の自動閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 網入ガラス等に破損はないか、また、

網入ガラス又は防火設備のガラス以

外のものとなっていないか？ 

①目視による確認  

□ 事務所等の犬走り又は出入口の敷居

の高さは、周囲地盤の補修等により

不足していないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 物品の販売等の業務は定められた場

所で行われているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ ２階の販売室から敷地外への避難は

速やかにできるか？ 

①目視による確認  

防火塀 
令17-①-19 

則25の4の2 

告4の52 

□ 塀又は壁に亀裂、損傷、傾斜等はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 開口部に設けられた防火設備に損傷

はないか？ 

 

□ 網入りガラス等に破損はないか、ま

た、網入りガラス以外のものとなっ

ていないか？ 

 

□ 周囲の建築物の新築、増築により塀

又は壁の高さの不足が生じていない

か？ 

 

ポンプ室等 
令17-①-20-イ 

令24-4の2 

令17-①-20-ロ 

令17-①-20-ハ 

令24-6 

□ 壁、柱、床、屋根及び貯留設備に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積はないか？ 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 危険物の性質に応じて遮光又は換気

を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

道路境界線から

の間隔を保つこ

とを要しないポ

ンプ室 
則25の3の2 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根（又は上

階の床）に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 扉に変形、損傷はないか、その自動

閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

電気設備 
令17-①-21 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

附随設備等 
令17-①-22 

則25の5 

令17-①-23 

□ 固定給油設備等からの離隔距離は確

保されているか？ 

①目視による確認  

□ 附随設備から危険物の漏れはない

か？ 

 

□ 蒸気洗浄機の周囲の囲い及び煙突に

亀裂、損傷はないか？ 

 

□ 附随設備に収納する危険物の数量の

総和は、指定数量未満となっている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 給油に支障があると認められる設備

を設置していないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ その位置及び設置数は適正か、その

機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

 



り確認 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

避難設備 
令21の2 

則38の2 

□ 誘導灯の位置は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 誘導灯に損傷はないか、その機能不

良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

駐車の禁止等 □ 給油及び注入時の禁止場所において ①目視及び関係者への質問により確  



 

令27-⑥-1-チ 

則40の3の4 
駐車、整備又は点検を行っていない

か？ 

認 

洗剤の使用制

限 
令27-⑥-1-ル 

□ 引火点を有する液体の洗剤を使用し

ていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

出入りさせな

いための措置 
令27-⑥-1-ワ 

□ 給油業務を行っていないときは、ロ

ープ、鎖、施錠等により必要な措置

を講じているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

12-2 顧客に自ら給油等させる給油取扱所（屋外） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

給油空地及び注油空

地 
令17-①-1 

令17-①-2 

令17-①-3 

令27-⑥-1-ハ 

令27-⑥-1-ニ 

則24の14-2、3 

則24の15-1、2 

□ 給油空地内又は注油空地内に新た

に工作物等が設置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 給油空地内で給油を行っている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 注油空地内で注油（又は注入）を行

っているか？ 

 

地盤面 
令17-①-5 

則24の17-1 

□ 地盤沈下、前面道路のかさ上げ工事

等で周囲の地盤面より低くなって

いないか？ 

①目視による確認  

舗装 
令17-①-4 

則24の16-1、2 

□ 表面（特にコンクリートの目地）に

亀裂、くぼみ等は生じていないか？ 

 

排水溝及び油分離装置 
令17-①-5 

令24-4の2 

則24の17-1、2、3 

告4の51 

□ 排水溝及び油分離装置に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  

□ 排水溝及び油分離装置の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 排水溝及び油分離装置に滞油、滞

水、土砂等の堆積はないか？ 

 

標識、掲示板 
令17-①-6 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

顧客に自ら給油等さ

せることができる給

油取扱所である旨の

表示 
則28の2の4-1 

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

専用タンク、廃油タン

ク等及び簡易タンク 
令17-①-7 

令17-①-8 

令27-⑥-1-ホ 

□ 専用タンク、廃油タンク等及び簡易

タンクは、地下タンク貯蔵所及び簡

易タンク貯蔵所のチェックシート

による。 

①同左  

固定給油設備及び灯

油用固定注油設備 
令17-①-10 

則25の2 

令17-①-11 

則25の3 

令17-①-15 

令27-⑥-1-イ 

令27-⑥-1-ロ 

令27-⑥-1-ヘ 

則28の2の5-2～5 

□ 設備の固定ボルト等の腐食、ゆるみ

等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 固定給油設備等の取付部、フランジ

部等から危険物の漏れがないか？ 

①外装を取り外し、目視による確認  

□ ホースの長さは、許可時の長さ（懸

垂式は固定の長さ）に保たれている

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 静電気除去装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 危険物を自動的に専用タンクに戻

すことができる装置（懸垂式のもの

に限る｡）の機能はよいか？ 

①作動により確認  

□ 油種、品名等の表示は、見えにくく

ないか？ 

①目視による確認  

□ 緊急停止装置の機能はよいか？（懸

垂式のものに限る。） 

①作動又は定期点検記録表等により

確認 

 

□ ドラム缶、石油缶等から自動車に給

油していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 



 

□ 給油中はエンジンを停止させてい

るか？ 

 

□ 専用タンク等への注入中は、固定給

油設備等の使用を中止している

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 顧客用給油ノズル及び顧客用注油

ノズルの機能はよいか？ 

（手動開閉装置、脱落時停止装置、

満量停止装置、緊急離脱カプラー、

可燃性蒸気回収装置、誤給油防止装

置、定量・低時間制御装置等） 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 感震器の機能はよいか? ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 衝突防止措置に汚損、破損はない

か？ 

①目視による確認  

□ 自動車等の停止位置や容器の置き場

所の表示は、見えにくくないか？ 

①目視による確認  

□ 使用方法、危険物の品名の表示、色

彩は、見えにくくないか？ 

①目視による確認  

制御卓等 
則28の2の5-6,7 

□ 制御卓は顧客用固定給油設備等を

視認できる位置か? 

①目視による確認  

□ 監視設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 制御装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 放送機器等の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 可搬式の制御機器の機能はいよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、関係者への質問により

確認 

 

建築物等 
令17-①-16 

則25の4-① 

則25の4-② 

令17-①-17 

則25の4-④ 

令17-①-18 

則25の4-⑤ 

令27-⑥-1-ヲ 

則40の3の６ 

□ 建築物その他の工作物が給油又は

これに附帯する業務以外の用途に

使用されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 事務所等の床面積の合計が300㎡を

超えていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 建築物の壁、柱、床、はり、屋根、

ひさし及び防火区画に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に損傷はないか、その開閉

機能はよいか。また、事務所等の扉

の自動閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 網入ガラス等に破損はないか、ま

た、網入ガラス又は防火設備のガラ

ス以外のものとなっていないか？ 

①目視による確認  

□ 事務所等の犬走り又は出入口の敷

居の高さは、周囲地盤の補修等によ

り不足していないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 物品の販売等の業務は定められた

場所で行われているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ ２階の販売室から敷地外への避難

は速やかにできるか？ 

①目視による確認  

防火塀 
令17-①-19 

□ 塀又は壁に亀裂、損傷、傾斜等はな

いか？ 

①目視による確認  



則25の4の2 

告4の52 
□ 開口部に設けられた防火設備に損

傷はないか？ 

 

□ 網入りガラス等に破損はないか、ま

た、網入りガラス以外のものとなっ

ていないか？ 

 

□ 周囲の建築物の新築、増築により塀

又は壁の高さの不足が生じていな

いか？ 

 

ポンプ室等 
令17-①-20-イ 

令24-4の2 

令17-①-20-ロ 

令17-①-20-ハ 

令24-6 

□ 壁、柱、床、屋根及び貯留設備に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積はないか？ 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 危険物の性質に応じて遮光又は換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

道路境界線からの間

隔を保つことを要し

ないポンプ室 
則25の3の2 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根（又は上

階の床）に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 扉に変形、損傷はないか、その自動

閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

電気設備 
令17-①-21 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

附随設備等 
令17-①-22 

則25の5 

令17-①-23 

□ 固定給油設備等からの離隔距離は

確保されているか？ 

①目視による確認  

□ 附随設備から危険物の漏れはない

か？ 

 

□ 蒸気洗浄機の周囲の囲い及び煙突

に亀裂、損傷はないか？ 

 

□ 附随設備に収納する危険物の数量

の総和は、指定数量未満となってい

るか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 給油に支障があると認められる設

備を設置していないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ パッケージ型固定泡消火設備につ

いては、泡消火設備のチェックシー

トによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

避難設備 
令21の2 

則38の2 

□ 誘導灯の位置は見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 誘導灯に損傷はないか、その機能不

良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

 

 

 

 



 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

駐車の禁止等 
令27-⑥-1-チ 

則40の3の4 

□ 給油及び注入時の禁止場所において

駐車、整備又は点検を行っていない

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

洗剤の使用制

限 
令27-⑥-1-ル 

□ 引火点を有する液体の洗剤を使用し

ていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

出入りさせな

いための措置 
令27-⑥-1-ワ 

□ 給油業務を行っていないときは、ロ

ープ、鎖、施錠等により必要な措置

を講じているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

13 給油取扱所（屋内） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

屋内給油取扱所を

設ける建築物制限 
令17-②-1 

則25の7 

□ 建築物内に消防法施行令別表第１

（6）項の用途に供する部分ができ

てないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

給油空地及び注油

空地 
令17-①-1 

令17-①-2 

令17-①-3 

令27-⑥-1-ハ 

令27-⑥-1-ニ 

則24の14-2、3 

則24の15-1、2 

□ 給油空地内又は注油空地内に新た

に工作物等が設置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 給油空地内で給油を行っている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 注油空地内で注油（又は注入）を行

っているか？ 

 

地盤面 
令17-①-5 

則24の17-1 

□ 地盤沈下、前面道路のかさ上げ工事

等で周囲の地盤面より低くなって

いないか？ 

①目視による確認  

舗装 
令 17-①-4 
令 24の 16-1、2 

□ 表面（特にコンクリートの目地）に

亀裂、くぼみ等は生じていないか？ 

 

排水溝及び油分離

装置 
令17-①-5 

令24-4の2 

則24の17-1、2、3 

告4の51 

□ 排水溝及び油分離装置に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  

□ 排水溝及び油分離装置の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 排水溝及び油分離装置に滞油、滞

水、土砂等の堆積はないか？ 

 

標識、掲示板 
令17-①-6 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

専用タンク及び廃

油タンク 
令17-①-7 

令17-②-2 

 

通気管 
令17-②-3 

則20-⑤ 

 

過剰注入防止設備 
令17-②-4 

令27-⑥-1-ホ 

□ 専用タンク及び廃油タンク等は、地

下タンク貯蔵所のチェックシート

による。 

①同左  

□ 自動表示装置に変形、損傷、腐食は

ないか？ 

 

①目視による確認  

□ 危険物の量は、正しく表示されてい

るか？ 

 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 自動過剰注入防止設備に損傷はな

いか、その機能はよいか？ 

 

固定給油設備及び

灯油用固定注油設

備 
令17-①-10 

則25の2 

令17-①-11 

則25の3 

令17-①-15 

令27-⑥-1-イ 

令27-⑥-1-ロ 

令27-⑥-1-ヘ 

□ 設備の固定ボルト等の腐食、ゆるみ

等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 固定給油設備等の取付部、フランジ

部等から危険物の漏れがないか？ 

①外装を取り外し、目視による確認  

□ ホースの長さは、許可時の長さ（懸

垂式は固定の長さ）に保たれている

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 静電気除去装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 危険物を自動的に専用タンクに戻

すことができる装置（懸垂式のもの

に限る｡）の機能はよいか？ 

①作動により確認  



 

□ 油種、品名等の表示は、見えにくく

ないか？ 

①目視による確認  

□ 緊急停止装置の機能はよいか？ ①作動又は定期点検記録表等により

確認 

 

□ ドラム缶、石油缶等から自動車に給

油していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 給油中はエンジンを停止させてい

るか？ 

 

□ 専用タンク等への注入中は、固定給

油設備等の使用を中止している

か？ 

①関係者への質問により確認  

建

築

物 

附帯業務 
令17-①-16 

則25の4-① 

則25の4-② 

 

壁、柱、床、

はり等 
令17-②-5 

 

防火設備等 
令 17-② -7 の

2 

 

本社事務所

等の区画 
令17-②-6 

則25の4-④ 

 

物品販売等 
令27-⑥-1-ヲ 

則40の3の6 

□ 建築物その他の工作物が給油又は

これに附帯する業務以外の用途に

使用されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 事務所等の床面積の合計が300㎡を

超えていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 建築物の壁、柱、床、はり、屋根、

ひさし及び防火区画に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に損傷はないか、その開閉

機能はよいか。また、事務所等の扉

の自動閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 網入ガラス等に破損はないか、ま

た、網入ガラス又は防火設備のガラ

ス以外のものとなっていないか？ 

①目視による確認  

□ 物品の販売等の業務は定められた

場所で行われているか？ 

 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ ２階の販売室から敷地外への避難

は速やかにできるか？ 

①目視による確認  

二面開放屋内給油

取扱所 
令17-②-9 

則25の8 

□ 通風等のための空地に避難及び通

風に支障を及ぼすものはないか？ 

①目視による確認  

□ 駐車禁止の表示は見えにくくなっ

ていないか？ 

 

一面開放屋内給油

取扱所 
令17-②-9 

則25の9-1 

則25の9-3 

則25の9-4 

則25の9-5 

□ 避難口の自動閉鎖式特定防火設備

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 避難経路に避難の支障となるもの

はないか？ 

①目視による確認  

□ 可燃性蒸気回収設備の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 可燃性蒸気検知警報設備の機能は

よいか？ 

 

□ 固定給油（注油）設備の自動車等の

衝突防止措置に損傷等はないか？ 

①目視による確認  

防火塀 
令17-①-19 

則25の4の2 

告4の52 

□ 塀又は壁に亀裂、損傷、傾斜等はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 開口部に設けられた防火設備に損

傷はないか？ 

 

□ 網入りガラス等に破損はないか、ま

た、網入りガラス以外のものとなっ

ていないか？ 

 

□ 周囲の建築物の新築、増築により塀

又は壁の高さの不足が生じていな

いか？ 

 

ポンプ室等 
令17-①-20-イ 

□ 壁、柱、床、屋根及び貯留設備に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  



令24-4の2 

令17-①-20-ロ 

令17-①-20-ハ 

令24-6 

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積はないか？ 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 危険物の性質に応じて遮光又は換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

道路境界線からの

間隔を保つことを

要しないポンプ室 
則25の3の2 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根（又は上

階の床）にきれつ、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 扉に変形、損傷はないか、その自動

閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

電気設備 
令17-①-21 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

附随設備等 
令17-①-22 

則25の5 

令17-①-23 

□ 固定給油設備等からの離隔距離は

確保されているか？ 

①目視による確認  

□ 附随設備から危険物の漏れはない

か？ 

 

□ 蒸気洗浄機の周囲の囲い及び煙突

に亀裂、損傷はないか？ 

 

□ 附随設備に収納する危険物の数量

の総和は、指定数量未満となってい

るか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 給油に支障があると認められる設

備を設置していないか？ 

①目視による確認  

屋内給油取扱所に

おける穴、くぼみ 
令17-②-10 

□ 給油取扱所の床又は地盤に穴、くぼ

みが生じていないか？ 

①目視による確認  

上部に上階がある

場合 
令17-②-11 

則25の10-1､2 

□ 局限化設備及び収容設備に損傷、機

能不良はないか？ 

①目視による確認  

□ 可燃性蒸気検知警報設備の機能は

よいか？ 

①作動及び定期点検記録表等により

確認 

 

□ 開口部の上部の屋根又はひさしに

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 上階の増改築で新たに屋根又はひ

さしが必要となっていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 上階の用途が変更されていない

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第３種消火設備については、消火設

備のチェックシートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

避難設備 
令21の2 

則38の2 

□ 誘導灯の位置は見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 誘導灯に損傷はないか、その機能不

良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

 

 

 

 

 



 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危

険物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数

を無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態

で使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 ○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での

火気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者

の出入りの管理は適切に行われて

いるか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障と

なる物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたまま

になっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な

場所で危険物を除去した後に行っ

ているか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

機械器具等の使

用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続して

いるか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみがで

きていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

駐車の禁止等 
令27-⑥-1-チ 

則40の3の4 

□ 給油及び注入時の禁止場所におい

て駐車、整備又は点検を行っていな

いか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

洗剤の使用制限 
令27-⑥-1-ル 

□ 引火点を有する液体の洗剤を使用

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

出入りさせない

ための措置 
令27-⑥-1-ワ 

□ 給油業務を行っていないときは、ロ

ープ、鎖、施錠等により必要な措置

を講じているか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

 



 

13-2 顧客に自ら給油等させる給油取扱所（屋内） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視及び関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

屋内給油取扱所を設

ける建築物制限 
令17-②-1 

則25の7 

□ 建築物内に消防法施行令別表第１

（6）項の用途に供する部分ができ

てないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 自動火災報知設備については、自

動火災報知設備のチェックシート

による。 

①同左  

給油空地及び注油空

地 
令17-①-1 

令17-①-2 

令17-①-3 

令27-⑥-1-ハ 

令27-⑥-1-ニ 

則24の14-2、3 

則24の15-1、2 

□ 給油空地内又は注油空地内に新た

に工作物等が設置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 給油空地内で給油を行っている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 注油空地内で注油（又は注入）を

行っているか？ 

 

地盤面 
令17-①-5 

則24の17-1 

□ 地盤沈下、前面道路のかさ上げ工

事等で周囲の地盤面より低くなっ

ていないか？ 

①目視による確認  

舗装 
令 17-①-4 
令 24の 16-1、2 

□ 表面（特にコンクリートの目地）

に亀裂、くぼみ等は生じていない

か？ 

 

排水溝及び油分離装

置 
令17-①-5 

令24-4の2 

則24の17-1、2、3 

告4の51 

□ 排水溝及び油分離装置に亀裂、損

傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 排水溝及び油分離装置の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 排水溝及び油分離装置に滞油、滞

水、土砂等の堆積はないか？ 

 

標識、掲示板 
令17-①-6 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、

倍数、危険物保安監督者の氏名等）

に誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

顧客に自ら給油等さ

せることができる給

油取扱所である旨の

表示 
則28の2の4-1 

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

専用タンク及び廃油

タンク 
令17-①-7 

令17-②-2 

 

通気管 
令17-②-3 

則20-⑤ 

 

過剰注入防止設備 
令17-②-4 

令27-⑥-1-ホ 

□ 専用タンク及び廃油タンク等は、

地下タンク貯蔵所のチェックシー

トによる。 

①同左  

□ 自動表示装置に変形、損傷、腐食

はないか？ 

 

①目視による確認  

□ 危険物の量は、正しく表示されて

いるか？ 

 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 自動過剰注入防止設備に損傷はな

いか、その機能はよいか？ 

 

固定給油設備及び灯

油用固定注油設備 
令17-①-10 

則25の2 

令17-①-11 

□ 設備の固定ボルト等の腐食、ゆる

み等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 固定給油設備等の取付部、フラン

ジ部等から危険物の漏れがない

か？ 

①外装を取り外し、目視による確認  



 

則25の3 

令17-①-15 

令27-⑥-1-イ 

令27-⑥-1-ロ 

令27-⑥-1-ヘ 

則28-2の5-2～5 

□ ホースの長さは、許可時の長さ（懸

垂式は固定の長さ）に保たれてい

るか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 静電気除去装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 危険物を自動的に専用タンクに戻

すことができる装置（懸垂式のも

のに限る｡）の機能はよいか？ 

①作動により確認  

□ 油種、品名等の表示は、見えにく

くないか？ 

①目視による確認  

□ 緊急停止装置の機能はよいか？ ①作動又は定期点検記録表等により

確認 

 

□ ドラム缶、石油缶等から自動車に

給油していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 給油中はエンジンを停止させてい

るか？ 

 

□ 専用タンク等への注入中は、固定

給油設備等の使用を中止している

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 顧客用給油ノズル及び顧客用注油

ノズルの機能はよいか？ 

（手動開閉装置、脱落時停止装置、

満量停止装置、緊急離脱カプラー、

可燃性蒸気回収装置、誤給油防止

装置、定量・低時間制御装置等） 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 感震器の機能はよいか? ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 衝突防止措置に汚損、破損はない

か？ 

①目視による確認  

□ 自動車等の停止位置や容器の置き

場所の表示は、見えにくくないか？ 

①目視による確認  

□ 使用方法、危険物の品名の表示、

色彩は、見えにくくないか？ 

①目視による確認  

制御卓等 
則28の2の5-6,7 

□ 制御卓は顧客用固定給油設備等を

視認できる位置か? 

①目視による確認  

□ 監視設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 制御装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 放送機器等の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 可搬式の制御機器の機能はいよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、関係者への質問によ

り確認 

 

建

築

物 

附帯業務 
令17-①-16 

則25の4-① 

則25の4-② 

 

壁、柱、床、は

り等 
令17-②-5 

 

 

□ 建築物その他の工作物が給油又は

これに附帯する業務以外の用途に

使用されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 事務所等の床面積の合計が300㎡

を超えていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 建築物の壁、柱、床、はり、屋根、

ひさし及び防火区画に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  



防火設備等 
令 17-② -7 の 2 

 

本社事務所等

の区画 
令17-②-6 

則25の4-④ 

 

物品販売等 
令27-⑥-1-ヲ 

則40の3の6 

□ 防火設備に損傷はないか、その開

閉機能はよいか。また、事務所等

の扉の自動閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 網入ガラス等に破損はないか、ま

た、網入ガラス又は防火設備のガ

ラス以外のものとなっていない

か？ 

①目視による確認  

□ 物品の販売等の業務は定められた

場所で行われているか？ 

 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ ２階の販売室から敷地外への避難

は速やかにできるか？ 

①目視による確認  

二面開放屋内給油取

扱所 
令17-②-9 

則25の8 

□ 通風等のための空地に避難及び通

風に支障を及ぼすものはないか？ 

①目視による確認  

□ 駐車禁止の表示は見えにくくなっ

ていないか？ 

 

一面開放屋内給油取

扱所 
令17-②-9 

則25の9-1 

則25の9-3 

則25の9-4 

則25の9-5 

□ 避難口の自動閉鎖式特定防火設備

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 避難経路に避難の支障となるもの

はないか？ 

①目視による確認  

□ 可燃性蒸気回収設備の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 可燃性蒸気検知警報設備の機能は

よいか？ 

 

□ 固定給油（注油）設備の自動車等

の衝突防止措置に損傷等はない

か？ 

①目視による確認  

防火塀 
令17-①-19 

則25の4の2 

告4の52 

□ 塀又は壁に亀裂、損傷、傾斜等は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 開口部に設けられた防火設備に損

傷はないか？ 

 

□ 網入りガラス等に破損はないか、

また、網入りガラス以外のものと

なっていないか？ 

 

□ 周囲の建築物の新築、増築により

塀又は壁の高さの不足が生じてい

ないか？ 

 

ポンプ室等 
令17-①-20-イ 

令24-4の2 

令17-①-20-ロ 

令17-①-20-ハ 

令24-6 

□ 壁、柱、床、屋根及び貯留設備に

亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の

堆積はないか？ 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に

損傷はないか、機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 危険物の性質に応じて遮光又は換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

道路境界線からの間

隔を保つことを要し

ないポンプ室 
則25の3の2 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根（又は

上階の床）にきれつ、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 扉に変形、損傷はないか、その自

動閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

電気設備 
令17-①-21 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動

機、照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等

はないか？ 

 

附随設備等 
令17-①-22 

則25の5 

令17-①-23 

□ 固定給油設備等からの離隔距離は

確保されているか？ 

①目視による確認  

□ 附随設備から危険物の漏れはない

か？ 

 



 

□ 蒸気洗浄機の周囲の囲い及び煙突

に亀裂、損傷はないか？ 

 

□ 附随設備に収納する危険物の数量

の総和は、指定数量未満となって

いるか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 給油に支障があると認められる設

備を設置していないか？ 

①目視による確認  

屋内給油取扱所にお

ける穴、くぼみ 
令17-②-10 

□ 給油取扱所の床又は地盤に穴、く

ぼみが生じていないか？ 

①目視による確認  

上部に上階がある場

合 
令17-②-11 

則25の10-1､2 

□ 局限化設備及び収容設備に損傷、

機能不良はないか？ 

①目視による確認  

□ 可燃性蒸気検知警報設備の機能は

よいか？ 

①作動及び定期点検記録表等により

確認 

 

□ 開口部の上部の屋根又はひさしに

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 上階の増改築で新たに屋根又はひ

さしが必要となっていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 上階の用途が変更されていない

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

消火設備 
令20 

則29～36 

□ パッケージ型固定泡消火設備につ

いては、泡消火設備のチェックシ

ートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はな

いか、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

避難設備 
令21の2 

則38の2 

□ 誘導灯の位置は見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 誘導灯に損傷はないか、その機能

不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危

険物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数

を無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態

で使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 ○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での

火気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者

の出入りの管理は適切に行われて

いるか？ 

①関係者への質問により確認  



□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障と

なる物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたまま

になっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な

場所で危険物を除去した後に行っ

ているか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

機械器具等の使

用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続して

いるか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみがで

きていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

駐車の禁止等 
令27-⑥-1-チ 

則40の3の4 

□ 給油及び注入時の禁止場所におい

て駐車、整備又は点検を行っていな

いか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

洗剤の使用制限 
令27-⑥-1-ル 

□ 引火点を有する液体の洗剤を使用

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

出入りさせない

ための措置 
令27-⑥-1-ワ 

□ 給油業務を行っていないときは、ロ

ープ、鎖、施錠等により必要な措置

を講じているか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

 



 

14 第一種販売取扱所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ 等の

情報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備

や塗装 に留

意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監督

者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

設置位置 
令18-①-1 

□ 地階又は２階以上の階を店舗とし

て使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

標識、掲示板 
令18-①-2 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

建
築
物 

壁 
令18-①-3 

□ 壁に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

はり及び天

井 
令18-①-4 

□ はり及び天井に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

上階の床等 
令18-①-5 

□ 上階の床又は屋根に亀裂、損傷はな

いか？ 

①目視による確認  

窓及び出入 □ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  



口 
令18-①-6 

□ 防火設備の開閉機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置等にも留

意 

網入ガラス 
令18-①-7 

□ 網入ガラスに損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなってい

ないか？ 

 

電気設備 
令18-①-8 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

①目視による確認  

配合室 
令18-①-9 

令24-4の2 

□ 壁、床、貯留設備及びしきいに亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に変形、損傷はないか？  

□ 防火設備の自動閉鎖の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 排出設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

 

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20-①-3 

則29～31 

則32の11 

則35-3 

則36 

□ 位置及び設置数は適正か、また、そ

の機能不良はないか？ 

①目視による確認  

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危

険物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数

を無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態

で使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 ○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での

火気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障と

なる物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたまま

になっていないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

機械器具等の使

用制限 
□ 電線と電気器具は完全に接続して

いるか？ 

①目視による確認  



 

令24-13  □ 振動等により接続部にゆるみがで

きていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

配合、容器詰替

え等 
令27-③-1 

則39の3 

令27-⑥-2-イ 

令27-⑥-2-ロ 

則40の3の11 

□ 類別、危険等級に適応した内装容器

等に収納されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

□ 運搬容器は、密閉されているか？ ①目視による確認  

□ 液体の危険物の運搬容器の収納率、

空間容積は適正か？ 

①目視及び関係者への質問により確認  

□ 外装容器の収納状況は適正か？  

□ 内装容器等に表示はあるか？  

□ 内装容器等の表示は適正か？  

□ 塗料類等の危険物以外の危険物を

配合していないか？ 

 

□ 詰替えを行っていないか？  

□ 配合室以外の場所で配合していな

いか？ 

 

□ 危険物は容器入りのままで販売し

ているか？ 

 

 



 

15 第二種販売取扱所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

設置位置 
令18-①-1 

□ 地階又は２階以上の階を店舗として

使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

標識、掲示板 
令18-①-2 

□ 標識、掲示板は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

建
築
物 

壁、柱、床

等 
令18-②-1 

□ 壁、柱、床、はり、屋根及び天井に

亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

上階の床等 
令18-②-2 

□ 上階の床、上階への延焼防止の措置

又は屋根亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  



窓 
令18-②-3 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある部分となっていな

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

出入口 
令18-②-4 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある壁又は出入口が生

じていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

網入ガラス 
令18-①-7 

□ 網入ガラスに損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなっていな

いか？ 

 

電気設備 
令18-①-8 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

①目視による確認  

配合室 
令18-①-9 

令24-4の2 

□ 壁、床、貯留設備及びしきいに亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に変形、損傷はないか？  

□ 防火設備の自動閉鎖の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 排出設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

 

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20-①-2 

則29～31 

則32の10 

則32の11 

則34 

則36 

□ 第４種及び第５種の消火設備の位置

及び設置数は適正か、また、その機

能はよいか？ 

①目視による確認  

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認  

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 



 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13  

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

配合、容器詰替

え等 
令27-③-1 

則39の3 

令27-⑥-2-イ 

令27-⑥-2-ロ 

則40の3の11 

□ 類別、危険等級に適応した内装容器

等に収納されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 運搬容器は、密閉されているか？ ①目視による確認  

□ 液体の危険物の運搬容器の収納率、

空間容積は適正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 外装容器の収納状況は適正か？  

□ 内装容器等に表示はあるか？  

□ 内装容器等の表示は適正か？  

□ 塗料類等の危険物以外の危険物を配

合していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 詰替えを行っていないか？  

□ 配合室以外の場所で配合していない

か？ 

 

□ 危険物は容器入りのままで販売して

いるか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

16 移送取扱所 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ 等の

情報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備

や塗装 に留

意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安統

括管理者 
法12の7 

令30の3 

則47の4 

告69 

□ 選任を必要とする事業所において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

危険物施設保

安員 
法14 

令36 

則59 

則60 

□ 選任を必要とする製造所等において

は､これを選任しているか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 



□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

保安検査 
法14の3 

令8の4 

□ 定められた期間内に保安検査を受け

ているか？ 

①施設台帳等により確認  

自衛消防組織 
法14の4 

令38 

令38の2-① 

則64 

則64の2 

令38の2-② 

則65 

令38の2-③ 

□ 指定施設は自衛消防組織を定めてい

るか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、編成表により確認 

 

□ 自衛消防組織の編成（人員数、化学

消防自動車の台数）はよいか？ 

 

□ 化学消防自動車は、必要な消火能力

及び設備を有しているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 化学消防自動車には、必要な消火薬

剤及び必要な器具を備えているか？ 

 

□ 定期的に訓練を実施しているか？ ①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、実施結果記録簿により

確認 

 

 

２ 位置、構造及び設備並びに貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

移 
 
 
 
 
 

送 
 
 
 
 
 

基 
 
 
 
 
 

地 

移送基地

の保安措

置 
則28の51 

告66 

令24-4の2 

□ さく、塀等に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 敷地境界の変更により、必要な距離

に不足を生じていないか？ 

①目視、実測及び関係者への質問に

よる確認 

 

□ 土盛等に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 水抜口は閉鎖されているか、土砂等

のつまりはないか？ 

 

□ 油分離装置に亀裂、損傷はないか？  

□ 油分離装置に滞油、滞水、土砂等の

堆積はないか？ 

 

ポンプ等 
則28の47 

告58～告62 

令24-4の2 

□ ポンプ等からの危険物の漏れはない

か？ 

①目視による確認  

□ ポンプ等は正常に機能しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ ポンプ等に変形、損傷、腐食はない

か？ 

①目視による確認  

□ ポンプの取付基礎に亀裂、損傷はな

いか、固定ボルトに腐食、損傷はな

いか、そのゆるみはないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 保安距離内に保安物件が新築、増築

されていないか？ 

 

□ 代替措置の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ ポンプ室の屋根、壁、柱、床に亀裂、

損傷はないか？ 

 

□ 防火設備に損傷はないか、その開閉

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 



 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 地盤面、囲い、排水溝及び貯留設備

に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 排水溝及び貯留設備に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

ピグ取扱い

装置 
則28の48 

告63 

令24-4の2 

□ ピグ取扱い装置に変形、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 危険物の漏れはないか？  

□ ピグ取扱い装置の内部圧力放出設備

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 床、排水溝及び貯留設備に亀裂、損

傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 排水溝及び貯留設備に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

配 
 
 
 
 
 

管 
 
 
 
 

 
・ 

 
 
 
 
 

弁 
 
 
 
 
 

等 

配管 
則28の5 

伸縮吸収

措置 
則28の6 

□ 配管敷設地の周囲に変化はないか？ ①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳により確認 

 

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

①目視による確認  

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷はないか、

滞油、滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ エアー抜き､ドレンの変形､損傷はな

いか､危険物の漏れはないか？ 

 

□ ベローズ形伸縮継手等に変形、損傷、

異常な圧縮・伸張はないか、取付ボ

ルトにゆるみはないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

漏えい拡散

防止装置 
則28の7 

則28の22 

告39 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 漏えい拡散防止措置に変形、損傷、

腐食はないか？ 

 

防食措置 
則28の9 

告22 

則28の10 

告23 

□ 防食電位は適切か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 端子箱の損傷、土砂等の堆積はない

か？ 

①目視による確認  

□ 断線、端子のゆるみはないか？  

□ 排流器の作動状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認  

加熱、保温

設備 
則28の11 

□ 保温材に損傷はないか、その剥離は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 安全装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

地下埋設

配管 
則28の12 

告24 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視（漏えい検知口）による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 水平距離内に、保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

 



□ 配管付近に新たな工作物が設けられ

ていないか？ 

認  

道路下埋

設配管 
則28の13 

告28～告30 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視（漏えい検知口）による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 水平距離内に、保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 道路境界が移動して水平距離が不足

していないか？ 

 

□ 配管付近に新たな工作物が設けられ

ていないか？ 

 

□ 道路の変更により定められた距離以

下となっていないか？ 

 

線路敷下

埋設配管 
則28の14 

告31 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視（漏えい検知口）による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 水平距離内に、保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 配管付近に新たな工作物が設けられ

ていないか？ 

 

□ 軌道敷の変更により定められた距離

が不足していないか？ 

 

□ 地表面の掘削等により定められた距

離以下となっていないか？ 

 

河川保全区

域内埋設配

管 
則28の15 

告24 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視（漏えい検知口）による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 水平距離内に、保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 配管付近に新たな工作物が設けられ

ていないか？ 

 

□ 堤防又は護岸の変更により必要な距

離が不足していないか？ 

 

地上設置

配管 
則28の16 

告32 

告33 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

 

□ 配管は地表面に接していないか？  

□ 水平距離内に、保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

 

□ 代替措置の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

 

□ 配管まわりに塗装、点検等に必要な

間隔が確保されているか？ 

 

海底設置

配管 
則28の17 

告34 

□ 配管の露出はないか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 防護工に変形、損傷はないか、衝突

予防措置に変形、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

 

 

 

 

 



 

海上設置

配管 
則28の18 

告36 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

 

□ 海面との間に必要な空間が確保され

ているか？ 

 

□ 配管まわりに塗装、点検等に必要な

間隔が確保されているか？ 

 

□ 防護設備に変形、損傷はないか？  

□ 衝突予防措置に変形、損傷はない

か？ 

 

道路横断

設置配管 
則28の19 

告37 

□ 危険物の漏れはないか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

①目視による確認  

□ 配管付近に新たな工作物が設けられ

ていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 道路の変更により定められた距離以

下となっていないか？ 

 

□ 水平距離内に、保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

□ 防護設備に変形、損傷はないか？  

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

 

□ 代替措置の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

 

□ 配管まわりに塗装、点検等に必要な

間隔が確保されているか？ 

 

線路下横断

埋設配管 
則28の20 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視（漏えい検知口）による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 水平距離内に、保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 配管付近に新たな工作物が設けられ

ていないか？ 

 

□ 地表面の掘削等により定められた距

離以下となっていないか？ 

 

河川等横断

設置配管 
則28の21 

告38 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視（漏えい検知口）による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 水平距離内に、保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

①目視による確認  

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていないか？ 

 

□ 代替措置の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

 

□ 配管まわりに塗装、点検等に必要な

間隔が確保されているか？ 

 



切替え弁、

制御弁等 
則28の49 

告64 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 弁等に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

 

□ 弁の開閉機能はよいか、弁の開閉表

示があるか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 点検箱に変形、損傷、滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 弁の開閉ロックの状況はよいか、管

理は適切か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 弁の取付ボルト等にゆるみはない

か？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

危険物の受

入れ口及び

払出し口 
則28の50 

告65 

□ 受入れ口等の周囲に火気使用施設を

設置する等により、火災予防上支障

のある状況となっていないか？ 

①目視による確認  

□ ローディングアーム、荷役用フレキ

シブルホース等に変形、損傷、腐食

はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ ローディングアーム等の固定状況は

よいか？ 

①目視による確認  

□ ローディングアーム等の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 掲示板は見えにくくないか、記載内

容に誤りはないか、汚損、破損等は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 弁、受入れ口等から危険物の漏れは

ないか？ 

 

漏えい検知

装置等 
則28の32 

告45 

告46 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 点検箱、漏えい検知口に変形、損傷

はないか、滞油、滞水、土砂等の堆

積はないか？ 

 

□ 可燃性の蒸気検知装置の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 漏えい検知装置の機能はよいか？ 

緊急遮断弁 
則28の33 

告47 

告48 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 周囲の状況に変わりはないか？  

□ 緊急遮断弁に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

 

□ 緊急遮断弁の取付ボルトにゆるみ等

はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、ハンマーテストによ

り確認 

 

□ 緊急遮断弁の閉鎖機能はよいか、ま

た、異常信号による閉鎖状況はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表及び

保安設備の作動試験記録等により

確認 

 

□ 開閉状況確認装置の機能はよいか？ ①目視による確認  

□ 点検箱に変形、損傷、滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

□ 第三者に操作されることはないか、

管理は適切か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物除去

措置 
則28の34  

告49 

□ 危険物除去措置の機能はよいか？ ①目視による確認  

保安用接地

等 
則28の40 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 



 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

配管絶縁

物等 
則28の41 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 絶縁材の変形、損傷はないか？  

□ 絶縁抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

配管応力

検知装置 
則28の24 

□ 応力検知装置の機能はよいか？ ①目視による確認  

可燃性蒸気滞留

防止措置 
則28の23 

□ 給・排気を著しく阻害するような物

品を置いてないか？ 

①目視による確認  

□ ダクト等の変形、損傷はないか？  

□ 引火防止網の損傷、目づまりはない

か？ 

 

□ 排気口付近で火気を使用してない

か？ 

 

□ 可燃性蒸気警報装置の作動状況はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

運転状況監視装置 
則28の29 

告44 

□ 運転状態監視装置の指示状況、機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表及び

保安設備の作動試験記録等により

確認 

 

□ 警報装置の作動状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

安全制御装置 
則28の30 

□ ポンプインターロック機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表及び

保安設備の作動試験記録等により

確認 

 

□ 手動起動装置の周囲に操作障害はな

いか？ 

①目視による確認  

□ ポンプ、緊急遮断弁等が連動して停

止、閉鎖するか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表及び

保安設備の作動試験記録等により

確認 

 

圧力安全装置 
則28の31 

□ 圧力調整弁、圧力逃し装置等の変形、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 圧力安全装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表及び

保安設備の作動試験記録等により

確認 

 

感震装置等 
則28の35 

告50 

□ 感震装置は有効に機能し、警報及び

制御用信号を発するか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表及び

保安設備の作動試験記録等により

確認 

 

通報設備及び警報

設備 
則28の36 

告51 

則28の37 

告52 

 

□ 電話、緊急通報設備に損傷はないか、

その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 非常ベル装置、拡声装置等の警報設

備に損傷はないか、その機能不良は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートによ

る。 

①同左  



巡回監視車等 
則28の38 

告53 

□ 巡回監視車は決められた場所にある

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 資機材等の種類、数量はよいか？  

□ 変形、損傷はないか？  

□ 機能はよいか？  

予備動力源 
則28の39 

告54 

□ 予備動力源の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表及び

保安設備の作動試験記録等により

確認 

 

□ 予備動力源に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 自家発電設備の燃料の量はよいか？  

□ 自家発電設備の周囲に障害物はない

か？ 

 

□ 蓄電池設備の端子のゆるみはない

か？ 

 

□ 蓄電池設備の電解液量はよいか？  

避雷設備 
則28の42 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認  

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ等

はないか？ 

 

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

電気設備 
則28の43 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

標識、掲示板等 
則28の44 

告55 

告56 

□ 標識、掲示板は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

□ 位置標識、注意標識の記載内容（起

点からの距離、埋設位置、品名、緊

急連絡先等）に誤りはないか？ 

 

消火設備 
令20-①-1 

則29～33 

則36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種の消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正か、

その機能はよいか？ 

①目視による確認  

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、受払伝票

等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍

数の変更によ

って位置、構造

又は設備の許

可を受けなけ

ればならない

場合がある。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工

事に伴 う火

気の管 理状

況にも留 意 



 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を

確認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況 にも

留意 

取扱管理 
令27-⑥-3 

則40の4 

□ 移送前の安全確認は行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 移送中の監視、巡視は行われている

か？ 

 

□ 地震時における災害防止措置は、適

切に行われているか？ 

 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10  

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火

器の配置、防

火養生 など

安全管 理に

も留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13  

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

 

17 特例の一般取扱所（吹付塗装作業等） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくはない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

建
築
物
（
一
般
取
扱
所
部
分
） 

構造 
則 28の 55-

②-2 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根（又は上

階の床）に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

出入口 
則28の55-

②-4 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置状況等にも

留意 

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じていな

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

床 
則28の55-

②-5 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積がないか？ 

 

採光、照明及び

換気設備等 
則28の55-②-6 

則28の55-②-7 

則28の55-②-8 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰まり

にも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換気

を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具その

他の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振動

にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 
令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

乾燥設備 
令9-①-15 

令24-7 

令27-②-3 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 



 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

静電気除去装

置 
令9-①-18 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

避雷設備 
令9-①-19 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ等

はないか？ 

 

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

危険物を取り

扱うタンク 
令9-①-20 

□ 屋内タンク貯蔵所、地下タンク貯蔵

所のチェックシートによる。 

①同左  

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトにゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備について

は、その位置及び設置数は適正か、

また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートによ

る。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 



３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入り管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10  

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るのか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲に消火器

の配置、防火養

生など安全管理

にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11  

令24-12  

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

機械器具等の

使用制限 
令24-13  

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

 

18 特例の一般取扱所（焼入作業等）〈耐火区画〉 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくはない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確

認 

 

 構造 
則28の56-②

-1 

□ 壁、柱、床及びはりに亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

建
築
物
（
一
般
取
扱
所
部
分
） 

屋根等 
則28の56-②

-2 

□ 上階の床又は屋根に亀裂、損傷はな

いか？ 

①目視による確認  

出入口 
則28の55-②

-4 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置状況等にも

留意 

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じてい

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

床 
則28の55-②

-5 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

 □ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積がないか？ 

 

危険温度警報装

置 
則28の56-②-3 

□ 装置に損傷はないか、その機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

採光、照明及び換

気等 
則28の55-②-6 

則28の55-②-7 

則28の55-②-8 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

○汚れ、目詰まり

にも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具その他

の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振動

にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、 

圧力計、安全装置 
令9-①-14､16 

則19 

令24-7 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等

により確認 

 



 

 

加熱設備 
令9-①-15 

令24-7 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等

により確認 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

静電気除去装置 
令9-①-18 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

避雷設備 
令9-①-19 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ

等はないか？ 

 

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

危険物を取り扱

うタンク 
令9-①-20 

□ 屋内タンク貯蔵所、地下タンク貯蔵

所のチェックシートによる。 

①同左  

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点

検記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトに

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 



警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-①  

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

くず、かす等の

廃棄 
令24-5 

令27-⑤-1 

□ 危険物のくず、かすの一時的な置き

場は安全な場所か？ 

①目視による確認  

□ 廃棄等の方法は適切か？ ①関係者への質問により確認  

□ 焼却は安全な場所で行っているか？

周囲に可燃物等がないか？ 

①目視による確認  

□ 焼却の方法はよいか、消火器を準備

しているか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 焼却する際には、必ず見張人をつけ

ているか？ 

 

設備等の修理 
令24-10  

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るのか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火養

生など安全管理

にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13  

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

19 特例の一般取扱所（焼入作業等）〈屋内空地〉 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

 

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 

 

 

 

 

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

設置場所 
則28の55の2-③

-1 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根が、不燃

材料以外になっていないか、これら

に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 天井を設けていないか？  

□ 平家建以外になっていないか？  

屋内空地 
則28の56-③-1 

□ 屋内空地に不要な物件等が存在して

いないか？ 

①目視による確認  

□ 耐火構造の壁、柱に亀裂、損傷等は

ないか？ 

 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

床 
令24-4の2 

則28の56-③-2 

 

□ 床、貯留設備及び排水溝に亀裂、損

傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備及び排水溝に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

危険温度警報装

置 
則28の56-②-3 

□ 装置に損傷はないか、その機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

採光、照明及び

換気等 
令24-6 

則28の55-②-6 

則28の55-②-7 

則28の55-②-8 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰ま

りにも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換気

を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

固定 
則28の56-③-1 

□ 取付ボルト等のゆるみはないか。 ①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

機械器具その他

の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振

動にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 
令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 



 

加熱設備 
令9-①-15 

令24-7 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

静電気除去装置 
令9-①-18 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

危険物を取り扱

うタンク 
令9-①-20 

□ 屋内タンク貯蔵所、地下タンク貯蔵

所のチェックシートによる。 

①同左  

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトにゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材

の損傷、脱落

等が認められ

た場合には、

保温（冷）下

の配管が腐食

しているおそ

れがあること

か ら 、 保 温

（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備について

は、その位置及び設置数は適正か、

また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートによ

る。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

 

 



３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-①  

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

くず、かす等の

廃棄 
令24-5 

令27-⑤-1 

□ 危険物のくず、かすの一時的な置き

場は安全な場所か？ 

①目視による確認  

□ 廃棄等の方法は適切か？ ①関係者への質問により確認  

□ 焼却は安全な場所で行っているか？

周囲に可燃物等がないか？ 

①目視による確認  

□ 焼却の方法はよいか、消火器を準備

しているか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 焼却する際には、必ず見張人をつけ

ているか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るのか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火養

生など安全管理

にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の使

用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

20 特例の一般取扱所（ボイラー等消費）〈耐火区画〉 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 

 

 

 

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数）に誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

建
築
物
（
一
般
取
扱
所
部
分
） 

構造 
則28の56-

②-1 

□ 壁、柱、床及びはりに亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

屋根等 
則28の56-

②-2 

□ 上階の床又は屋根に亀裂、損傷はな

いか？ 

①目視による確認  

出入口 
則28の55-

②-4 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置状況等にも

留意 

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じてい

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

床 
則28の55-

②-5 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積はないか？ 

 

採光、照明及び

換気等 
則28の55-②-6 

則28の55-②-7 

則28の55-②-8 

令24-6 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰まり

にも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

緊急時自動供

給遮断装置 
則28の57-②-2 

□ 装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

危険物を取り

扱うタンク 
令9-①-20 

則28の57-②-3 

則13の3-②-1 

 

□ 囲い内に物品等を置いていないか、

滞油、滞水はないか？ 

①目視による確認  

□ 囲いに亀裂、損傷はないか？  

□ 囲いの水抜き弁等は閉鎖されてい

るか、水抜管に変形、損傷、つまり

等はないか？ 

 

□ タンクについては、屋内タンク貯蔵

所のチェックシートによる。 

①同左  

機械器具その

他の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振動

にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 
令9-①-14、16 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  



 

則19 

令24-7 
□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

加熱設備 
令9-①-15 

令24-7 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

静電気除去装

置 
令9-①-18 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

避雷設備 
令9-①-19 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ

等はないか？ 

 

□ 設置抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトに

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  



□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2、則37、

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱い関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るのか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火養

生など安全管理

にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の使

用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

21 特例の一般取扱所（ボイラー等消費）〈屋内空地〉 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数）に誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

設置場所 
則28の55の2-③

-1 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根が、不燃

材以外になっていないか、これらに

亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 天井を設けていないか？  

□ 平家建以外になっていないか？  

屋内空地 
則28の57-③-1 

□ 屋内空地に不要な物件等が存在し

ていないか？ 

①目視による確認  

□ 耐火構造の壁、柱に亀裂、損傷等は

ないか？ 

 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置状況等にも

留意 

床 
則28の57-③-2 

令24-4の2 

□ 床、貯留設備及び排水溝に亀裂、損

傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備及び排水溝に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

採光、照明及び

換気等 
令24-6 

則28の55-②-6 

則28の55-②-7 

則28の55-②-8 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰まり

にも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

緊急時自動供

給遮断装置 
則28の57-②-2 

□ 装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

危険物を取り

扱うタンク 
令9-①-20 

則28の57-②-3 

則13の3-②-1 

 

□ 囲い内に物品等を置いていないか、

滞油、滞水はないか？ 

①目視による確認  

□ 囲いに亀裂、損傷はないか？  

□ 囲いの水抜き弁等は閉鎖されてい

るか、水抜管に変形、損傷、つまり

等はないか？ 

 

□ タンクについては、屋内タンク貯蔵

所のチェックシートによる。 

①同左  

固定 
則28の57-③-1 

□ 取付ボルト等のゆるみはないか？ ①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

機械器具その

他の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振動

にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 



 

令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

加熱設備 
令9-①-15 

令24-7 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

静電気除去装

置 
令9-①-18 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトに

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2、則37、

則38 

 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 



 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

21-2 特例の一般取扱所（ボイラー等消費）〈屋上〉 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

 

２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数）に誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

設置場所 
則28の57-④-1 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根が、耐火

構造以外の屋上になっていないか、

これらに亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

空地 
則28の57-④-7 

□ 空地内に不要な物件等が存在して

いないか？ 

①目視による確認  

□ 耐火構造の壁、柱に亀裂、損傷等は

ないか？ 

 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置状況等にも

留意 

床 
則28の57-④-8 

令24-4の2 

□ 床、貯留設備、排水溝及び油分離装

置に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備、排水溝及び油分離装置に

滞油、滞水、土砂等の堆積はない

か？ 

 



採光、照明及び

換気等 
令24-6 

則28の57-④-4 

則28の57-④-10 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰まり

にも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

緊急時自動供

給遮断装置 
則28の57-②-2 

□ 装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

危険物を取り

扱う設備 
則28の57-④-3 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ キュービクル式の外箱に変形、亀

裂、損傷はないか？ 

 

□ キュービクル式の外箱の塗装の剥

離、腐食はないか？ 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 囲い内に物品等を置いていないか、

滞油、滞水はないか？ 

①目視による確認  

危険物を取り

扱うタンク 
令9-①-20 

令12-①-13～16 

則28の57-④-5 

則28の57-④-6 

則28の57-④-9 

則13の3-②-1 

 

□ 囲い内に物品等を置いていないか、

滞油、滞水はないか？ 

①目視による確認  

□ 囲いに亀裂、損傷はないか？  

□ 囲いの水抜き弁等は閉鎖されてい

るか、水抜管に変形、損傷、つまり

等はないか？ 

 

□ タンクについては、屋外タンク貯蔵

所、屋内タンク貯蔵所のチェックシ

ートによる。 

①同左  

固定 
則28の57-④-2 

□ 取付ボルト等のゆるみはないか？ ①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

機械器具その

他の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振動

にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 
令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

加熱設備 
令9-①-15 

令24-7 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 



 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

静電気除去装

置 
令9-①-18 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトに

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  



□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

22 特例の一般取扱所（充填） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

保安距離 
令9-①-1 

□ 保安距離内に保安対象物件が新築、

増築されていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な塀等に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

保有空地 
令9-①-2 

則13 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 代替施設の防火上有効な隔壁に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

建 
 

築 
 

物 

壁、柱、

床等及び

窓・出入

口 
則28の58-

②-1 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根に亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 防火設備に変形、損傷はないか？  

□ 防火設備の開閉機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置状況等にも

留意 

網入ガラ

ス 
則28の58-

②-2 

□ 網入ガラスに破損はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなってい

ないか？ 

 

通風 
則28の58-

②-3 

□ 通風の支障となる工作物等が存在

していないか？ 

①目視による確認  

空地 
則28の58-②-4 

則28の58-②-5 

則28の58-②-6 

□ 地盤沈下、周囲の地盤のかさあげ等

により、周囲の地盤面より低くなっ

ていないか？ 

①目視による確認  

□ 表面（特にコンクリートの目地）に

亀裂、くぼみ等は生じていないか？ 

 

貯留設備、排水

溝及び油分離

装置 
令24-4の2 

則28の58-②-7 

 

□ 貯留設備、排水溝及び油分離装置に

亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 油分離装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備、排水溝及び油分離装置に

滞油、滞水、土砂等の堆積はない

か？ 

 

機械器具その

他の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振動

にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？  

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 
令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 



 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

静電気除去装

置 
令9-①-18 

令27-⑥-4-ハ 

則40の6 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみ等はないか？ ①目視による確認  

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

避雷設備 
令9-①-19 

則13の2の2 

□ 突針部や架空地線等に変形、損傷は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 断線はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 導線接続部の取付ボルトのゆるみ

等はないか？ 

 

□ 接地抵抗値は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

配管 
令9-①-21 

則13の5 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトに

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 



３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか。また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

取扱いの基準 
令27-⑥-4-ホ 

令27-⑥-4-ヘ 

則40の7 

□ 注入管に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 注入管の使用方法はよいか？ ①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 注入速度は適正か？  

 



 

23 特例の一般取扱所（詰替え） 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、Ｓ

ＤＳ等の情報

を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい

設備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用

していないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していな

いか？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わってい

ないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしてい

るか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等におい

ては、これを選任し、届け出ている

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくな

っていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問による確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の

取扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講し

ているか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわな

い状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業

務が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行

われているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存され

ているか？ 

①目視による確認  

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

空地 
則28の59-②-1 

則28の59-②-2 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 空地外で容器に詰め替え、又はタン

クに注入していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 地盤沈下、周囲のかさ上げ工事等で

周囲の地盤面より低くなっていな

いか？ 

①目視による確認  

□ 表面（特にコンクリートの目地）に

亀裂、くぼみ等が生じていないか？ 

 

排水溝及び油

分離装置 
令24-4の2 

則28の59-②-3 

 

□ 排水溝及び油分離装置に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  

□ 排水溝及び油分離装置の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 排水溝及び油分離装置に滞油、滞

水、土砂等の堆積はないか？ 

 

地下専用タンク 
則28の59-②-4 

則28の59-②-5 

□ 地下タンク貯蔵所のチェックシー

トによる。 

①同左  

固定注油設備 
令17-①-10 

則25の2 

則28の59-②-9 

□ 設備の固定ボルト等の腐食、ゆるみ

等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 固定注油設備の取付部、フランジ部

等から危険物の漏れがないか？ 

①外装を取り外し、目視による確認  

□ 注油ホースの長さは、所定の長さ以

下に保たれているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

□ 静電気除去装置の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 危険物を自動的に専用タンクに戻

すことができる装置（懸垂式のもの

に限る。）の機能はよいか？ 

①作動により確認  

□ 緊急停止装置の機能はよいか？ ①作動又は定期点検記録表等により

確認 

 

防火塀又は壁 
則28の59-②-10 

告68の2 

□ 塀又は壁に亀裂、損傷、傾斜等はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 開口部に設けられた防火設備に損

傷はないか？ 

 

□ 網入りガラス等に破損はないか、ま

た、網入りガラス以外のものとなっ

ていないか？ 

 

□ 周囲の建築物の新築、増築により塀

又は壁の高さの不足が生じていな

いか？ 

 

出入口 
則28の59-②-11 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置状況等にも

留意 

ポンプ室等 
令17-①-20-イ 

令24-4の2 

令17-①-20-ロ 

□ 壁、柱、床、屋根及び貯留設備に亀

裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積はないか？ 

 



 

令17-①-20-ハ 

令24-6 
□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 危険物の性質に応じて遮光又は換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

道路境界線か

らの間隔を保

つことを要し

ないポンプ室 
則25の3の2 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根（又は上

階の床）に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 扉に変形、損傷はないか、その自動

閉鎖の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

屋根等 
則28の59-②-13 

□ 屋根等に亀裂、損傷はないか？ ①目視による確認  

電気設備 
令9-①-17 

 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

配管 
令9-②-21 

則28の59-②-6 

 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトに

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 



□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか、また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

容器 
令24-11 

令24-12 

令27-③-1 

則39の3 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

  

□ 品名、数量等の表示は適切か？  

□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 

①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

24 特例の一般取扱所（油圧装置等）〈平家建〉 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

設置場所 
則28の60-②-1 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根が、不燃

材料以外になっていないか、これら

に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 平家建以外になっていないか？  

建
築
物
（
一
般
取
扱
所
部
分
） 

壁、柱、

床等 
則28の60-

②-2 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根に亀裂、

損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 周囲の建築物の新築、増築により延

焼のおそれのある外壁が生じていな

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確認 

 

窓及び出

入口 
則28の60-

②-3 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置等にも留

意 

網入ガラ

ス 
則28の60-

②-4 

□ 網入ガラスに破損はないか？ ①目視による確認  

□ 網入ガラス以外のものとなっていな

いか？ 

 

床 
則28の55-

②-5 

令24-4の2 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積がないか？ 

 

採光、照明及び

換気等 
令24-6 

則28の55-②-6 

則28の55-②-7 

則28の55-②-8 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰まり

にも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換気

を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

固定 
則28の60-②-5 

□ 取付ボルト等のゆるみはないか？ ①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

機械器具その

他の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振動

にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、板

厚測定により確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 
令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 



 

加熱設備 
令9-①-15 

令24-7 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

危険物を取り

扱うタンク 
令9-①-20 

□ 屋内タンク貯蔵所、地下タンク貯蔵

所のチェックシートによる。 

①同左  

タンク周囲の

囲い等 
則28の60-②-6 

則13の3-②-1 

□ 囲い内に物品等を置いていないか、

滞油、滞水はないか？ 

①目視による確認  

□ 囲いに亀裂、損傷はないか？  

□ 囲いの水抜き弁等は閉鎖されている

か、水抜管に変形、損傷、つまり等

はないか？ 

 

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトにゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備について

は、その位置及び設置数は適正か、

また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2、則37、

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートによ

る。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

 

 

 



３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

25 特例の一般取扱所（油圧装置等）〈耐火区画〉 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-① 

則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

建
築
物
（
一
般
取
扱
所
部
分
） 

構造 
則28の60-

③-1 

□ 壁、柱、床及びはりに亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

出入口 
則28の55-

②-4 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？ ①目視による確認  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖

の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

○周囲の物品の

存置状況等にも

留意 

屋根等 
則 28の 60-

②-2 

□ 上階の床又は屋根に亀裂、損傷はな

いか？ 

①目視による確認  

床 
令24-4の2 

則28の55-

②-5 

 

□ 床及び貯留設備に亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備に滞油、滞水、土砂等の堆

積がないか？ 

 

採光、照明及び

換気等 
令24-6 

則28の55-②-6 

則28の55-②-7 

則28の55-②-8 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰まり

にも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換

気を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

固定 
則28の60-②-5 

□ 取付ボルト等のゆるみはないか？ ①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

機械器具その

他の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振動

にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 設備の塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、板

厚測定により確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 
令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

加熱設備 
令9-①-15 

令24-7 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 



 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

危険物を取り

扱うタンク 
令9-①-20 

□ 屋内タンク貯蔵所、地下タンク貯蔵

所のチェックシートによる。 

①同左  

タンク周囲の

囲い等 
則28の60-②-6 

則13の3-②-1 

□ 囲い内に物品等を置いていないか、

滞油、滞水はないか？ 

①目視による確認  

□ 囲いに亀裂、損傷はないか？  

□ 囲いの水抜き弁等は閉鎖されてい

るか、水抜管に変形、損傷、つまり

等はないか？ 

 

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトに

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材の

損傷、脱落等が

認められた場

合には、保温

（冷）下の配管

が腐食してい

るおそれがあ

ることから、保

温（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備につい

ては、その位置及び設置数は適正

か、また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートに

よる。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 



火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認  

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？また、

修理中、周囲で危険物を取り扱って

いないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

26 特例の一般取扱所（油圧装置等）〈屋内空地〉 

 

１ 管理関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

無許可貯蔵、取

扱い 
法10-① 

□ 同一の場所において、無許可で指定

数量以上の危険物を貯蔵し、又は取

り扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②危険物の疑いがある場合は、試料を

収去する。 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の情

報を参考 

□ 仮貯蔵、仮取扱いの承認内容と相違

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

無許可変更 
法11-① 

□ 建築物が増改築されたり、機器、配

管等周囲の設備に比較して新しい設

備はないか？ 

①目視、関係者への質問による確認 

②必要に応じ、設備の改修工事等の記

録、施設台帳等（許可書、届出書又

はこれらに基づき作成した台帳等

をいう。）により確認 

○新しい設備や

塗装に留意 

完成検査前使用 
法11-⑤ 

□ 完成検査を受けないで施設を使用し

ていないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、承認内容を仮使用承認

書により確認 

 

□ 仮使用の承認内容と相違していない

か？ 

 

譲渡引渡 
法11-⑥ 

□ 製造所等の所有者等が変わっていな

いか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

用途廃止 
法12の6 

□ 廃止した製造所等の届出をしている

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

危険物保安監

督者 
法13-①､② 

令31-① 

令31の2 

則48 

□ 選任を必要とする製造所等において

は、これを選任し、届け出ているか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

□ 転勤、退職、長期の休暇等により実

質的に当該業務が履行できなくなっ

ていないか？ 

①関係者への質問により確認  

□ 業務は確実に行われているか？  

危険物取扱者 
法13-③ 

令31-②、③ 

則49 

法13の23 

則58の14 

□ 危険物取扱者は、免状に記載された

危険物以外の危険物を取り扱い、又

は取り扱いの立会いをしていない

か？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、危険物取扱者免状によ

り確認 

 

□ 危険物取扱者以外の者が、危険物取

扱者の立会いを受けずに危険物の取

扱作業を行っていないか？ 

 

□ 危険物取扱者は保安講習を受講して

いるか？ 

 

予防規程 
法14の2 

令37 

則60の2 

□ 予防規程の内容が従業者の変更、施

設の増設等により実態にそぐわない

状態になっていないか？ 

①関係者への質問により確認 

②必要に応じ、予防規程、保安教育、

訓練の記録により確認 

 

 

□ 保安教育、訓練が計画どおり行われ

ているか？ 

 

□ その他予防規程の内容に即した業務

が行われているか？ 

 

定期点検 
法14の3の2 

令8の5 

則62の4 

則62の5の2 

則62の5の3 

則62の6～則62の8 

□ 定められた期間内に定期点検が行わ

れているか？ 

①定期点検記録表により確認  

□ 定期点検実施者は適正か？  

□ 定期点検記録表の記載内容はよい

か、不備事項は改善されているか？ 

①定期点検記録表及び関係者への質

問により確認 

②また、不備事項の記録があったもの

は、改修状況を目視による確認 

 

□ 定期点検記録表は適正に保存されて

いるか？ 

①目視による確認  

 



２ 位置、構造及び設備の技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

標識、掲示板 
令9-①-3 

則17-①、則18-① 

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 汚損、破損等はないか？  

□ 掲示板の記載内容（品名、数量、倍

数、危険物保安監督者の氏名等）に

誤りはないか？ 

①目視、関係者への質問により確認 

②必要に応じ、施設台帳等により確認 

 

設置場所 
則28の55の2-③

-1 

□ 壁、柱、床、はり及び屋根が、不燃

材料以外になっていないか、これら

に亀裂、損傷はないか？ 

①目視による確認  

□ 天井を設けていないか？  

□ 平家建以外になっていないか？  

屋内空地 
則28の60-④-1 

□ 屋内空地に不要な物件等が存在して

いないか？ 

①目視による確認  

□ 耐火構造の壁、柱に亀裂、損傷等は

ないか？ 

 

□ 防火設備に変形、損傷はないか？  

□ 防火設備の開閉機能及び自動閉鎖の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

床 
令24-4の2 

則28の60-④-2 

 

□ 床、貯留設備及び排水溝に亀裂、損

傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯留設備及び排水溝に滞油、滞水、

土砂等の堆積はないか？ 

 

採光、照明及び

換気等 
令24-6 

則28の55-②-6 

則28の55-②-7 

則28の55-②-8 

 

□ 採光、照明及び換気・排出設備に損

傷はないか、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 
 

□ 換気・排出設備のダクト、ダンパー、

引火防止網等に損傷、腐食等はない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○汚れ、目詰ま

りにも留意 

□ 危険物の性質に応じて遮光及び換気

を行っているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 
 

固定 
則28の60-④-1 

□ 取付ボルト等のゆるみはないか？ ①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 
 

機械器具その他

の設備 
令9-①-13 

令24-8 

□ 危険物等の漏れ、あふれ又は飛散は

ないか？ 

①目視による確認 
 

□ 設備に変形、亀裂、損傷はないか？ ○臭気、音、振

動にも留意 

□ 設備の固定状況はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場合は、板

厚測定により確認 

 

□ 設備の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

温度測定装置、

圧力計、安全装

置 
令9-①-14、16 

則19 

令24-7 

□ 温度測定装置、圧力計及び安全装置

に損傷はないか、その機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 取付部のゆるみはないか？ ①目視による確認  

□ 安全弁等の吹き出し場所が、火災予

防上危険となっていないか？ 

 

□ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

加熱設備 
令9-①-15 

□ 附帯設備に変形、亀裂、損傷はない

か？ 

①目視による確認  



 

令24-7 □ 温度測定装置、圧力計の運転値は適

正か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

②必要に応じて、定期点検記録表等に

より確認 

 

電気設備 
令9-①-17 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機、

照明設備等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

危険物を取り扱

うタンク 
令9-①-20 

□ 屋内タンク貯蔵所、地下タンク貯蔵

所のチェックシートによる。 

①同左  

タンク周囲の囲

い等 
則28の60-④-3 

則13の3-②-1 

□ 囲い内に物品等を置いていないか、

滞油、滞水はないか？ 

①目視による確認  

□ 囲いに亀裂、損傷はないか？  

□ 囲いの水抜き弁等は閉鎖されている

か、水抜管に変形、損傷、つまり等

はないか？ 

 

配管 
令9-①-21 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認 

②地下配管の漏れの有無は、定期点検

記録表等により確認 

 

□ 変形、損傷、塗装の剥離、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 配管は地盤面に接していないか？  

□ 弁及び可撓管継手の取付ボルトにゆ

るみ等はないか？ 

①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確認 

 

□ 配管ピット等に変形、損傷、滞油、

滞水、土砂等の堆積はないか？ 

①目視による確認  

□ 保温（冷）材の損傷、脱落、剥離は

ないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

○保温（冷）材

の損傷、脱落

等が認められ

た場合には、

保温（冷）下

の配管が腐食

しているおそ

れがあること

か ら 、 保 温

（冷）材を外

して点検する

ことを指導す

る。 

□ 配管支持物に変形、損傷、塗装の剥

離、腐食はないか？ 

①目視による確認  

消火設備 
令20 

則29～36 

□ 第１種、第２種又は第３種の消火設

備については、消火設備のチェック

シートによる。 

①同左  

□ 第４種及び第５種消火設備について

は、その位置及び設置数は適正か、

また、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

警報設備 
令21 

則36の2 

則37 

則38 

□ 自動火災報知設備については、自動

火災報知設備のチェックシートによ

る。 

①同左  

□ 電話、非常ベル装置等に損傷はない

か、その機能不良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 

 

 

 

 



３ 貯蔵及び取扱いの技術上の基準関係 
項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

許可（届出）外

危険物の貯蔵、

取扱い 
法11の4-① 

令24-1 

□ 許可又は届出に係る品名以外の危険

物を貯蔵等していないか？ 

①目視及び関係者への質問 

②必要に応じ、施設台帳等、製造マニ

ュアル、受払伝票等により確認 

 

（注）危険物の

種類、数量又は

指定数量の倍数

の変更によって

位置、構造又は

設備の許可を受

けなければなら

ない場合があ

る。 

□ 危険物の数量又は指定数量の倍数を

無届で変更していないか？ 

火気使用等 
令24-2 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 
○溶接など工事

に伴う火気の

管理状況にも

留 意 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 

○喫煙管理を確

認 

出入管理 
令24-3 

□ 従業時間中における係員以外の者の

出入りの管理は適切に行われている

か？ 

①関係者への質問により確認 

 

□ 夜間、休日等時間外における人の出

入りの制限の措置はよいか？ 

○放火防止対

策、施錠管理

の状況にも留

意 

整理、清掃 
令24-4 

□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

 

設備等の修理 
令24-10 

□ 移動できる設備等の修理は安全な場

所で危険物を除去した後に行ってい

るか？ 

①関係者への質問により確認 ○周囲の消火器

の配置、防火

養生など安全

管理にも留意 

□ 固定した設備等の修理は、危険物を

除去した後に行っているか？  ま

た、修理中、周囲で危険物を取り扱

っていないか？ 

 

機械器具等の

使用制限 
令24-13 

□ 電線と電気器具は完全に接続してい

るか？ 

①目視による確認  

□ 振動等により接続部にゆるみができ

ていないか？ 

 

□ 火花を発する機械器具、工具、履物

等を使用していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

 



 

27 屋内消火栓設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

水源 
則32-2 

□ 水量が確保されているか？ ①目視による確認  

□ 浮遊物、沈殿物等はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯水槽に変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 貯水槽からの漏水はないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

性能 
則32-3 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

予備動力源 
則32-4 

運用指針 

 
（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認  

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適正

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 



（配線） □ 配線、配電盤、コンセント、電動機

等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されているか？ ①目視による確認  

屋内消火栓箱 
運用指針 

□ 屋内消火栓箱に変形、損傷、腐食は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 屋内消火栓箱の周囲に障害となるも

のはないか？ 

 

□ ホースに損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 表示等は見えにくくないか？ ①目視による確認  

配管 
運用指針 

□ 水の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

 

□ 表示は見えにくくないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

加圧送水装置 
運用指針 

□ 圧力計及び連成計に損傷はないか、

その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 放水圧力の制御措置の機能はよい

か？ 

 

□ 起動装置の機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 表示等に損傷はないか、その機能不

良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 加圧送水装置の周囲に不必要な物件

等が置かれていないか？ 

①目視による確認  

□ ポンプの機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ ポンプの軸封部から空気の吸込や著

しい漏水はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ ポンプの軸受から油漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 電動機の機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 制御盤の外箱に変形、損傷、腐食は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 制御盤の継続運転措置の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

呼水装置 
運用指針 

□ 呼水槽に変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 水量が確保されているか？  

□ 減水警報装置及び自動補給装置の機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

操作回路等の配

線 
運用指針 

□ 配線、配電盤等に損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

 



 

28 屋外消火栓設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

水源 
則32の2-2 

□ 水量が確保されているか？ ①目視による確認  

□ 浮遊物、沈殿物等はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯水槽に変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 貯水槽からの漏水はないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

性能 
則32の2-3 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

予備動力源 
則32の2-4 

運用指針 

 
（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認  

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適正

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 



（配線） □ 配線、配電盤、コンセント、電動機

等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されているか？ ①目視による確認  

屋外消火栓箱 
運用指針 

□ 屋外消火栓箱に変形、損傷、腐食は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 屋外消火栓箱の周囲に障害となるも

のはないか？ 

 

□ ホースに損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 表示等は見えにくくないか？ ①目視による確認  

配管 
運用指針 

□ 水の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

 

□ 表示は見えにくくないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

加圧送水装置 
運用指針 

□ 圧力計及び連成計に損傷はないか、

その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 放水圧力の制御措置の機能はよい

か？ 

 

□ 起動装置の機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 表示等に損傷はないか、その機能不

良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 加圧送水装置の周囲に不必要な物件

等が置かれていないか？ 

①目視による確認  

□ ポンプの機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ ポンプの軸封部から空気の吸込や著

しい漏水はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ ポンプの軸受から油漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 電動機の機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 制御盤の外箱に変形、損傷、腐食は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 制御盤の継続運転措置の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

呼水装置 
運用指針 

□ 呼水槽に変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 水量が確保されているか？  

□ 減水警報装置及び自動補給装置の機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

操作回路等の配

線 
運用指針 

□ 配線、配電盤等に損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

 



 

29 水噴霧消火設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

水源 
則32の5-3 

□ 水量が確保されているか？ ①目視による確認  

□ 浮遊物、沈殿物等はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯水槽に変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 貯水槽からの漏水はないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

性能等 
則32の5-4 

 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

予備動力源 
則32の5-5 

運用指針 

 
（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認  

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適正

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 



（配線） □ 配線、配電盤、コンセント、電動機

等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されているか？ ①目視による確認  

配管 
運用指針 

□ 水の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

 

□ 表示は見えにくくないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

加圧送水装置 
運用指針 

□ 圧力計及び連成計に損傷はないか、

その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 放水圧力の制御措置の機能はよい

か？ 

 

□ 表示等に損傷はないか、その機能不

良はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 加圧送水装置の周囲に不必要な物件

等が置かれていないか？ 

①目視による確認  

□ 起動装置の機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ ポンプの機能はよいか？  

□ ポンプの軸封部から空気の吸込や著

しい漏水はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ ポンプの軸受から油漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 電動機の機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 制御盤の外箱に変形、損傷、腐食は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 制御盤の継続運転措置の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

呼水装置 
運用指針 

□ 呼水槽に変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 水量が確保されているか？  

□ 減水警報装置及び自動補給装置の機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

制御弁 
運用指針 

□ 標識は見えにくくないか？ ①目視による確認  

操作回路等の配

線 
運用指針 

□ 配線、配電盤等に損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

 



 

30 泡消火設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

水源 
則32の6-3 

泡告15 

□ 水量が確保されているか？ ①目視による確認  

□ 浮遊物、沈殿物等はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 貯水槽に変形、損傷、腐食はない

か？ 

①目視による確認  

□ 貯水槽からの漏水はないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

 

固定泡放出方式 
泡告2～10 

 

 

 

 
（補助泡消火栓） 

 

 

 

 

 

 

 
（連結送液口） 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 補助泡消火栓箱に変形、損傷、腐

食はないか？ 

①目視による確認  

□ 補助泡消火栓箱の周囲に障害とな

るものはないか？ 

 

□ ホースに損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 表示等は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 送液口の周囲に障害となるものは

ないか？ 

①目視による確認  

□ 標識は見えにくくないか？  

フォームヘッド方式 
泡告11 

 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

泡モニターノズル

方式 
泡告12 

 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

移動式の泡消火設備 
泡告13,14 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 屋内（外）泡消火栓の機能はよい

か？ 

①定期点検記録表等により確認  

□ 屋内（外）泡消火栓箱に変形、損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認  

□ 屋内（外）泡消火栓箱の周囲に障

害となるものはないか？ 

 

□ 表示等は見えにくくないか？  

パッケージ型固定泡

消火設備 
泡告18 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 泡放出口、泡消火薬剤等貯蔵容器、

加圧用ガス容器、放出弁に変形、

損傷、腐食はないか？ 

①目視による確認  

□ 泡放出口、泡消火薬剤等貯蔵容器

の周囲に障害となるものはない

か？ 

 



予備動力源 
則32の6-4 

泡告19 

 
（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（配線） 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認  

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

 

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていな

いか？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その

固定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に

損傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適

正か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていな

いか？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その

固定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に

損傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動

機等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等

はないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されている

か？ 

①目視による確認  

泡消火薬剤 
泡告16、17 

□ 規定の量を保有しているか？ ①目視による確認  

配管 
泡告 

□ 水の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、

腐食はないか？ 

 

□ 表示は見えにくくないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

 

加圧送水装置 
泡告19 

□ 圧力計及び連成計に損傷はない

か、その機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

 



 

□ 放水圧力の制御措置の機能はよい

か？ 

より確認  

□ 送水能力は適正か？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ ポンプの機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ ポンプの軸封部から空気の吸込や

著しい漏液はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ ポンプの軸受から油漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 電動機の機能はよいか？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 制御盤の外箱に変形、損傷、腐食

はないか？ 

①目視による確認  

□ 制御盤の継続運転措置の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

①目視による確認  

呼水装置 
泡告19 

□ 呼水槽に変形、損傷、腐食はない

か？ 

①目視による確認  

□ 水量が確保されているか？  

□ 減水警報装置及び自動補給装置の

機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

起動装置 
泡告19 

□ 起動装置に損傷はないか、その機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 手動式の起動装置の操作部の周囲

に障害となるものはないか？ 

①目視による確認  

□ 標識は見えにくくないか？  

自動警報装置 
泡告 

□ 自動警報装置、表示装置及び通話

設備の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

操作回路等の配線 
泡告 

□ 配線、配電盤等に損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等

はないか？ 

 

 



 

31 不活性ガス消火設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

不活性ガス消火剤 
則32の7-4 

不告4 

□ 規定の量を保有しているか？ ①目視による確認  

性能等 

全域放出方式及び局所

放出方式 
則32の7-1,2 

不告2,3,5 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 換気装置の停止機能はよいか？  

□ 自動閉鎖装置の機能はよいか？  

□ 貯蔵容器の設置場所に変化はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 貯蔵容器及びその附属設備に変

形、損傷、腐食はないか？ 

 

□ 貯蔵容器の附属設備の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 自動手動切替え装置の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 音響警報装置の機能はよいか？  

□ 表示灯の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損

傷はないか？ 

①目視による確認  

性能等 

移動式 
則32の7-3 

不告6 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 灯火、標識は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ ホース、ノズル等に変形、損傷、

腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ ホース、ノズル等の機能はよい

か？ 

 

□ 貯蔵容器の設置場所に変化はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 貯蔵容器及びその附属設備に変

形、損傷、腐食はないか？ 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損

傷はないか？ 

 

予備動力源 
則32の7-5 

 

 
（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認  

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損

傷はないか？ 

 

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置

されたり、物品等が放置されてい

ないか？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  



 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（配線） 

□ 外箱に変形、損傷はないか、その

固定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に

損傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適

正か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置

されたり、物品等が放置されてい

ないか？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その

固定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に

損傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動

機等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等

はないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されている

か？ 

①目視による確認  

配管 
不告 

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、

腐食はないか？ 

①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損

傷はないか？ 

 

操作回路等の配線 
不告 

□ 配線、配電盤等に損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等

はないか？ 

 

 



 

32 ハロゲン化物消火設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

ハロゲン化物消火

剤 
則32の8 

則32の7-4 

ハ告4 

□ 規定の量を保有しているか？ ①目視による確認  

性能等 

全域放出方式及び

局所放出方式 
則32の8 

則32の7-1,2 

ハ告2,3,5 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 換気装置の停止機能はよいか？  

□ 自動閉鎖装置の機能はよいか？  

□ 貯蔵容器の設置場所に変化はない

か？ 

①目視による確認  

□ 貯蔵容器及びその附属設備に変形、

損傷、腐食はないか？ 

 

□ 貯蔵容器等の附属設備の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 圧力調整装置の機能はよいか？  

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 自動手動切替え装置の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 音響警報装置の機能はよいか？  

□ 表示灯の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

①目視による確認  

性能等 

移動式 
則32の8 

則32の7-3 

ハ告6 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 灯火、標識等は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ ホース、ノズル等に変形、損傷、腐

食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ ホース、ノズル等の機能はよいか？  

□ 貯蔵容器等の設置場所に変化はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 貯蔵容器等及びその附属設備に変

形、損傷、腐食はないか？ 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

  

予備動力源 
則32の8 

則32の7-5 

 
（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認  

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

 

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  



 

 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（配線） 

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適正

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機

等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されている

か？ 

①目視による確認  

配管 
ハ告 

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

 

操作回路等の配線 
ハ告 

□ 配線、配電盤等に損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

 



 

33 粉末消火設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

粉末消火剤 
則32の9 

則32の7-4 

運用指針 

□ 規定の量を保有しているか？ ①目視による確認  

性能等 

全域放出方式及び

局所放出方式 
則32の9 

則32の7-1,2 

運用指針 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 換気装置の停止機能はよいか？  

□ 自動閉鎖装置の機能はよいか？  

□ 貯蔵容器等の設置場所に変化はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 貯蔵容器等及びその附属設備に変

形、損傷、腐食はないか？ 

 

□ 貯蔵容器等の附属設備の機能はよ

いか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 加圧用ガス容器の接続に不備はな

いか？ 

 

□ 圧力調整装置、定圧作動装置、指

示圧力計の機能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 自動手動切替え装置の機能はよい

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 音響警報装置の機能はよいか？  

□ 表示灯の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

①目視による確認  

性能等 

移動式 
則32の9 

則32の7-3 

運用指針 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 灯火、標識等は見えにくくない

か？ 

①目視による確認  

□ ホース、ノズル等に変形、損傷、

腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ ホース、ノズル等の機能はよい

か？ 

 

□ タンクに腐食等はないか？ ①目視による確認  

□ 貯蔵容器等の設置場所に変化はな

いか？ 

 

□ 貯蔵容器等及びその附属設備に変

形、損傷、腐食はないか？ 

 

□ 加圧用ガス容器の接続に不備はな

いか？ 

 

□ 指示圧力計の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

予備動力源 
則32の9 

則32の7-5 

運用指針 

 

 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

 



（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（配線） 

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていな

いか？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その

固定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に

損傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷

はないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適

正か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていな

いか？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その

固定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機

能はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に

損傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動

機等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等

はないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されている

か？ 

①目視による確認  

配管 
運用指針 

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、

腐食はないか？ 

①目視による確認  

□ 表示は見えにくくないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷

はないか？ 

 

操作回路等の配線 
運用指針 

□ 配線、配電盤等に損傷はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等に

より確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等

はないか？ 

 

 



 

34 自動火災報知設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

感知器等の設置

場所等 
則38-②-3 

運用指針 

□ 設置場所は適切か？  

 

①目視による確認  

□ 感知器及び中継器の周囲に障害物は

ないか？ 

 

□ 感知器の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 感知器に変形、損傷、腐食はないか？ 

 

①目視による確認  

予備動力源 
則38-②-4 

運用指針 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適正

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？ 

 

 

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 配線、配電盤、コンセント、電動機

等に損傷はないか？ 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されているか？ 

 

①目視による確認  

配線 
運用指針 

□ 接続の端子のゆるみ、脱落はない

か？ 

①目視による確認  

□ 回路の絶縁抵抗値は適正か？ 

 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 感知器回路の電路抵抗は適正か？ 

 

 

受信機（総合操

作盤） 
運用指針 

□ 警戒区域の表示は適正か？ 

 

①目視による確認  

□ 受信機の機能はよいか？ 

 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 相互同時通話装置の機能はよいか？ 

 

 

□ 音圧、音色は適正か？ ①定期点検記録表等により確認  

□ 感知器等と連動して鳴動するか？  

□ 低電圧での鳴動はよいか？（定格電

圧の90％） 

 

□ 受信機の周囲に障害物はないか？ ①目視による確認  



電源 
運用指針 

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

地区音響装置 
運用指針 

□ 音圧はよいか？ 

 

①定期点検記録表等による確認  

□ 感知器と連動して作動し、全区域に

鳴動するか？ 

 

蓄積時間 
運用指針 

□ 蓄積型の感知器の蓄積時間はよい

か？ 

①定期点検記録表等による確認  

発信機 
運用指針 

□ 発信機の周囲に障害物はないか？ 

 

①目視による確認  

□ 発信機の機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

 



 

35 水幕設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

水源 
消防危80 

□ 水量が確保されているか？ ①目視による確認  

□ 浮遊物、沈殿物等はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯水槽に変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 貯水槽からの漏水はないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

性能 
消防危80 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

予備動力源 
消防危80 

 
（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適正

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 



（配線） □ 配線、配電盤、コンセント、電動機

等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されているか？ ①目視による確認  

配管 
消防危80 

□ 水の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

 

□ 表示は見えにくくないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

加圧送水装置 
消防危80 

□ 機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 加圧送水装置の周囲に不必要な物件

等が置かれていないか？ 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

呼水装置 
消防危80 

□ 非常給水装置及び警報装置の機能は

よいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 水量が確保されているか？ ①目視による確認  

 



 

36 冷却用散水設備 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

水源 
消防危80 

□ 水量が確保されているか？ ①目視による確認  

□ 浮遊物、沈殿物等はないか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 貯水槽に変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 貯水槽からの漏水はないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

性能 
消防危80 

□ 規定の性能を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

予備動力源 
消防危80 

 
（自家発電設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（蓄電池設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 燃料タンクに変形、損傷、腐食はな

いか？ 

①目視による確認  

□ 規定の容量を満足しているか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 防火上有効な遮蔽物に亀裂、損傷は

ないか？ 

①目視による確認  

□ 切替え機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 蓄電池の電解液量、端子電圧は適正

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 空地内に新たに工作物等が設置され

たり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認  

□ 間隔は保たれているか？  

□ 外箱に変形、損傷はないか、その固

定状況はよいか？ 

 

□ 換気設備に損傷はないか、その機能

はよいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 

□ 換気設備のダクト、ダンパー等に損

傷、腐食はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、作動により確認 

 



（配線） □ 配線、配電盤、コンセント、電動機

等に損傷はないか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 接地不良、絶縁不良、機能不良等は

ないか？ 

 

□ 耐熱保護措置が維持されているか？ ①目視による確認  

配管 
消防危80 

□ 水の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管に変形、損傷、塗装の剥離、腐

食はないか？ 

 

□ 表示は見えにくくないか？  

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

加圧送水装置 
消防危80 

□ 機能はよいか？ ①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 表示は見えにくくないか？ ①目視による確認  

□ 加圧送水装置の周囲に不必要な物件

等が置かれていないか？ 

 

□ 地震動に耐えるための措置に損傷は

ないか？ 

 

呼水装置 
消防危80 

□ 非常給水装置及び警報装置の機能は

よいか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、定期点検記録表等によ

り確認 

 

□ 水量が確保されているか？ ①目視による確認  

 



 

37 運搬 

 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 

運搬容器 
令28-1 

則41 

令28-2 

則42 

則43、別表3～3の4 

□ 運搬容器は定められた材質で造られ

ているか？ 

①目視による確認  

□ 運搬容器の構造、最大容積が、収納

されている危険物に適合し、破損、

変形及び腐食はないか？ 

 

積載方法 
令29-1 

則43の3 

□ 危険物は運搬容器に収納して積載さ

れているか？ 

①目視による確認  

□ 危険物の漏れはないか？  

□ 危険物の性質に適応した材質の運搬

容器か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 一の外装容器に異なる類の危険物を

収納していないか？ 

 

□ 第３類の危険物の収納は適切か？  

表示 
令29-2 

則44 

□ 表示はあるか？ ①目視による確認  

□ 表示は適切か？  

□ 汚損等により表示が不鮮明になって

ないか？ 

 

転落等の防止 
令29-3 

□ 転落、落下、転倒、破損の防止措置

は適切か？ 

①目視による確認  

収納口の向き 
令29-4 

□ 運搬容器は収納口を上方に向けて積

載されているか？ 

①目視による確認  

被覆等 
令29-5 

則45 

□ 危険物の性質に応じ、被覆は適切か？ ①目視及び関係者への質問により確

認 

 

□ 保冷装置は正常に作動しているか。

また、適正な温度を保っているか？ 

 

混載の制限 
令29-6 

則46、別表4 

告68の7 

□ 混載を禁止されている危険物と混載

していないか？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

積み重ねる高さ 
令29-7 

則46の2 

□ 積み重ね高さが３mを超えていない

か？ 

①目視による確認  

□ 運搬容器にかかる荷重が大きくない

か？ 

①目視及び関係者への質問により確

認 

 

運搬方法 
令30-①-1 

□ 運搬容器が動揺しないよう措置され

ているか？ 

①目視による確認  

標識 
令30-①-2 

則47 

□ 車両の前後の見やすい箇所に取り付

けられているか？ 

①目視による確認  

□ 汚損等により、文字が不鮮明になっ

ていないか？ 

 

□ 破損はないか？  

消火設備 
令30-①-4 

□ その位置及び機能はよいか？ ①目視による確認  

□ 当該危険物に適応しているか？  

 



 

38 少量危険物貯蔵取扱所 
 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 
無許可貯蔵、取扱い 

条例（例）46 
□ 同一の場所において、無届で一定以

上の少量危険物を貯蔵し、又は取り

扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問

により確認 
○容器の表

示、ＳＤＳ等

の情報を参

考 

貯 

蔵 

・ 

取 

扱 

い 

関 

係 

火気使用等 

条例(例)30 
□ 火気使用設備は防火上安全な状態で

使用されているか？ 
①目視及び関係者への質問に

より確認 
 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での火

気の管理は厳守されているか？ 
漏れ、あふれ又は

飛散防止 

条例(例)30 

条例(例)31の2 

□ 危険物が漏れ、あふれ又は飛散して

いないか？ 
①目視による確認  

容器 

条例(例)30 

条例(例)31の2 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 
①目視及び関係者への質問に

より確認 
 

□ 品名、数量等の表示は適切か？ 
□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 
①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 
①目視及び関係者への質問に

より確認 
 

その他の管理 

条例(例)30 
□ 火災予防上又は消防活動上支障とな

る物件はないか？ 
①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたままに

なっていないか？ 

位
置
・
構
造
・
設
備
関
係 

建 

築 

物 

等 

流出防止措置 

条例(例)31の2 
□ しきい、囲い等の流出防止措置が、

撤去･破損･亀裂していないか？ 
①目視による確認  

標識等 

条例(例)31の2 
□ 標識、掲示板は、設置されているか？ ①目視による確認  

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ 

□ 汚損、破損等はないか？ 
□ 掲示板の記載内容（類、品名、最大

数量等）に誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問に

より確認 

②必要に応じ、施設台帳等に

より確認 

 

容器架台(ラ

ック) 

条例(例）30 

条例(例)31の2 

条例(例)31の3 

条例(例)31の3

の2 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 

①目視及び関係者への質問に

より確認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？ 
□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 
①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 
①目視及び関係者への質問に

より確認 
 

□ 地震動等による容器、収納棚等、又

は綿花類等の転倒落下防止措置は適

切か？ 

①目視による確認  

タ
ン
ク 

タンク本体 

条例(例)31の4 
□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 鋼板に変形、亀裂はないか？ 

□ 固定ボルトに腐食はないか、そのゆ

るみ等はないか？ 
①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確

認 

 

 



 

   □ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場

合は、実測、板厚測定記録等

により確認 

 

□ 自動表示装置に変形、損傷、腐食

はないか？危険物の量は正しく

表示されているか？ 

①目視による確認  

□ 注入口の周囲は火災予防上支障の

ある状況となっていないか？弁、

ふた、注入口から危険物の漏れは

ないか？ 

①目視による確認  

□ 雨水浸入防止装置に亀裂、剥離等

はないか？ 
①目視による確認  

□ 底板の水抜管周りに腐食、土砂堆

積、滞水等はないか、ピットに破

損はないか？ 

①目視による確認  

        

位 

置 

・ 

構 

造 

・ 

設 

備 

関 

係 

タ    

ン    

ク   

通気管等 

条例(例)31の4 

□ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

□ 引火防止装置の損傷はないか、金

網の目詰まり、腐食はないか？ 
□ 弁の作動状況はよいか、安全装置

等の機能はよいか？ 
①施設台帳等により確認  

□ 固定ボルトに腐食はないか、その

ゆるみ等はないか？ 
①目視による確認 

②ハンマーテスト等により確

認 

 

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 

②著しい腐食が認められる場 

合は、実測、板厚測定記録 

等により確認 

 

漏えい検査管等 

条例(例)31の5 
□ 

検査管に変形、損傷、腐食、目詰

まり等はないか？ 

①目視による確認  

□ 検査管内部に土砂等の堆積はな

いか？ 
□ 開蓋に不良はないか？ 

タ
ン
ク
以
外
の
取
扱
設
備
等 

取扱設備等の

本体 

条例(例)31の2 

条例(例)31の6 

□ 空地内に新たに工作物等が設置

されたり、物品等が放置されて

いないか？ 

①目視による確認  

□ ポンプ等からの危険物の漏れは

ないか？ 
□ 外装の内部に危険物の漏れはな

いか？ 
□ ホースに亀裂、ひび割れ等がない

か？ 
□ 給油ホース又は注油ホースの静

電気除去装置の機能はよいか？ 
①目視による確認 

②必要に応じ、接地抵抗試験等

により確認 

 

配管 

条例(例）31の2 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管の撤去、変形、損傷、塗装の

剥離、腐食はないか？ 
□ 塗装の剥離、腐食はないか？ 

□ 接合部のゆるみはないか？ 
消火器 

消防法施行令10 
□ 消火器は定期点検され、適切に

維持管理されているか？ 
①目視による確認 

○外観の破

損、腐食状
況に留意 

□ 消火器は撤去されていないか？ 
□ 失効していないか？ 



 

39 指定可燃物貯蔵取扱所 
 

項目 着眼項目 チェックの方法 備考 
無許可貯蔵・取扱い 

条例（例）46 
□ 同一の場所において、無届で一定以

上の指定可燃物を貯蔵し、又は取り

扱っていないか？ 

①目視及び関係者への質問

により確認 

○容器の表示、

ＳＤＳ等の
情報を参考 

貯 

蔵 

・ 

取 

扱 

い 

関 

係 

火気使用等 

条例(例)33 

□ 火気使用設備は防火上安全な状態

で使用されているか？ 

①目視及び関係者への質問に

より確認 
 

□ 「火気厳禁」「火気注意」場所での

火気の管理は厳守されているか？ 
容器 

条例(例)33 

条例(例)34 

□ 容器の材質、構造は適合している

か？ 
①目視及び関係者への質問に

より確認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？ 
□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 
①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 
①目視及び関係者への質問に

より確認 
 

その他の管理 

条例(例)33 

条例(例)34 

□ 火災予防上又は消防活動上支障と

なる物件はないか？ 

①目視による確認  

□ みだりに空箱等が放置されたまま

になっていないか？ 

位 
置 
・ 

構 

造 

・ 

設 

備 

関 

係  

集積面積、集積単位

相互間の距離 

条例(例）34 

□ 集積ごとに面積が適正に確保され

ているか？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により

確認 

 

□ 集積ごとの相互間の距離内に保安

対象物件が新築、増築されていない

か？ 
空地 

条例(例)33 

 条例(例)34 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていない

か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確 

 認 

 

□ 代替施設の防火上有効な隔壁に亀

裂、損傷はないか？ 
①目視による確認  

建 

築 

物 

等 
区画 

条例(例）34 

□ 綿花類等のうち合成樹脂類を屋内に

おいて貯蔵し、取り扱う場合、貯蔵場

所と取扱い場所との区画が適正か？ 

①目視による確認 

②必要に応じ、実測により確 

 認 

 

流出防止措置 

条例(例)33 

□ しきい、囲い等の流出防止措置が、

撤去･破損･亀裂していないか？ 

①目視による確認  

標識等 

条例(例)33 

条例(例)34 

□ 標識、掲示板は、設置されているか？ ①目視による確認  

□ 標識、掲示板は、見えにくくないか？ 

□ 汚損、破損等はないか？ 
□ 掲示板の記載内容（品名、最大数量

等）に誤りはないか？ 

①目視及び関係者への質問に 

より確認 

②必要に応じ、施設台帳等に 

より確認 

 

容器架台(ラッ

ク) 

条例(例)33、34 

□ 容器の材質、構造は適合しているか？ ①目視及び関係者への質問に 

より確認 

 

□ 品名、数量等の表示は適切か？ 
□ 容器に破損、腐食、さけめ等はない

か？ 
①目視による確認  

□ 荷下し、荷積み時等の取扱い方法は

よいか？ 
①目視及び関係者への質問に 

より確認 
 

□ 地震動等による容器、収納棚等、又

は綿花類等の転倒落下防止措置は

適切か？ 

①目視による確認  



 

  

タンク本体 

条例(例)33 

 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 鋼板に変形、亀裂はないか？ 

□ 固定ボルトに腐食はないか、そのゆ

るみ等はないか？ 
①目視による確認 
②ハンマーテスト等により

確認 

 

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 
②著しい腐食が認められる

場合は、実測、板厚測定記

録等により確認 

 

□ 自動表示装置に変形、損傷、腐食

はないか？危険物の量は正しく表

示されているか？ 

①目視による確認  

□ 注入口の周囲は火災予防上支障の

ある状況となっていないか？弁、

ふた、注入口から危険物の漏れは

ないか？ 

①目視による確認  

□ 雨水浸入防止装置に亀裂、剥離等は

ないか？ 
①目視による確認  

 □ 底板の水抜管周りに腐食、土砂堆

積、滞水等はないか、ピットに破損

はないか？       

位 

置 

・ 

構 

造 

・ 

設 

備 
関 

係 

タ    

ン    

ク   

通気管等 
条例(例)33 

□ 変形、損傷、腐食はないか？ ①目視による確認  

 □ 引火防止装置の損傷はないか、金網

の目詰まり、腐食はないか？ 
 □ 弁の作動状況はよいか、安全装置等

の機能はよいか？ 
①施設台帳等により確認  

 □ 固定ボルトに腐食はないか、その

ゆるみ等はないか？ 

①目視による確認 
②ハンマーテスト等により確

認 

 

 □ 塗装の剥離、腐食はないか？ ①目視による確認 
②著しい腐食が認められる

場合は、実測、板厚測定記

録等により確認 

 

漏えい検査管

等 
条例(例)33 

□ 検査管に変形、損傷、腐食、目詰

まり等はないか？ 
①目視による確認  

□ 検査管内部に土砂等の堆積はない

か？ 
□ 開蓋に不良はないか？ 

取扱設備等の

本体 
条例(例)33 

□ 空地内に新たに工作物等が設置さ

れたり、物品等が放置されていな

いか？ 

①目視による確認  

□ ポンプ等からの危険物の漏れはな

いか？ 
□ 外装の内部に危険物の漏れはない

か？ 
□ ホースに亀裂、ひび割れ等がない

か？ 
□ 給油ホース又は注油ホースの静電

気除去装置の機能はよいか？ 
①目視による確認 
②必要に応じ、接地抵抗試験

等により確認 

 

配管 
条例(例)33 

□ 危険物の漏れはないか？ ①目視による確認  

□ 配管の撤去、変形、損傷、塗装の

剥離、腐食はないか？ 



 

□ 塗装の剥離、腐食はないか？ 

□ 接合部のゆるみはないか？ 

消火器 
消防法施行令10 

□ 消火器は定期点検され、適切に維

持管理されているか？ 
①目視による確認 ○外観 の破

損、腐食状況

に留意 □ 消火器は撤去されていないか？ 

□ 失効していないか？ 

 



 



違反是正に関する事例集

別添４

１ 移動タンク貯蔵所完成検査前使用に係る違反処理事例

２ 移動タンク貯蔵所単独横転、危険物流出、炎上事例

３ 危険物無許可貯蔵繰り返し違反事例

４ 無資格移送違反（危険物の流出事故）事例

５ 危険物取扱者免状返納命令事例





１ 移動タンク貯蔵所完成検査前使用に係る違反処理事例

○ 違反概要
一般取扱所の許可を受けて工事に着工した後、当該取扱所の関係者（取締

役）が、施工業者（申請代理人）に屋根の追加設置工事や配管及びバルブの位
置の変更などを依頼したため、当初、完成検査を予定していた日に完成できな
い状況となった。その後、関係者が、当該一般取扱所の工事の進捗状況から使
用できると判断し、完成検査を受けないまま配送会社に移動タンク貯蔵所へガ
ソリンの荷積みを行わせたため、消防法第１１条第５項違反（完成検査前使
用）となったもの。

○ 違反処理経過等
１ A消防署管内において消防職員が出向途上、まだ、工事中であるはずの充
填の一般取扱所から移動タンク貯蔵所へ危険物を荷積みしているのを発見。

２ 翌日、消防本部主管課と連携し当該危険物施設付近で監視を行い、移動
タンク貯蔵所への指定数量以上の危険物の注油行為の違反事実を現認。

３ 違反調査のため立入検査を実施し、違反者と違反事項を特定。
また、本社へ出向し、配車表を入手するとともに法人の代表者（設置者）
の事情聴取を行った。

４ 後日、設置者及び危険物保安監督者の供述を録取するも、法人の代表者
である設置者の指示等はなく、当該危険物施設全般に詳しい関係者（取締
役）が独断で委託配送業者に移動タンク貯蔵所への危険物の荷積みを指示
したことが判明。

５ 立入検査結果通知書を交付するとともに、法人の事業主に対し警告書を
交付。なお、警告事項不履行の場合は使用停止命令を予定していたが、
速やかに完成検査を受けたため命令は行わなかった。

６ 同種違反の再発防止を期すため、法人の事業主に対し警告書を交付した。

○ 違反処理の要点
１ 本事例につき、消防法第10条第１項違反を問えるか否かが問題となった。
すなわち、消防法第10条第１項は、製造所等以外の場所（設置許可を受け
ていない場所）で、指定数量以上の危険物の貯蔵、又は取扱い行為である
のに対し、同法第11条第５項は、許可を受けて製造所等の設置又は変更を
行った者が、完成検査を受け、消防法第10条第４項の基準に適合している
と認められる前（製造所等の変更の場合で変更工事に係る部分以外の部分
について仮使用承認を受けている場合を除く。）に当該施設を使用するこ
とによって成立する。
ここでいう「使用」とは、製造所等の区分に従って危険物の貯蔵、又は

取扱いを行うことで、その量のいかんを問わない。したがって、本事例の
場合、許可を受けていることから消防法第10条第１項違反は成立しない。

２ 本事案は、消防職員の発見により、早期に違反是正が進められたもので
あり、出向途上においても常に問題意識を持って潜在的危険性を排除する
など職務の適正執行にあたることが重要である。



２ 移動タンク貯蔵所単独横転、危険物流出、炎上事例（１／３）

○ 違反概要
平成○年○月○日○時○○分頃、A運輸株式会社が管理する被けん引式移動タ

ンク貯蔵所を従業員Bがガソリン、灯油及び軽油、合計20,000リットルを貯蔵し
て、○○県○○市から××県××市にあるガソリンスタンドに向けて危険物を
移送中、東京都○○区○○町○番先首都高速○号線下り○○カーブ付近におい
て、当該移動タンク貯蔵所を横転させ、ガソリン約11,000リットル、灯油及び
軽油約3,500リットルを流出させ、火災となったもの。

○ 告発先、被告発者等
告発年月日、告発先

・平成○年○月○日
・警視庁高速道路交通警察隊長宛て

違反場所・名称

・東京都○○区○○町○丁目○番先
・首都高速○号線下り車線、通称「○○カーブ」

被告発者 甲（法人）
・事業所所在地：東京都○○区○○町

○丁目○番○○号
・法人名称：A運輸株式会社（代表取締役

社長 ○○ ○○）
・業種：一般区域貨物自動車運送事業、海

上運送事業

被告発者 乙
・本籍地：○○県○○市○○町○○番地
・住 所：○○県○○市○○町○番○号
・職 業：A運輸株式会社 従業員（運転手）
・氏名等：B、昭和○年○月○日生

（当時・○○歳）
（平成○年○月○日 事故直後自損死）

○ 適用法条
甲に対して

・消防法第39条の３第１項
・消防法第45条

乙に対して
・消防法第16条の２第２項
・消防法第16条の３
・消防法第39条の３第１項

○ 処分結果
甲に対しては起訴猶予処分、乙に対しては被疑者死亡により不起訴処分と

なった。

○ 違反の事実
被告発人甲は、東京都○○区○○町○丁目○番○○号に本社を置き、Ａ運輸

株式会社の代表取締役社長であり、危険物の保安や安全移送に関して、具体的
かつ効果的な対策を樹立し、従業員に適時、適切な教育及び指導監督を行い、
移送上の事故防止を図る義務を有している。
しかしながら、甲は、危険物の移送に関する教育を十分に実施することなく、

また、積載危険物への細心の注意を払うような十分な指導監督も実施していな
かった。特に首都高速道路でのスピードチェックによる安全移送の確認を不適
切に行う等、上記事故を未然に防止するための法人の事業主としての管理監督
義務を怠った。（以下次頁に続く）



２ 移動タンク貯蔵所単独横転、危険物流出、炎上事例（２／３）

乙は、移送基準を遵守し、○○カーブが急カーブであることから、少なくと
も当該カーブでの指定制限速度である時速50キロメートル以下で走行するとと
もに、移動タンク貯蔵所を横転させないように積載危険物の保安に関し、細心
の注意を払って移送する業務上の注意義務を有していた。
しかし、乙は、業務上の注意義務を怠り、○○カーブを時速約70キロメート

ルで走行し、移動タンク貯蔵所を横転させ、タンクに亀裂を生じさせ、大量の
ガソリン等を首都高速道路上に流出させた。
さらに、乙は、当該移動タンク貯蔵所から流出したガソリン等により、火災

を生じさせ、また、耐火造７階建てのマンション屋上のウレタンシート、車両
等を焼損させ、首都高速○号線が上下線とも長時間、通行止めになるなど著し
い公共危険を発生させた。

○ 告発者の意見
危険物の流出、これに起因した火災の発生は、直ちに人命危険を及ぼすなど

一般住民等に与える不安は計り知れない、また、交通遮断など社会、経済等、
都市機能に与える影響も多大なものがある。実際、本件災害では、首都の交通
幹線である首都高速○号線を事故発生時から、上り線を約10時間30分、下り線
を約19時間30分以上の長時間にわたり通行止めにするなど、社会的に大きな影
響を及ぼしたものである。
乙は、平成○年○月○日、被けん引式移動タンク貯蔵所による危険物の移送

を行うに際し、消防法を遵守し、当該危険物の保安を確保することについて、
細心の注意を払って移送しなければならない業務上の義務を有するにもかかわ
らず、これを怠り、本件災害現場である○○カーブの指定制限速度の時速50キ
ロメートルのところを時速約70キロメートルで走行させるなどの過失により、
当該被けん引式移動タンク貯蔵所を横転、滑走させ消防法で定める危険物であ
るガソリン等を流出させて著しい公共危険を生じさせたものであり、その責任
は到底容認できない。
甲は、昭和○○年○月に甲が管理する被けん引式移動タンク貯蔵所が東京都

○○区○○○丁目○番○号先路上において、本件災害と同様の災害を発生させ
た経緯があり、再発防止に最大限努力する責任を有していたことから、一層、
甲の移動タンク貯蔵所の乗務員らに対し、危険物の移送上の具体的な安全教育
を実施し、危険物の移送に関し、安全確保に十分着眼した走行について、適時、
適正な指導、監督をする義務があった。
にもかかわらず、甲は、前記昭和○○年○月の事故発生後３年間ぐらいは、

車両メーカー主催の被けん引式移動タンク貯蔵所の運転操作教育を乗務員らに
受講させてはいたものの、その後、これも形骸化し、計画的で有効な教育を実
施していたとは言い難い。
加えて、甲は、昭和○○年○月の事故において、危険物の移送に係わる移動

タンク貯蔵所の運行速度等に問題があったと認識するなど、貴重な経験を得て
いたにもかかわらず、本件事故の事情聴取においても原因は死亡した乗務員乙
にあるとし、また、被けん引式移動タンク貯蔵所の構造も影響したなどと供述
し、消防法の許可を得た移動タンク貯蔵所を多数保有し、（以下次頁に続く）



２ 移動タンク貯蔵所単独横転、危険物流出、炎上事例（３／３）

危険物の移送を業とする管理権原者としてその企業責任に対する認識を欠き、
むしろ責任を回避するかごとき姿勢がうかがえる。
以上のとおり、甲は、乙に対し法人として移送基準の遵守等、移送に関する

安全教育を十分に実施することなく、また、積載危険物への細心の注意を払い
効果的な指導、監督を行わず、さらに、首都高速道路でのスピードチェックに
よる安全な移送について基本的事項の確認を怠り、乙の過失を未然に防止でき
なかった法人としての管理監督義務の著しい懈怠が認められる。
よって、本件違反事実については、甲を厳しく処罰していただきたい。
乙については前記のとおり、平成○年○月○日○時○○分頃、○○カーブを

時速約70キロメートルという速度で漫然と走行し、積載していた危険物の保安
に関し細心の注意を払わなかった過失によって、当該移動タンク貯蔵所を左側
面から路上に横転、滑走させ、大量のガソリン等を流出させ、公共に火災の危
険を及ぼしたその責任は決して免ぜられるものではないことから、甲とともに
処罰するのが妥当であると思料される。

○ その他
甲に対する処分が起訴猶予になった理由等について、本件では、両罰規定に

よる法人としての甲は嫌疑は肯定されたものの、行為者である乙個人の業務上
の過失が大きく、結局は、事業主としての甲の従業員に対する安全教育指導等
が不十分でその責任が認められるも、処罰するまでには至らないと判断され、
起訴猶予処分になったものと推定される。

○ 効果と教訓
本件告発事案については、災害発生場所の消防本部が、行為者が死亡してい

るなかで従業員に対する法人としての危険物の安全移送に係わる管理監督義務
を怠った事実を実証して、本件事故を未然に防止出来なかった法人の過失責任
を厳しく問うべき告発に踏み切ったものである。
結果として起訴猶予処分であったものの、危険物行政を担う消防機関として

の毅然たる態度によって消防法違反による犯罪を立証し告発を行ったことは関
係業界等に対し、再発防止上十分な警鐘を与えるものであったことから、今後
とも従業員のみならず事業主に対する日頃からの指導の徹底も肝要である。



３ 危険物無許可貯蔵繰り返し違反事例（１／２）

○ 違反概要
平成○年○月○日、○○区○○町○丁目○番○号に所在するA株式会社（本

社）の１階倉庫において、自社の製品で消防法に定める危険物第四類第１石油
類に該当する物品（液状ガスケット他17品目）2,690リットル、同類第２石油類
（ルーズニングオイル）28.8リットル、（合計で指定数量の13.48倍）を無許可
で貯蔵したもの。

○ 告発先、被告発人等
告発年月日、告発先

・平成○年○月○日
・○○地方検察庁

違反場所・名称

・○○区○○町○丁目○番○号 A株式会社

被告発人 甲（法人）

・事業所所在地：○○区○○町○丁目
○番○号

・法人名称：A株式会社（代表取締役 B）

被告発人 乙

・本籍地：○○県○○市○○町○○番地
・住 所：○○県○○市○○町○○番地の○○
・職 業：会社役員（A株式会社 代表取締役）
・氏名等：B、昭和○年○月○日生（○○歳）

○ 適用法条（消防法違反）

甲に対して
・消防法第10条第１項
・消防法第41条第１項第３号
・消防法第45号

乙に対して
・消防法第10条第１項
・消防法第41条第１項
・消防法第39条の３第１項

○ 処分結果
○○区検察庁から○○簡易裁判所へ起訴（略式命令請求）され、被告発人３

名に対して各々罰金20万円の判決が下された。（確定）

被告発人 丙

・本籍地：○○県○○市○○番地の○
・住 所：○○区○丁目○○番○号
・職 業：会社役員

（A株式会社 監査役兼業務部長）
・氏名等：C、昭和○年○月○日生（○○歳）

丙に対して

・消防法第10条第１項
・消防法第41条第１項第３号



３ 危険物無許可貯蔵繰り返し違反事例（２／２）

○ 違反の事実
被告発人甲は、○○区○○町○丁目○番○号に本社を置き、液状ガスケット

（液状パッキン剤）、接着剤及びその他の化学製品の製造並びに販売を業とす
るもの、被告発人乙は、甲の代表取締役として、甲の業務一切を統括するもの
であり、被告発人丙は、甲の業務部長として、甲の業務全般を管理しているも
のであるが、乙と丙は共謀の上、甲の業務に関し、平成○年○月○日、法定の
除外事由がないのに、前記本社１階に従業員を介して、消防法に定める危険物
第四類第１石油類に該当する「液状ガスケット」他17品目2,690.0リットル、同
第２石油類に該当する「ルーズニングオイル」28.8リットル（合計で指定数量の
13.48倍）を無許可で貯蔵したものである。

○ 告発者の意見
被告発人甲は、危険物の製造販売を業とするものとして、関係法令を遵守し、

その安全を確保するための管理、監督する義務を有しており、また乙及び丙は
甲の監督的地位にある者として、自社の危険物に該当する製品の管理等につい
て、関係法令を遵守しその安全を確保する具体的法令上の義務を有していたも
のであるが、平成○年○月○日、甲の本社１階倉庫において、消防法に違反す
ることを承知で、甲の製品で危険物に該当するものを指定数量以上貯蔵してい
たことは、前記義務を果たしていないばかりか、大手メーカーとしての社会的
責任を全く認識していない。
また、違反の動機は、専ら営利優先主義に基づくものであり、そのために敢

えて法を無視するとともに、違反を消防当局から指摘されるまでの間、違反を
繰り返していたことは、遵法精神が著しく欠如していることとしか言いようが
ない。
さらに、昭和○○年に消防当局から、本件違反と同様、本社１階倉庫におい

ての危険物の無許可貯蔵を指摘され、改善に対する指導を厳しく受けながら、
何ら抜本的対策をたてることなく、繰り返し同種違反が覚知されたことは、消
防行政上断じて容認できない。
よって、被告発人甲、乙及び丙を厳しく処罰していただきたい。



４ 無資格移送違反（危険物の流出事故）事例 （１／２）

○ 違反概要
平成○年○月○日、A石油のアルバイト従業員C（運転手）は危険物取扱者の

資格を有していないにもかかわらす、Ａ石油の経営者Bの命令で、灯油の引き売
りを目的として危険物第四類第２石油類（灯油）約3, 000リットルを△石油株式
会社の一般取扱所から注入後、○○市○○町○○丁目付近に戻り、○○市○○
町○丁目一帯にかけて灯油約10リットルを漏えいさせ、漏えいした危険物の排
除で出場した消防隊により、危険物取扱者を同乗させることなく灯油を移送し
ていた事実が現認されたもの。

○ 告発先、被告発者等
告発年月日、告発先

・平成○年○月○日
・○○地方検察庁

違反場所等

・○○市○○町○丁目○番先路上

被告発者 甲
・事業所所在地：○○市○○町○丁目

○番○号
・職 業：A石油 経営者
・氏名等：B

昭和○年○月○日生（○歳）

被告発者 乙

・住 所：○○県○○市○○町○丁目○番地
・職 業：A石油 アルバイト従業員
・氏名等：C、昭和○年○月○日生（○歳）

○ 罪名及び適用法条（消防法違反）
甲に対して

・消防法第16条の２第１項
・消防法第43条第１項第３号
・刑法第60条

乙に対して
・消防法第16条の２第１項
・消防法第43条第１項第３号
・刑法第60条

○ 告発結果
被告発人甲は、検察庁から起訴され、同日に罰金20万円の判決（略式命令）

が下された。（確定）
なお、実際に移送行為を行っていた運転手乙については、不起訴処分となっ

ている。



４ 無資格移送違反（危険物の流出事故）事例 （２／２）

○ 違反の事実
被告発人乙は、Ａ石油のアルバイト従業員として平成○年○月に採用され、

甲の助手として石油小売業に従事するものである。
甲及び乙は、業務に関し共謀の上、乙が危険物取扱者の資格を所持していな

いにもかかわらず、平成○年○月○日○時○分頃から○時○分頃までの間、危
険物取扱者の同乗も無しに、移動タンク貯蔵所（設置許可：平成○年○月○日
第○○号、車両番号：○○○○○ー○○○○）の常置場所である○○市○○町
○丁目○番○号から○○県○○市○○町○番地○に所在する△株式会社に行き、
灯油約3,000リットルを注入後、同所から○○市○○町○○丁目付近に戻り、
○○市○○町○丁目○番先まで、約20キロメートルを単独で消防法に定める危
険物第四類第２石油類（灯油）を移送したものである。

○ 告発者の意見
被告発人甲は、危険物を移送するに際して、関係法令を遵守し、その安全を

確保するため注意義務を有しているにもかかわらず、平成○年○月○日移動タ
ンク貯蔵所による危険物の移送を危険物取扱の資格を取得していない被告発人
乙に行わせたことは、危険物取扱業務に関する安全確保の重要性の認識を全く
欠いたものといわざるをえない。
本件違反に関連して、漏えい事故のみに留まらず、更に何らかの火源により

引火した場合は、一挙に火面が拡大し、社会公共に多大なる被害をもたらすこ
とが予想されるものである。
よって、被告発人甲、同乙に対して、その社会的責任の重大さを認識させる

とともに、この種の違反の根絶を図るため、厳しい処罰を願いたい。



５ 危険物取扱者免状返納命令事例 （１／２）

○ 違反概要
過去３年以内に行ったすべての違反行為に係る違反点数の合計が、20点以上

になった危険物取扱者に対する免状返納命令事例。

○ 被処分者の概要等
A（36歳）
B運送株式会社（ローリー部C事業所）ローリー運転手

○ 返納免状の種類等
乙種第４類（○○知事交付）

○ 処分年月日
平成○年○月○日

○ 免状返納命令の原因となる違反事項
被処分者は、移動タンク貯蔵所で危険物を給油取扱所へ移送する運転手で

あり、また危険物の取扱い作業等に従事する危険物取扱者でありながら、次
のような消防法令違反を行ったこと。
１ 平成○年○月○日に交付した「違反事項通知書」の違反内容等
⑴ 危険物の貯蔵及び取扱い基準違反（法第10条第３項）

営業用給油取扱所の地下専用タンクに危険物第四類第１石油類（ガソ
リン）、同第２石油類（軽油）を移動タンク貯蔵所から荷卸し中、可燃
性蒸気回収装置の蒸気回収口に結合金具のみを用いて故意に可燃性蒸気
を放出させ、爆発火災を発生させたこと。
違反点数８点（基礎点数：４点、事故点数：程度「中」４点）

⑵ 危険物取扱者保安講習受講義務違反（法第13条の23)
昭和○年○月からB運送株式会社において継続して危険物の取扱いに

従事しており保安講習の受講期限（平成○年○月○日）が経過したにも
かかわらずただ漫然と放置し、保安講習受講義務違反を行っていたこと。
違反点数４点

２ 平成○年○月○日に交付した「違反事項通知書」の違反内容等
⑴ 危険物の貯蔵及び取扱いの基準違反（法第10条第３項）

一般取扱所（D油槽所のローリー充填所）において、当該違反者は、
危険物第四類第１石油類（１－ヘキセン）を移動タンク貯蔵所に荷積み
する際に、バルブの操作を誤り、可燃性蒸気回収装置の回収配管の空気
取入れ口から危険物を漏えいさせた。
その後、充填ホースを結合したまま移動タンク貯蔵所を移動したの

で、充填ホースが切断し、荷積み中の１ーヘキセンが漏えいし、その
直下で作業中のフォークリフトのエンジンに飛散し、加熱により火災を
発生させた。
なお、この火災により、当該油槽所の従業員１名が避難する際に軽傷

を負った。
違反点数14点（基礎点数：４点、付加点数：10点※）

※：内訳（災害事故点数：程度「中」４点、人身事故点数：程度「軽傷」６点）



５ 危険物取扱者免状返納命令事例 （２／２）

○ 累積措置点数
１２点＋１４点＝２６点 ≧ ２０点

○ 返納命令を行う理由
前頁の違反事実によって被処分者に係る措置点数（過去３年以内における違

反点数の合計）が20点を超え、危険物取扱者免状の返納命令に関する運用基準
に基づく免状返納命令に該当した。被処分者は措置後も違反行為を継続してお
り、また、度重なる管轄消防本部の指導等を無視していることから悪質であり、
資格者として適格性を欠くものである。

○ 返納命令を行う前の事前手続関係等
１ 免状交付知事との協議及び決定事項

最新の違反事項通知が他県で行われた○○知事交付の免状であることか
ら、消防本部の予防部長が被処分者に対する免状返納命令を行うこととし
た。

２ 免状返納命令上申の手続
消防本部の内部規程に基づき、予防部長から消防長へ被処分者に係る

「免状返納命令上申書」が提出された。
３ 聴聞の手続等
・ 聴聞通知書の通知

平成○年○月○日、行政手続法等に基づき「聴聞通知書」を被処分
者へ通知した。

・ 聴聞の開催
平成○年○月○日、消防本部本庁舎において聴聞主宰者による聴聞

を実施した。
・ 聴聞実施結果

聴聞実施に伴う結果について、聴聞主宰者から「聴聞報告書等」の報
告がなされた。

○ 処分（返納命令）の決定
前記「聴聞報告書等」における聴聞主宰者の意見は、不利益処分（免状返

納）を留保すべき特段の事情等は認められないとしており、本意見等を十分に
斟酌した上で、免状返納を決定したものである。

○ 免状返納命令書等の交付
平成○年○月○日、被処分者に対し、「免状返納命令通知書」及び「免状返

納命令書」を交付するとともに、乙種第四類及び丙種の危険物取扱者免状を返
納させた。

○ 返納後の事案処理
返納された危険物取扱者免状の処理は、消防本部の内部規程に基づき処理し

た。
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